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第主 導 序説

ス イ ス で初め て ､ D D T が常盤効緊を示すと の 再発見が 為 っ た の は呈9 3 9 率 や
第ニ 渡世

界大戦中の こ とで あ っ た 宅は W e T J 9 逢郎 o 這 の 発明に よ っ て食成代学農薬で ある 第二

世代鐙虫剤の 夜明けをみ た と言 えよう o 戦前か ら ､ 第 -

轡民彩虫剤と緩称 さ甑る石玩

硫 黄合剤や ヒ醸鉛 の よう 怒無機亨ヒ食物 あ る い ば ピ レ トリ ン 平 野 テ } ン の よ う豊 栄祭物

恵 どが実用化 きれて い た o ニ 招 D D T の 発明以来 ､ 幾多符 合成代学農薬が 発明さ艶
､ 伴

っ て農事防除技術が普及 し戦後 の 食糧増産 と安定供給に 糞きi 寄与 し ぞ き た こ と は疑

も盲が な い o

-

方 で閑題が無 か っ たわけ で ば 怒か っ た 0 日奉に おける 乾接の パ ラ チ オ ン

g3 導Å に代衰され るよう に 当時@) 稲倖害虫防除 肖的 野 栄虫鞘は鬼畜に対する急性毒性

が 高く ､ 誤将によるÅ身事故またD D T 苧B H C に代表 さ艶る塩素系農薬g) 高もぅ残留性な

どが問題視されて い た (梅津, 28 0 3) o

そg ) 後 ､ 1 95 0 年代､ 有機リ ン絶食物 ､
f e n主t o T e 鮎 e n が

､
19 SO 年代に は合成ピ レ ス ロ イ

ド化合物 J e n v al e r at e やfe n p r o p a 払Tifl 等が 発明された o ぞ の 復毛こ う した鑑毒性か つ 達

効性 にすぐれ ､ 効力範囲が 広 い 化合物の 開発 が申}むに 行われ ､ 第 二 陛代殺虫剤と E , て

-

時代を画 して き た o
こ う した安価 で 擾れ た擬盛期 も ､ 多悶 号 連用 による抵抗性の 問

題 ､ 或い は標的害虫以外 の 生物 , 天敵生物 へ の 影響が問題 視さぁ人 々 招 経済生活が豊

か にを る に つ れ ､ 開発する農薬に対 し環境 へ ♂) 影響恋 どが厳 しく問 われるよう に なる o

こ の よ う恕社会背景亀あり ､ 総合的防除怒 どの 観点か らも選択性 が高く これ まで と は

全く単なる第三世代漂虫剤鍔 劉繋が 深海と な っ た (板谷,
呈9 87) a

当時 ､ すで に 昆虫g3 厳痩 , 変態 に関わる昆虫ホ ル モ ンで 為る幼 若漆 ル モ ン u H ラ と

脱皮ホ ル モ ンの 活性が着目され ､ 遠野陛g) 高 い 安全 な鐙盛期､ 昆虫発育調節剤､ 王n s e et

G r o 密ぬ R e g ul 孟飯汀 (壬G 毘) と して 第三世代の 原虫芳郎ニ怒巧得 ると早くか ら有望視きわぞ

い た B 腎illi a m § ( i9 56 , i 9 6 7) は油状物質と して 輸出 した5 H が昆虫特有 の物質であ る =

と に 着目 し
､ 活性が 昆虫に 特異的で あ る こ と か ら抵抗性が発達 し蔑も嘗害虫防除剤に 怒

り得 る と示唆 して い た o J H が海港性 で あり ､ 従来どお吟 の 散布方法によ っ て も昆虫g∋

痩膚浸透性が期待で きる と して 合成化学招 観点 か ち
､

王G 最期 に お ける 昆虫涛)レ 竜 ン へ

の 閑}むは自ずとJ H に 集中しやすか っ た o 脱珪涼 ル モ ン が水溶性で ある ニ とを考え艶ぱ

当然C) 成り行きと言 えよう o

J H の 単離構造決窪 ( 鮎Il e r et 盈l . , 19 6 7) ㌔ B o w e r s ( 19 69) の 合成に始ま っ た祷闘将5
1
H

額縁棒 ( ジ 孟 ペ ノ イ ド) の 研究 に より多く 符 絶食物が 合成された o その 絃栄 i 3 H と同

じような テ)レ ペ ノ イ ド構造をもつ m e ぬ8 P r e n e が合成さ れ 衛生害虫に対し て開発さ艶

任用 される に至 っ た ( 亀艶 i 9 B 3 ; 渡多摩 ･ 申出,
王98 7 ; H呈r 弧 O et al . 夢 皇9 98) o しか し

､

初期の 合成J H と 同様に蒐安定性が藍 い ため野外に おける農業書虫防除剤と して は 不向

きで あ っ た o ニ の よう な背景もあ っ た ため か
､ 合成 ジ 且 ペ ノ イ ド化合物 がも つ 三重結

合､
エ ポキサイ ド

､

エ ス テ ル な どの 構造的特長 にもとづ く野外環境に お ける化学的不

安定性が ､
ジ 孟 ペ } イ ド化食物 を農業用彩虫鞘と して開発する こ と は回報で ある とす

る 世界的 彦潮涜に あ っ た ( 板谷, i 9 B 7 ; 広瀬 ,
呈9 7 7 ; H圭r a n e et 孟L

亨
呈9 9き; C a s呈ぬ 盈fld



Q ui§臨d , 2 僻逐きo

そC3 複 ､ 更に構造改変が進 み ､ テ ル ペ } イ ドとは累怒るF e a o 野 e 盈沌が 鬼幽さ叡尊効

目害虫の キ ジ ラ ミ努 力イ ガ ラ ム シ に有効と報告さ喪た ( B e r n 東 急呈. , 1 9 8 i) o し か し
, 逮

用範囲がホ さ い た め か 理由は不明 だが そU) 複g 3 市喝 に お け る地位は極め て 限愛 さ艶 た

状況 にあり
､ 取 り分けあが 国で は農薬登録が 覆 さ艶て も盲 怨も盲

e 1 9き8 年代祷蕗 よ韓 日本

に お い て も王G R に注目し
､ 昆虫内分泌生理 招 学問的成 栄を基礎 に新 しも竜顔盛期招 劉轟

研究が始ま53 ( H ir a n o et al . , 1 9 9 8) ､ 呈9 83 年 に締め て
､ 活性が高く か つ 蒐安定性が 畠もち

p y rip r o E yf e n が 合成 された ( 氾 §hid a et aL , 19 8 4) o 案摺花餅究の 上 で
､ 覚安定性が患 い

と い う問題 に放 え ジ ュ ペ ノ イ ド活性が示す凍 の よ う 恵共通g) 特性亀開発 の 障害 と 怒 っ

て い た o 即ち ､ -1ラ 化合物 ごと に害虫種g3 感受性が巽蜜巧 ､

-

般約に 効力範囲が挟もも
､
2)

遅効性で
､ 特に 幼虫細書聖害虫の 被害を許容 し が た い o ニ う し た認識 が塵養田畿盛期

と して の ジ ュ ペ ノ イ ドの 有効性に 疑 い を亀た ら した o 特にpy Tip r e 額鮎n も例外 で は恵く ､

ジ 呈 ペ ノ イ ドを建理 した鱗境目幼虫の 過剰脱皮 により幼虫償薙 が克きく 怒る ｡ ニ n こ

と が作物 に対する食害がより増すと の 理解が 支配的 と怒り当該絶食物e3 開発を
-

層困

窪に し た o 各種農業書 虫に対 して もき告性を認め 怒 が らも現象把握の 段階に留まる に過

ぎな か っ た ｡

しか し
､

こ う した現象把握の 段階を打開 し当該化合物 ､ p y Tip r o 療飴 n を農薬用深虫朔

と して開発 し
, 散布剤の み 怒らず更に

､ 散布 しなく て亀
､

罷 るだ け で好 い と い う テ ー

プ製剤の 開発を行 っ た o

本論文で は開発研究C3 基盤と 怒 っ た重要研究 及び著者が担 っ た海外に お ほる実用柁

研究 に つ い て 述 べ る o

P y rip r 嘘 yfe n と代蓑的な合成 ジ ュ ペ ノ イ ドの 化学構造式を図l にまと めて示 し た 8 ま

た ､ 他の 代表的な昆虫成長制御剤も分類的に併記 した o
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第 2 尊 敬種 の 農業害虫に対するp y rip r e 野 庭 n の 慣行散布方法による効果

第 i 節 緒言

P y Tip r o 冨yf e n が示す ジ ュ ペ } イ ド活性 鍔 発見後､ 昆虫内分泌学的観点 による基礎研究

( 波多腰 , 1 9 9 O) と平行 し ､ 害虫防除手段と して の 開発検討が審内 ､ ある い妄蓋準野外に

お け る ス ク リ ー ニ ン グ規模で 開始 された 昏 そ 招 間 ､ 蚊 ､
j ､ エ あるもヽ ば プ且 g) よ う に成

虫の 段階で人間に直接害を及ぼす ､
ある い は ニ 還

- サ ン ス ( 不快害虫) と し号嘗を及

ぼす衛生害虫 に対 して開発の 焦点が あて ら艶 た e こ れら飛鞘害虫搾 場合 ､ ぞ の成 虫羽

化阻害 活性に着目 し
, 手段 と して 適摺すればよく ､ そ の 実摺柁検討が 鋭意進め られて

い た (川 乳 i 9 9O) 0

一

方 ､ 農業書虫 に お い て 亀昆虫特有の 各種生理現象に対する阻害活性が認め ら喪た e

特に 国内にお ける検討の 結 果 ､ ア ブ ラ ム シ
､

コ テ ガ ､
ハ ス モ ン ヨ

害虫に も活性 が認め られた (波多腰 ･ 申と九 1 9 8 7 ; 8 o tl e hi
事
1 98 7) o

お い て
､

これ ら生理現象に 対する阻害を念頭に置 い て は い た が ､

( 生物合目的) 的な ア プ ロ ー チを採 っ た訳 で は 怒 か っ た ｡ 当裾は
､

トウ 恋ど の 重要農発

しか し ､ 評価態勢に

具体的にB量o r a 鮎 n ai

言わば ラ ン ダム ヌ ク

I) - こ ン グ ♂) 延長 に あゎ ､ 従来 の凄虫期間発手法 に と らわ艶て い た た め
, 野外に お け

る 散布試験 の 成績は 弄しく なく農業 用害虫防除剤 と して 開発す る に は無理 が 轟 っ た

(住 友化学枝前月葡 ,
19 84) ｡ 本尊で は現象把握を目的と して

､ 現場 の 見取り試験 i あ る

い は健に言 う プッ カ ケ試験 に近く綻計処理 などに よる 緩栄解析は 一

部実施 した に過 ぎ

な い
o しか し

､ py tip r o x yfe n が示す活性と効栄が放校的高か っ た以下3 例 ( O e u e 玩i , 呈9 8 7)

を示す 8

第 2 節 試験方法およぴ対象

野外試験
-

1
､ 湿害 に おけ る ジ

il ペ ノ イ ド､ S - 7ま6 3 9 乳剤の オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミ に対す

る密度抑制効果

1 ､ 試験地 およぴ試験年 ; 日本 ､ 1 9 鎚 年

2
､ 試駿方法; 任用薬剤､ S -7 呈63 9 ( 剖 コ - ド番号S -3 i i8 3) 10 % 乳剤 ;

p y Tip r o x yf e n ( 住友柁学主 菜株式会社)

F e n p r o p a ぬri n 5 E C ＋ F e ni & othi e n 逢5 E C ;

F e n p r o p a 払Ti n
- S 別名D a n量toi -蛋 ( 住友化学三業株式会社)

M e 蝕id athie n 4e E C ; S u p ㌻盈eid e ほ 本農薬株式会社)

3 ､ 対象

3
-

1 ､ 対象傑物 ; ナ ス
, 千両二 号系統､ 5 8 本/ 薬剤 ､

フ ァ イ ロ ン ハ ウ ス 栽培

3 - 2 ､ 対象害虫; オ ン シ ツ ヨ ナ ジ ラ ミ ､ T ri aie 留r O d e s g a? o 和 ri o r u m

4
､ 施摺方法

4
-

1
､ 散布方法 ; 手動式散布叢

4
-

2 , 散布日 ; 7 月3 1 日 ､ 1 固散布

4 - 3
､ 散布量 ; 章薗 か ら涜れ落ち る程度 l 反復



4
-

4 ､ 希釈率豊 ; 絃栄の 嚢に示すe

5 ､ 調査者法

処理 の うち ナ ス の 立位輩に オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミ の 寄生 が認め ら 艶る38 輩を抽出 し
可

成虫数を数 えた e 以後 ､ 散布後経過 日急 に洋う密度蜜柁を調査 ♭
､ 対㌍覇区と臆乾し た¢

野外議巌
- 2

､ 温室 にお ける ジ 孟 ペ j イ ド､ S n 63 9 乳剤鍔 ワ タ ア ブ ラ ム シ に対する散

布効栄

i
､ 試験地 およぴ議巌隼; 日本 ､ i9 8 5 年

2 ､ 読巌 方法 ; 使用率剤葛 S ･ 7ま6 3 9 王O a/o 乳期

F e n p T O P a 蝕Tin 1 8 E C ; B a_n圭tei 臼主義柁学芸菜株式会社)

S 7 16 3 9 i8 E ∈キ F e n p r e p a 也Ti n 5 E C ( 弼土)

3 ､ 対象

3
- 1

､ 対象傑物 ; キ 浅 ウリ
i 品種 ; 不明､

フ ァ イ ロ ン} ＼ラ ス 栽培

3
-

2
､ 対象害虫 ; ワ タ ア ブ ラ ム シ

亨 A 9 ゐ由g o 寧酵l
'

i

4 ､ 施用方法

4
-

i
､ 散布方法 ; 背負式噴瀦器

4
-

2 , 散布 日 ; 11 月ま2 ､
2 1 日

4
-

3
､ 散布量 ; 5 O8 0 L / h a 一 4 反復

4
-

4
､ 希釈澄度 ; 結栄の 蓑 に示すB

5 ､ 調査方法

処理各目数後0) 試験車v皇の ワ タ ア ブラ ム シ敦を数 え 緋葦覇区と放校した o

野外試巌
- 3

､ 西洋ナ シ尚における ジ ュ ペ ノ イ ド
､ S ･7ま6 3 9 乳剤の ナ シキ ジ ラ ミ看ニ対す

る密度師部効果

1 ､ 試験地 およぴ試験卒 ; イ タリ ア ､ i9 8 6 年

2 ､ 試験方法 ; 任用轟剤 ､ S ･ 7i 6 3 9 i O % 乳剤

A m itT a Z 2 8 E ∈ ( 軌呈m ie 盈 E §t e ㌻ell a S . 鬼e ふe呈及び 彪 ぬ野 勉 r &

eh e 虚 c als 良 V ete Ti n a T y P T 8 ぬ et 鬼S .)

D i 血b e n z tl r O n 23 . 5 闇
‾P ( D呈m 圭l呈n e ; U ni r o y 急呈∈h e ぬ量e a壬G e 一 ,

王fl e .)

3 ､ 対象

3
-

1 ､ 対象偉物 ; 西洋ナ シ戎本 品種 ; 蝕 芸短 fe 陵呈

3
-

2 ､ 対象害虫 ; ナ シ キ ジ ラ ミ
､ 聯 i a きi n

'

逢
､ 施用方法

4
-

i , 散布方法; 勢効噴寓

逐
一

2
､ 散布日 ; 4 月呈0 日 ､ 6 月9 日

4
-

3 ､ 散布量 ; 呈0 8 0 L / h a
一

4 反亨受

4
-

4
､ 希釈率量 ; 縫栄招 塞に示すo



5
､ 調達者法

式厳木の ホ枝豆e 奉あ たり の幼虫数を記録 し防除寧を産出した o

尚 ､ 段上の 読厳 には ､ p y 晦㌻o 野f e n 以外､ 蔑の 率潮を月粥 鴫 o 特 に断 ら恵もi 閑吟 -

潔

は次車以下 ､ 第 9 肇 で も共通に使用 した o

Å虚 紐 ㌶28 E C (Q tl量m 呈e 題 E st e r en a S `鬼∈まe重義ぴ 蝕 もay 恕 e eh e m 呈a 壬§ 良

V e 縫 血 a f y P r o d u et 鬼§.ラ

D i h b e n 芸tl r e n 23 .5 耶 ; D 量m il呈n e 即 n呈r 野 a ほ h e m 量e a ほ e . , 臨e .)

F e n p r o p 盈ぬTi n まO E e ; D 弧 呈t ol (住友柁学芸菜株式会社)

F e n p t e p a 銑Ti B 5 E C ＋F efl主旨e ぬ圭o n 4 5 E C ; F e n p r o p a ぬTi n
-S 野 姐 辻ol -S ､ 同上き

F e r w a壬e r aモe 2 0 E C ; S u f ni eidi n e ( 同上)

M e 軌id a 軌i o r1 4 0 E C ; S u p f a Cid e ( 日本豊壌株式会社ラ

第 3 節 緩栄およぴ考察

第 1 項 オ ン シ ツ ヨ ナ ジ ラ ミ
､

T iJa ? o F a ri o r # m ( 半澄目害虫) (T abl e 2 -まき

目視よ
､

ナ ス の 章
- 襲あたり約5 頭の 成虫を認め たと きを散布 の タ イ ミ ン グと し たの

で あり ､ 鱗堵目など の幼虫恕善書虫が対象に-おも盲て は遠 研蜜散布 タイ ミ ン グ で あ っ た

と 判断 され る o こ こ で 開 い た方法は弟虫鞘散布 の慣行方法 で あり ､
ス タ 亨j - ニ ン ダ目

的の 観点か ら は
､ 通常 の 羽断 と言 える 8 P y 軸r o xyf e n 散布区 は1 08 p p m の 高濃度 に亀問

わ ら ず ニ 適 閤後 に お い て も成 虫g) 数 が 減 歩 し 怒 か っ た 8 -
一

方 ､ 対照 に 摺も蔦 たf e fi
_

p r o p a 蝕r 奴 s tlP r a eid e は散布4 日後招 観察 におもちて
､ 密度押嗣効栄を発揮した o 以よ招

緩架か らp y 軸r o x yf e n は防除効栄がな い よう に受持と め ら艶た 窃

T abl e 2 - i ･ E 鮎et o f py rip r o 萄痕 n ( S 7 1 63 9ラ o n 銑e g r e e n h e tl§e W h 鮎 野, T , v 噂o 和 rio 殉 m

i n f e s t e d o n e g g pl a n t

C h e frlie al § e o fi e . N tl m 毎e r s of a d tllモ/ l e a 守e § e V e Ty 凌- 7 d 野§ 盛 e r 毛r e 感r n e fl毛

由p mラ 7/ 31 8/3 8/ 7 8 /l呈 8/ 18

P y rip r o 窄te n

F e rlP r e p a 軌 rin - S

S tlp r a e董d e

C o n t r ol

i 8 8 1 5 7 .8 1 6 3 .5 a i i4 .l a

5 00 1 6 & 4 轟.6 b L らb

4 O O 1 5 O .9 1 I4 転 0 .9 b

1 4 8 3 2 0逢.2 a 呈2 L 3 a

王1 2 . 昏Ⅰ 2 7 .速急

l .2 e O .6 e

3 .6 e e .7 e

2 9 .3 b 凄. 5転

i ; S p a ry d at e
事

a 丸e
, ; s呈g nifie a ri苦慮 p - O t8 5 野ti n e tlfl

'

§ r B tll 軸まe T aSig e 毛管盛)

しか し ､ この 成虫発生密度 で あれぱ
､ 既に邸が産み落と さ艶て い た に遥も盲 なく ､ 合成

J H の 帝に対す
.
る解花阻害を意話し

､ 卵や仔虫C3 密度を調査する 怒 ら以後の 成虫密度 に

も変化が現 れ 異な っ た結論 にを っ たと思わ艶る o 特に ､ 無輿理区の成虫密度推移に着

目すれぱ
､
8 月1 1 日

､ 散布後i 1 日目に急激に 密度 が減少した o 縫計処理皇 か らも ､
5 % g3

危険率で 有意な差が認め られて い た o

-

方 ､ 無処理区に おける呈1 日 目以降の 意汝恵密度



招降軍法
､ 尊堂件物が鴇艶培め た事が豊国と考えち釣る 8 あ るも盲 は散布区ぞれぞ艶は ラ

ン ダム 配置で はを か っ た の で ､ p y Tip r o 癖 n 輿理区よ巧の 飛び込最 も否定で き患 い o 試

験区間相姦C3 干渉 ､ 成虫n 飛び込みQ) 影響恵どを考察するな ち､ 無処理区鍔澄渡怒成虫

敦g3 減歩にも意義を見出せ た か もしれ恋 い o こ れ以_
皇の論議は蔑車規降に譲る 昏

第 2 項 ワ タ ア ブ ラ ム シ
､

Ji . g o 軍産ii に 対する防除効果

ワ タ ア ブ ラ ム シ の 発生を認めて 以後 ､ 慣行法と弼様a3 散布 タ イ ミ ン ダ でp3癖p T e 癖 n

を散布し た場合, 散布接7 日目の観察で は密度 の低減効繋が認め られ怠か っ た( Fig .
2 -まきo

弼時 に散布し た対Jq召区 の 合成 ビレ ス ロ イ ド
､
f e n p ㌻e p a 蝕r量n ほ困散鼠 呈呈月2 1 日∋ が示

した密度低減勃発と は明ら か に異な っ た ｡ む しろ ､ p】癖p r e 好転n 区で 猛禽成 ピレ ス 冒 イ

ドとの 混合散布区を除くと
､ 単独で 散布 した場合に は密度が散布前の 数倍に増如 した o

更に 一 回の 追観取布を行 い
､ 2 困 (1 1 月21 日散布) と して も散布直後の密度降亨 は認め

られず､ 読巌 後4 2 日目蓋 で実用的に 防除効果に ほと ん ど変化が 患 か っ た o f員し ､ 傾向

と して ､ 試験 開始2 1 目以降 , f e n p T O p a 蝕 血 車扱 ､ ある い ばp y 軸r o x yf e n 合判区に お い て

密度困復の 尭綬を示 し た 8 三の 密度国手受傾向が
､ 混食 し たp y rip r o x yf e n 鍔 豊と関係する

の か は不明 であ っ た o

2 8 D 慮T

2O e O

笥
色j
～

ヽ
も

y 3

空
a
氏i

t もペ

1 ∋

(∋

之

1()鱒 /

7王) A T

i 5 D A T

F e n p r o p a th 由

10 0 p p n

i

2 i f3 A

S ･ 7 王63 9

∈掘 tr Ol

呈e Op p r n

ま8 e ヰ5 8 押 悶
35 D j U

▲ S - 71 6 39 ＋f e 溢p r ep 盛h 血

鍾望i3 A T

o 1 0 D A T 2 8 D A T 38 t) A T 尋O P 慮㌻

( i ;1 2 / N o v .) = ;2 1 / 村 e v .き

Fig . 2 -i . N u m b e r s of li vi 喝 ap hid . A g o ssi9 ii量nfe §t ed o n e tl e u m b e r p 8 威 tr e 盛 m e git ef

p y rip r o xyf e n (S - 7i 6 3 9) . i ; S p r ay d at e
,
D A Y ; d ay s a 鮎 r 毛r e 孟t 迅 e nt

以j : の 結果妄孟F短. 2 -1 Qラグ ラ フ が示すよう に ア ブ ラ ム シ g 3 密度抑制状況が -

目瞭然 で

あ っ た o 合成 ビ レ ス ロ イ ドの 散布 によ 53 ､ 散布直後密度が亀下 した こ とを考 え合 わせ

る と ､ p y 軸T O 癖 n の ジ ュ ペ ノ イ ド活性 鋭 表面は成虫に対する直接的な敦死効栄をも

たらさない か ら密度増鹿は当然の 絃栄と 考えられ た o しか し ､ よく観ると 好rip r o 療転n

処理区で は処理2 8 日目以降に密度の節制効栄が認め られた e

以上Q3 結栄はpy 軸r o 癖 n に つ い て 範理 タ イ ミ ン ダを考慮 し直せ ぱ防除効栄が土が る

の で は患 い か と義唆するもの で 轟 っ た o
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S -7呈6 3 鮎a 以主& 恕 8 e 幸 W 望.5 g / h a

S 7 i 6 3 9 ヰ昆指呈皆 滋 6 8 ヰ2 0 5g f h 逢

d嘉男t2態e n ztl F O n 噌 虚 紗a z 呈7 5 ヰ52 5 1畠a

o S -7 呈6 3 9 2 8 8 g /l3 a

2 B d E r e;嘘fri e flモ

6
'

野 7 W 8
'

野 9 W lo w i l W 1 2 W

W e e k a 洗e r l st 毛r e 盛,B e n t

Fig . 2 -2 事 E 蝕et of p y 軸r o x yf e n (S 71 63 9) o n t払e p e a r p s ylla
,
P . 矛I

f

ri in fe s t e d o n p e a T 哲e e §･

第 3 項 ナ シキ ジラ ミ
,
P きi ri ( 掌理目害虫 = ニ対する防除勃発

本試験 で は
､ 移動性害虫と み な される ナ シ キ ジ ラ ミ に 着目 し た e 本害虫 法審鍔 訪れ

と ともに
､ 近接する植生 にて 越 冬する成虫が授呆する , あ る u はポ ル 巨ガ み ､ ス ペ イ

ン などの ヨ ー

ロ ッ パ 南部か ら飛乗する と 宛ら艶て ヨ - 冒 ッ パ 警 ほ義軍害虫と 恋 っ で い

る o 寒害虫の 生活 史を模式的に示せ ぱ
､

イ タ リ ア で はぎ皇宮. 2 -3 C∋蓋う怒概略C3 発生消長

を示す o 三月締め に は既 に 成虫 の 発生が記録 さ永岡時に産卵 亀開始きれ るg∋が通常習

M Å漫 A P R 姐A Y 3 U 河E J U L 鬼u G S E T

Åd tl態§

E g宮

L a r v a e

Fig . 2 -3 . Lif e cy c壬e of ぬ e p e a r p s yil盈
,
P . 磨i n

'

i il lt aly ･

あり ､ p y 軸r o 野f e n の 一 般的怒ジ ュ ペ ノ イ ドg 3 溶性を念轟 に
弓

こ の よう 怒発生初期に予

防的に 散布する こ と で
､ どの よう な&

'

栄が観察さ釣る か 試み た e ただし
､ 拳豊を変え

たB} 舛は
､ 慣行の 散布時期に従 っ たもの で あり ､ ぞの 意図ば淳然と した 亀の であ っ た o

緩栄はFig . 2 - 2 か ら明らか なよう に薬豊反応も明確 でなく ､ む しろ ､ p y Tip r o 野fe 毘 あた巧

の 有効成 分80 g / h a 散布区と 放校 し
､

2 哲以上の 漠度 ､
2 e O g / h 急に お い て 凝固散布Q)

7
-

8 遠 目に か 持て 密度増奴が著 しく怒 る と い う結栄も観察さ艶た e しか i ,
､ 祷韓g 3 散

布 か ら散布8 遜間接は急港に密度が 下がり ､ 第 3 節 ､ 2 項で観察した ワ タ ア ブラ ム シで



観 た現 象と似た傾向を示 し た o

-

芳 ､ 盈m i毛r a z と の 杏鞘区 で量孟
, p 嘗軸 T 8 Ⅹぎ海 n 単独匡よ

り密度困授が早 い 傾向を示 した o 原因と して p y 癖 T e 喝痕 n g) 混食量を減ら し たため と考

えられ る o

第 3 節 ､ 第 2 項 の ア ブ ラ ム シ に 対する 試験で観察されたように ､ ぎi宮. 2 -2 から萎ま
,

塗

捧暗にみれば慣行弟虫斉凱 a m i & a z と の 混合散布区に お い て 密度抑制効梁を認め た o 9 過

日 ご ろ ま で は そ の 傾 向 が 顕 著 で あ っ た o 放 校対 jq召に 散布 し た キ チ ン 脅 威 阻害剤

di丑はb e n z tl r O n と盈m おa z と の 混合緩架か ら推 して
､

こ の 効栄は a 血 おa z の 高演蜜施用に起

因ずると も思え た ｡ しか し呈8 遠 目以降はp y T量p T O 琴海 n 単独 ～
2 8 8 g / h 盈の み が密度回復を

よく搾執 し た ｡ 触i & 盈Z 単独散布区を設定して い 恵ももか ら擬授 はや や窮 まる が ､ 上記ア

ブ ラ ム シ との 絃栄と 同様 ､ 安岡防除の 上か らpy d p r o E yf e n の 繁殖阻害 の 寄与を示唆する

輿疎深 い 結果で あ っ た｡

以上の よう に ､ 海外で 実施 した飽の 多くの 読厳 にお い て 亀D o §e Fi
､
n d呈n g 鮎 §e a r ch が ､

目的 の 真部分で あ っ た の で
,

こ 鈍ら の 絃架か らも 一 定 し た傾 向の 防除成績が得 らゎな

か っ た ｡

し か し
､ 後 に 明 ら か と な っ たよ う に

､ p y ri p r o x y f e n に曝 さ わ た ナ シ キ ジ ラ ミ類

( C a c o9 野ii a ? y ri c oi a およぴP ? y ric oli a) の 成虫に 由来す る舜 が奉化合物 によ っ て 帝柁が

阻害 される事実が報告 さ耗て い る (A i c M tlll e n , 1 9 9O ; H ig b e e eもal .

,
1 99 5) o こ れら確告

の 本化合物 が示す節すヒ阻害効果とFig . 2 -3 の ナ シ キ ジ ラ ミ ( P きぎn

8

)- の 発生消長を併せ 考

える と ､ p y 軸r o x yf e n の 散布時期を慣行法の 時期より前 にずらず車が適切と思 われ る o

つ ま巧 , 3 月頃 の 成虫発生 が認 め られるそ の 前後 に予防的に 散布 し
､ p 夢軸 r e x yf e n に ､

直接ある い は閑接的に帝を曝す こと が散布 タ イ ミ ン グQ3 鍵 と 怒ると示唆す る 8

i O



第 3 車 棉害虫､ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ , B e m 義ぬ iab a ci に対するpy tip T e 癖 n Q3 発願効栄

第1 欝 緒言

前車､ 第 i 節にお けるj ､ ウ ス 内の ス タリ - ニ ン グ試験緩栄 で はオ ン シ ツ ヨ テ ジラ ミ

に 対するp y rip r o 野fe n の 効栄が 明確 で 恵 か っ た 鐙 その 原因にiま､ 賓際壕面に おける施用

方法に
､ p y 軸r o 癖 fl の種 々 の 生理現象に対する阻害効果をどの よう に して総益込む か

と い う 試験設 計上の 思想 に 明ら か 怒 欠落が あ っ た ( O e tl C h呈, ま9畠7 ; ¥ a m 昆m 6 t e 盈n d

ぬ s a m at s tl , 19 9 0) o し か し ､ 前車の 第 2 摩及び第 3 欝 で観た処理後半に おけ る密度押

劉効栄の 結果 か ら
､ p y 軸r o 癖 fiを適 鰍 こ処理すれぱ ヨ ナ ジ ラ ミ類に対 して亀密度抑聯

効栄が期待さねる と思 えた o こ の観 点か ら ､ 本項 で は ､ 柿 餅 ニおける来賓虫で 凝る タ

バ コ コ ナ ジラ ミ
､ B . t ab a ci ( T r ab o o tl 観 19 9 4 = ニ注目し

､ pヨ癖p r o x yf e n による昆虫の 生

理現象に対する種々 の阻害効果の うち ､
三 g) 繁殖阻害効果に着目 した o

以下に
､ 処理 タ イ ミ ン グ を知る ため に予備検討を実施 した結果に つ い て 述 べ る o

第 2 節 試験材料およぴ方法

1 ､ 供議長虫

柿の 葉を餌と し て飼育し た タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ ､ B . t a b a ci を伺 い た o 飼育方法 の 詳締

はM el a m ed - M adj a r et al
. (19 朗 = ニよ っ た e

2
､ 試験方法

温室 にお け るポ ッ ト植え の 稀C3 薬に
､ p y rip r e 琴海 n 18 % を乳剤試巌液と して彪Fl e §§

el e ct ri c g ti n にて重商か ら率液が譲艶清ち る程度 に散布 した 8 莞だ し
､ 有効成分 g3 演蜜

は1 0
､

5 0
､

10 0 p p m の 各々 に調整 し た o その 後 ､

-

定期間接 ､
ク !) i

プ プ で 黄義
一
1言

に 留め

たホケ - ジ 一

区毎に メ ス 成虫ま5 頭を放飼 して2 日間処理車薗よ に産卵 させ た o 幾顧慮聯

終了後に成虫を凝り除い て廃棄し
､ 実捧顕 微鏡下で 観察､ 聯敦を簸え ると 濃に解す巳率

を調査 した o こ れを
一

定斯開毎に操巧達 し
､ 散布後 の 残効性を調査 し

, 舞姫理区 ( 水

a) み散布) と比較 した o 以上を6反復実施 した o

第 3 節 結栄およぴ考察

結栄は
､

T abl e s -1 か ら次の 五 つ に 要約出来た ; 1) 成虫には ほと んど無影響 (成虫は

死蜜患 い) 0 2) 卵 は生み つ けられる が餌代 しな い ｡ 特に散布直接に幾崩 した成虫の 産

下郎 か ら は-- 一

頭も解化 し恋 い ｡ 3) こ の 傾向は深度依存性 がホ さ い o 逢) ただし
､ 処理

後の 方が
､ 産卵数が 少な い 傾向に あ る ｡ 5) しか し ､ 処理後の 日数が経 つ に つ れ ､ 聯 招

致 も増 し ､ 幼 虫 ､ 蟻 へ と成 長 が親ら れ る よ う に 怒 る ( O o ti C hi
,
1 9 8 7

,
鬼s e h e r a n d

Etiy a h u
,
呈9 88 ; 波多渡 ら, 19 97) o

これ らの 結栄ほ
､ p y 癖r e x yf e n を処理 して か ら短期間内に成虫が処理薗に接触する を

ら ､ py rip r o x yf e n が不妊 ( 稔) 効果 (S te r量I e a e主d vi哲) を宥 して い る こ とを示 して お巧 ､

実際の 棉倖防除場面 で タ バ コ コ テ ジ ラ ミの 被害 が夫きく 怠 る前に予防的に範理す東ぱ

u



T 盛まe 3 - 1 . 王n hib蔓ぬ n of p y * r o 癖 n e n eg g b at ch ef 也e e e 接 娘 繭量毛管盛ア, 盈 i8 b a ci ¢管ip o 昏

it ed 量n eli臣e n l e af e ag e
*

C 8 fi §e rl 鮎 鮎 n D 野 S 白虎e r % M e 感 if y of a 血葦毛 叡 e 招 g 空 知 .

p P m a l §lj r 野Irig 盛 e r 感 h r s o f e g g s l盛d

廃絶 F 喝 e N o . e f 呈3

野 以p h s & p 嘩 盈e

d e v ぬ p e d & e f n e g 宮§(%き

C o n t r o壬 2

1 0 2

5 0 2

i O O 2

0 7鍾.8 3 5 .5

3 .5 62 .7 8

i O ､9 逮6 .2 8

1 0 .呈 79 . 8 0

C 8 n b
･

ol i 6

1 0 1 6

5 0 1 6

i OO 1 6

0 20 2 .2 1 3 2 .2

4 .1 1 7 6 .2 96 .0

O 21 3 .8 56 .8

0 i 6鍾.7 O

C o n t r o1 3 O

i() 3 0

50 3 O

I O O 3 O

O 1 8 7 .O 節 .2

7 .9 1 4 0 .7 62 .2

1 0 . 4 6 7 -8 2 8 .2

O l o§.2 ま7 -3

*

戯 e r 由 e t r e at fn e 鴫 1 5 転rn al e ai e § 腎e r e r ele a §e d モo o vip o §itf o r 2 ぬy s a n d e o tl n t e d n tlrrlもe T S e g g § 姐 d

h a e h e d l ar v a s .

好 い と い うp y 軸r o 野良rl の 使用法を示唆する もの で あ っ た o

そ の 後引き続い た - 一 連の 試験 にお い てp y 軸r o 芸yf e n の 残効怪 に つ い て 検討し た踏襲 ､

こ 招 不妊 ( 稔) 効果が 予想外に顕著で あ る こ と が芋弓明 した (Ⅰ§h a 盈y a a n d H o r e 威t z
,

呈9 9 2) B
つ まり

､ 成虫を処理築か ら 娼 曙関後に無難理の 新鮮な締の 薬に移 して 塵項弓させ

た場合で も ､
三 日開に わ た っ て ほ ぼ完全に 解化が 阻害さ艶 ､ 不稔効栄を示 し た o 更に

以後6 - 8 日棲まで その 影響が認め られ ､ 8 日後で 亀約5 8 % の 餌代阻害を示 し た o こ艶は
写

植物裏面に 化合物 が残存す る こ と によ っ て 轟 き艶る い わ嘩 る凝虫効果招 残効性 に対し も

害虫 の 繁殖阻害 に よ っ て 密度増恕を抑 執す ると い う次元 の 巽怒る観点を提示ずる もの

で あ っ た ｡

12



第 4 車 Å教典遺書盛､ ツ ェ ツ ェ パ エ
､ G ie s si 泥a 桝 汐汚iiG 将 m O 汚i ぬ 俗 に対する 野 軸 r o 濫

-

yf e n の 不妊効栄

第 i 節 緒言

第 2 車およぴ第 3 車 で観て き た農雁物を対象と した試行錯誤B} 舛 に ､ 農業生産に お

ける適用範囲を探索する目的で 人獣共通害虫で ある ツ 孟 ツ ェ パ エ
､ モ§e 短e 丑y に着目し

た e
こ の ハ エ は幼虫胎生で 交尾後9 -

i8 日 毎に約18 困に あた っ て3 藤幼 虫を
-

涼ずつ
､

ほ ぼ定期的 (C h r o n ol 増量c al = こ産み 落とすとも盲う変わ っ た生理的特徴をもつ 鮎 n gl e y ,

1 9 7 7) 8

家畜 とÅ問 とに 共通 で あ る限り病を媒介する 吸塵怪の こ の } ､ 孟 対賓に呈9 朗 率当時 ､

ま だ残留性に 問題 が残る合成凝盛期の 空中散布が行われて い た
o 序説に述 べ たと困様､

ア ヲ l) カ 大陸 と い え ども例外で は なく ､
こ う した残留性や自然環境 へ の 影響が国際的

に も問題化 し て い た o 特に援助国 で 轟る欧 州 で は開}むが 高く こ う し た影響 の 少 な い 方

法の 開発 に つ い て イ ギリ ス 政府海外援助 機構の 8 D 鬼お よぴE E C 億 嫡経済機構き､

王ÅE A ( 国際原子 力機関) ､ F Å0 個 達農業機関) ､ 腎H O ( 世界保健機関き などg3 矧賢

機関が 資金援助 も含め ､ ツ ェ ツ ェ パ エ 防除の 新し い 方法に つ い て研究を推進 して い た

(J o r d a n
,
i 98 5 お よぴL a rlgl e y , 1 9 9 0) o 現在 ､ 広域の 航空散布 が中止 され ､

トラ ッ プ或 い

は タ ー ゲ ッ トと称 される 誘引装置が実用化 されて い る ｡ 誘引源 と して 色 と隼田 採 の 曳

い と を組み 合わせ て い る o 特 に 後者は ､ 遼榛 フ ラ ン キ ン ダ タ
ー ゲ ッ トと呼ばれ 号

ピ レ

ス ロ イ ド化合物を含浸させ た網襲で 出来ぞ い る o 大き さが ､ 酌量訊 X 2 m g3 直方体で困難

の ス タ 7) - ン装置 に成虫を誘引 し ､ ビ レ ス ロ イ ドに接触させ て礎盤､ 防除する方法が

適弼されるよ うに な っ た (V al e 虎 al .

,
ま9 8 6 ; V al e et a王. , 呈9畠郎 o

こ の 装置 へ の適摺 に ､ 柁学不妊剤と してth呈o z呈r呈d呈n e 絶食物 - b量§盈芸呈f が有望視され苦

い た e し か し
､ そgj 急性毒性の 強 さ ( L D 58 ､ 8 . 5 m g / 返g) と高もヽ揮発性か ら 賀詞圭 一

野外 で 長期 間不妊効栄を継続 さ せ る装置 へ の 適用が 難 し い との 理由 で 野党が断念きれ

た o 替り に
､

m eth o p r e ri e が ツ ェ ツ ェ パ エ 招蟻 の 変態 に 影響を与え ､ 成虫個体を羽柁_.

敦死させ る異常 な現象が確認された (L a 喝I ey a n d Pi m l ey ,
19 86) o この 事か ら , 幼虫胎

生 で ある寒害虫の 性質に着目 し
､ 子宮内0) 幼 虫に対する影響と 更に処理 済 ス 成虫か ら

メ ス へ の ジ ュ ペ ノ イ ド俺杏物 の 移行研究に 閑}むが にわか に 高ま っ て もーた ( L a n g重野 et

al .

,
1 9 9 0 a) o

本研究は ､ W H O 本 凱 ジ ュ ネ - プ
,

B呈v . V e ぬ r B董ol o g y 盈 C o n 皆o蔓煽が実施 した新規

薬斉細 評価 プ ロ グ ラ ム の 申 で
､ p y ri p r o x yf e n がO M S - 3O 1 9 ( O r g a ni z ati o 提 R i o n d d e 呈a

S a n 縫) と して 語義番号が付され た こ とが契機 に 怒 っ た B そQ∋申 で ､ 大藩共通 鍔 重要害

虫､
ツ ェ ツ ェ パ 王 対寮剤の 横磯と して閑}むが集ま っ た o

つ ま53 ､ py Tip r e 癖 n が示すジ

ュ ペ ノ イ ドと して の 種々 の 生理現象に対する阻害活性53 うち顕著な特性で ある羽す巳阻

害 に着目し{ 英国プリ ス ト凡 夫学 に併設 され るT s et s e R e s e a r c h L a態o r at o r y 汀Ri j = ニ

お い てpy rip r o 琴鹿 n の種々 の 生理現象に対する阻害活性を評廓 した ｡

以下に述べ る実験 の 要点 は ､ p y 軸T O X yf e n を範理 した性的に成熟し たオ ス と の 登尾を

1 3



通じ て 無廼理 の メ ス が生 ん だ幼 虫が鰯を経 て 発育が虚 ま吟成虫に恵招 き ちなも盲 ( 羽柁

阻害あ るい蔓孟成虫柁阻害き とも篭う重要恵 発見で ある ¢ そ約 意味法 ､ 害虫防除 に おける

広 郷塵衝開発の 検討過程で 野rip r o 野f e n に つ u て
, 特殊な性的成熟生理 を宥する ツ 孟 ツ

ェ パ エ 宅払 n gl e y ,
㌘ ゑ.

, i9 77き に対してp y Tip F O 萄療n が理想的恵不妊 ( 穐き 効栄 (§te Ti壬e

effe c毛ラ を発揮する事案を秘め て 明ら か に し た こと に ある ( 払 感 野 et a呈. , 呈98 銑

ぞ の 接 ､
こ の ユ ニ ー ク な現 象は 地内 害 虫 で 亀追認 されて い る ( M tll y e a n d G e Fd 8 n ,

1 98 9 ; Y o k oy a m a a n d Ri呈n e ちま9 9 1 ; A 盛c e r a n d El量y ah tl , 王9 88 怒どき8

第 2 節 試験材料および方法

呈
､ 供議長虫

豚 の 堵弟ぬ液 を吸虚涼 と して 室内 ､ 2 5
o

C 下 で 尭量飼育し た ツ ェ ツ ェ パ 三
､

モ§e t §e

野 ､ a . m . m o 柁ita n s の嫡と成虫を伺 い た8

P y d p ㌻o x yfe n 軽理 には蟻化後 ､ l 日以内または2
-

4 日経過 した鰯を用も嘗てi 遜閤飼育し ち

以後 の 解翻処理 に供 試した o 羽化1 遜間接 ､ 性的に 成熟 し た襲理オ ス 成虫を定期的な愛

馬 試厳 に用 い た o 反対 に
､ 比較と して メ ス は羽化複2 日 目にp y 軸 r e x yi e n を処理 した処

女成虫を 熟 ヽ
､ 処理後に無処理a) 授戒熟 し た正常オ ス 成虫と賓尾さ せ た e

2
､ 試験方法

2
-

1 ～ P y rip r 8 X yf e n の 処理

P y rip r e 車短n e) 所定塞が得ら艶るよう に ア を トン 習薬液を調整 し
, 供試虫豊漁轟た巧

卜 2 pl の ア セ ト ン溶液を輿理 した o 成虫で は凝滞額面に
､ 輔 警 は舛度皇eラ不特定潜位

に局所施伺 した o

-

方 ､ 処理対象車鞘には ､ S ･

m eth o p ㌻e n e (Z 治ま2 - 8e 88
,
Z e e e e 毘捜き､

ジ ュ ペ ノ イ ド糸賀巌絶食物 ､ S -2 呈i 繊 p r e pi o n ald o 盛 m & 伊みp h e n o 野 P畠e n e 野 ぬ e r 宅住

友化学王 菜株式会社) 及び無処理対照 区に は ア セ ト ンの み を施摺 した o 尚 ､ 本項 管

は原著論文に従が っ て py Tip r o x yf e n に つ い て
､ S -3 まま8 3 C ) ≡

- F 番号も招 い る o

2
-

2 ､ 処理虫u) 飼育

そわぞれの 車量を施 した メ ス 成虫は以後4 5 日間2 5 ℃ 下 習飼育し ､ 以後の 生存率と

受胎率を調査し た o ただ し
､ 処理- - 時間後に給餌 ( 虚) 用 招 シ f] コ ン涙 を通 じ朝日

吸塵 させ て 処理虫それぞれ別 々 に 餌を与えた o ただし ､ 廼理由相室 の接触を避 けた 昏

また場合により処理車義の 少 恋 い 噸番に給餌 し
, 処理虫相互間のp y rip ㌻o 野f e n に よる

汚染を国選 した ｡

尚 ､ p y rip r o 野良n 処理の 影響を受け た蟻 は解剖 し ､ 各党膏段階をB tlT S ell (ま9 59) 招

記載方法に基づ い て 分環記録 し
､ その 段階に転 じてp y Ti p ㌻e 癖 n 処理の 影響を受毒チた

割合を深め た o た だし
､ 寒昆虫は蟻讃 の 内部で3 齢およぴ4 齢幼虫が脱皮し ､ 次 の よ

う恵特数的発育段階が観察 される o

それぞれの 特琴を腿下の よう に ロ
ー

マ 染字 で 対応 させ た各 ヌ テ
- ジを結果 の 嚢に

示 した o 員P ち ､
ス テ - ジ圭 一 痛讃内で3 勝助虫が盈p Oly §圭§

*
を起 こ して い 恵もも静波状蟹 ､

1 4



正 一 鑑門部分招 み が タ チ タ ラ托し ､ 飽の 部分が ま髪薄も竜厳 に穫わ艶恵ままの逮齢幼虫､

班 -

成虫終に待属すぺ き各署営の 療養が幽芽し明瞭と 怒 っ た段階 ,
さらに

､
珪I

i i i J

B
'6

記段階 で ､
か つ 色素が束形成 ､

鼠2
- 複駁 に の 遜色賓形成が 諾鋳 ち泉る,% H 芝盈

- 綾取

が 黄色 に着色 ､ Ⅲ2 b
- 後駁が赤褐色 に 着色 ､ 監3

- 韓駁の 色素形成 が終 わ巧 ､ 剛毛が

認め ら艶る ､ 盗4
-

舛疲の 色素形成が すずみ
､ 務 め に 巌部背板で 際豊つ

､
迅速a

-

蟻凝

招 全体が湿潤 ､
㌫種も -

キ チ ン痛蔑g〕裏面が 乾燥 し
､ ぞ e3 内周 に斯 い i 煽が 締着する

状態 ､ と して表 した ¢

* 鬼p oly si s ; キチ ン質蟻超の 内側に梓著ずる薄膜が剥離ずる状態をも盲う o 讃 が物理的

に破れるE cd y sis とは区別される (J e n ki n 盈n d H量凸t 8 n
,
i9 66きe

第 3 節 結果

第 ま項 蛸 に 対する影響

蟻化1 日以内に ､ 煽i 頭あた巧 号 0 . 2 p,g
のp y 軸r e x yf e n を処理 し た場合 ､ 襲埋蟻 か らは

T 盛I e 峯1 . P e r c e nt ag e d呈strib tlti o n of d e v el o p m e n t al §t盈g e S r e a ch e d b y p 払P a ぬ d o s ed 威th

t e §t Ch e m i c al s w h e n 0 -i ぬy eld . Å§s e §s m e n t m a d e 9 d ay s a珪e r th e e 濫P e e毛e d n o r f n al e ffl e T
-

g e n C e

C o f n p O tlrld D o s e P tl p a ぬ i) e v el o p m e fl 臨I st a g e 戯 ti蛭s

由g) ( B e t) D e ad i n 凱 El 2 a Bl 2 も 3 4 a 曲 戯 良一 鮎 Frrl ,

S 2呈1 4 9

S 3呈1 8 3

O .2

e .2

Z R 3 1 各0 08 0
.2

6 0 3

6 0 5

6 0 8

9 7 0 e

5 7 2 5 i 3

4 3 速轟

対o 紐 : Å転rl , ; Åb n o r rn al
,

N o r m . ; N e r 招 al

T abl e 4 -2 . P e r e e n 臨g e distrib uti o n ef d e v el o p m e fl 臨l St ag e s r e a e h ed 転y p u 野茂 ぬ d e s ea 威ぬ

t e st e h e m i e al s w h e n 2 - 4 d a y s old .
A §s e s s r B e n t r n 盈d e 9 d ay § 盛 e r th e e x p e e毛ed n o r m al e m e ㌣

監e n c e

C o rll p O tl n d D o s e P tlp a ぬ D e v elo p f B e flt al s 晦 e 鬼d ult s

如g) ( n e ･) D e a d 圭 珪 鑓i 盛2 a 抜放 3 凍題 4 b 戯 n . 河o 暇 ,

S 2呈1 49

0 .2

1 9

19

0 .0 2 19 5

4 2

6 8

21

1 6

5 26 1 6

O 2 6

O 呈O

e 4 7

S 3 i 1 8 3 2 2O O 3 5 1 5 2 5 e 2 5

O .2 24 O 2豊 玉2 2王 2呈 望5

e
.e 2 呈4 0 凌3 7 1ヰ 7 2 8

Z R S 12 - OO 8 2 2e O le 3 O 6 O e e

O .2 1 7 0 呈2 O 凍7 ま2 2 9

0 .e 2 1 9 0 O 5 2 6 O 6 8
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重く成虫羽柁が認め られなか っ 藍 ( T aも壬e む呈きo

-

方 ､
2 - 連日経過 した蟻毒= 範理を した

場合には ､ 1 0 倍量の 2拝g で も処理蟻g3 25 % に 藍常な羽花成虫 が認め ら艶た e しか しをが

ら ､ O ･ 0 2 糟 と呈O 労鍔 l の 慈率量を処理 し た機番 で も6逢% が§t a g e 投3 腿降g3 蟻 で 発育を腎

虚 した ( T ab壬e 4 -2) o

第 2 項 成虫に対する影響

2
-

l
ち

メ ヌ成虫へ e3 影響

第2 周期 臥 幼虫轟下 の準備期閑にある メ ス成虫､
主な い し7 日藤田 儲終に つ い て 処

理 した場合 ､
以後 舶 日間に 渡 っ て 亀受胎能力に阻害は認 め らねな か っ た e ア セ トン

溶清o .2 p 鳩 たR53 2 ､ 弧 2 8 及び50 ドg a ) p y rip r e E yf e n 廼理を三 国繰り返 した播栄 苛も受

胎率は高く ､ 処理濃度間 で 差が 恵か っ た e オ ス
,

メ ス 軽理 ごと8 ダ)レ - プ毎に番わせ

て 受胎率a3 宰均を計算して みる と0 .8 7 士0 . 0 9S E M であ っ た o

また
､ 4 5 日間に わた っ て 産出さわ た蟻を集 め ､ 解剖観察の 結栄 ､ 璃 鍔 発育は 堂て

ス テ
- ジ滋3 で鹿 ま っ た (T a bl e 4 -3) o 即ち

､ 蟻の 発育段階で i 赤色の 幣澄を形成す

る未成熟成虫 ､
もi わ轡 るP h a T at e ( H圭n t o n , 19 46) で あ巧 ､ 成 虫捧 の 舛援 は色素が形

成 されて い な い 状態 であ っ た o 多く は敦 死蟻 で あ っ たが ､ 中に は海部腹板を通 して

心臓 の 動き が 見える個体もあ っ た e こ 招 現象は メ ス 処理♂) 機番 ､ オ ス 処理 狩 場食と

亀共通 に観察 された o

T able- み3 i P e r c e n t a g e ぬe o r e t圭c-al a n d a ぬ ai st 喝 e § ef d e v e 軸 m e n毛 潤 e h e d b y p 噂 a ぬ p r e -

d tl C e d b y G ･ m ･ m o rsiia 澄S fe m 急呈e §毛ぎe aモe d o n d a y i e r d ay 7 of 鮎 §e e o n d r ep T Od tl eモi v e e y e壬e

腎托玩S 2 1 i 49 o T S 3 1i 艶 p y Tip r o x yfe n (d a毛孟fo r 由 §e §b e 陶 e e n 2 a n d 5軸g p e el e透き

P ilP a ぬ D e v el o p m e n 臨I st a g e

e x a m i n e d ( n e .) 王 ti 琵呈 El 2 a 為 3 ぬ 鵡

S 21 1 4 9

n e e r e ti e a1 1 4 7

A c ftl al 1 1 i

S 3 1 1 83

1泡e o r e ti e a壬 1 2 6

A et tl a1 1 1 6

5 ,4 1 4 .3 3 .鐘 1轟.3 5 .速 呈2 .9 舶 s2

0 . 9 32 -4 1 3 .5 7 .2 逢5 .9 0 8

8 . 7 1 0 . 3 7 .9 1呈一9 7 . 9

O .9 2 7 .6 1 6 .凌 B .6 4 6 . 5

7 -9 4 5 .2

N o t e : S e e モe xt 碍tl r S ell
, E q 1 9 5 9) ぬr 王, 王事 凱 書 2 a

,
2b

,
3

事
4 a

,
曲 .

2
-

2 ､
メ ス 成虫に対する残効効栄

繁殖第2 適期目に あ る成虫呈5 頭に 射 し
､

2 拝g のp y rip r o 萄療 n を処理 した後 ､ 継続 して

産出 される嘩を3 5 日目ま で集め
一

部を解剖観察した e 残りに つ い て は対照に 用 い た

化合物と そ の成虫羽すヒ率を比較 し たe そ0) 絃梁 ､ p y 軸 r o 時短n 処理虫 には成虫羽化の

固授効果が全く鐸め られず､ そ の 効果が も っ と も長 か っ た o 飽は中途 守成虫羽托鍔

回復効栄が認められた (
i

F abl e 舶) o
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T abl e を逢. ㌘e T e e n t a g e d量sモf 油tlt呈o n o f d e v eまo p m e n 宅急壬st & 蛋e § a e 払呈e 腎e d b y e ぬ p Tl盟g §P r か

血 e ed 盈毛d量鮫 r e n 毛i没書e T V 逢壬§ a 鹿e T 醜 at圭n g p a ㌻e nt 急呈fe m 盈量e s 繭竃ン玩望持g ef 毛e 威 e e n p o ti n d e n

d 野 1 of §e e o fld r e p T e d t leモ呈v e ey e王e

C 8 rn P 8 q n d D ay s 盈鮎 T P 嘩 a fi a D e v el o p m e 邑嘘 s モ曙 e 盈d td i §

d 鵬 由g ( 弧 ) D e aa 王 道 凱 辺2 遠 望も 3 尋識 鵜 戯 il . 鮎 m .

S 2 1 1 49 9 - 17 1i 9 9呈

1昌 一 26 5 8

2 7 - 35 5 O

0 8 轟8 e 6 e

e O 感 2e 4 e

S 3 1 1 B 3 9 - 1 7 9 後5 5 5 8 8 O O

1 8 - 26 7 1 4 29 5 7 e 8 e 8

2 7 - 3 5 9 0 8§ l呈 0 0 0

Z R 31 2 - Oe 8 9 - 1 7 6 3 3 0 e 1 7 3 3 i 7

1 8 - 2 6 9 33 1 1 0 e 0 e 5 6

2 7 - 3 5 9 0 0 O O e 呈8 O

2
-

3 ､ オ ス 成虫 ヘ の 影響

羽柁4 日複の オ ス 成虫に 射 し
､ 高率豊 ､

2 0 帽 もの p y 晦r 8 Ⅹyfe n を襲理 した場合で も

生殖能力およぴ生存ブヨに は全く影響が をか っ た o 即ち精子形成 が十分と怒 っ た9 日齢

およぴ18 日齢0) オ ス と3 日齢の 牲成熟 した処資メ 対固体と薫き毒させ た ｡ そ招 棲蕊常 に

産子する かど うか を観察する こ と で
､

オ ス 成虫 における生殖力に対膏るpy 軸 r e 癖 n

の 影響を観 た ( T abl e む5) o

-

方 ､
2 軸g のp y 軸 r e 癖 rl を7 日齢の オ ス 成虫 に処理 し ､ を の呈 -

ま8 日後に ､ 授戒熱

が蓋常な3 日齢の処女 メ ス 成虫 と交尾さ せ た o 塵紙きれる蟻を困喫 し ､ 賓寮賓に放飼

し続 け た o 実額 の 最後に 発育段階調査の た め解剖観察 に察 し た o 縫栄 , 処理 し たオ

ス Q 3 - 日経過後 に メ ス を発電させ た場合 ､ タをくと も逢適期目 ( 逢5 日開き ま 習 に轟幽

きれ る蟻 は全て 羽托が 阻害された ( T abl e 逢- 郎 ｡ 更に p y rip r o 野f e n 鱒埋ま8 日複 ､ 同様

に処女 メ ス に対する交尾 の 影響を観た e ぞ の 踏襲 ､ 対照に した地 形 化食物と の 既軽

T able 4 - 5 . S t lf V i v al a n d f e rt呈l呈ty of a . ” . m o 柁ii a 発S m a喜e s d o s e 盛 写菰ぬ 2 軸g t e st e e m p i) t m d

o n 血y 4 of a 血抜 放 . 監a eh m al e m a t e d t o fl O r m 芸Jl 13
-d 野 el盛vi 感 n f e m 孟I e 虫r 盛 e n ぬy 9 a n d

a 嘗a l n O n d a y 1 8 of lif e

C o r n p o tln d Flie s % 馳 r V 呈v al t o

(fl o .) s e e o n d rfl a ぬg

蜘 aまe f e 沌Iity e x p r e s s e d a s fe e u 邑盛時 ef m a 挺s

e v e r 4 5 ぬy s

Fir s毛 m ati喝 §e e e n d 汲 盈ぬg

s 21 i 4 9 呈2 6 7 e .8 l .O

S 3呈i8 3 11 7 3 i . 0 呈.e

z R 3 1 2 -O O 8 1 2 7 5 O .9
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で は
､ p y rip r o 野 魚n 絃供試した絶食物の ゅで 亀 っ と も蟻 の 生存率が乾か っ た

o ただし ､

オ ス に処理 したp y r重p r e 癖 n の 影響は範理
-

日複の 縫栄g3 準減と 怒 っ た o

T 畠bl e 峯6 ･ P e r e e n な堵e distTib u 鮎 n of d e v ぬ p m e nf al st a g e s r e a c h e d b y o 鮎p Ti毘g e O量蔓e e 紐a

o 腎e r 4 5 d a y s & o m 昆O r m al f e m al e s m a t ed t o m a壬e §竃r e at ed 南淡 2 O拝g モe st e e m p o u n a e 独 e r 呈

o r ま8 d ay s

C o m p o tl n d P tlP 盈Ti a D e v e 払p r n e rl毛盛 s 晦 e 戯 tl 鮎

(n o 卓) D e ad 王 岩 盤l 搭2 a 2b 3 尋a ヰb 鹿 追 . 討o r m .

Fir st m 盛i 喝

S 2 1 1 4 9 8 i O O

S 3 1 1 83 4 8

Z 招1 2 -0 0 8 呈4

呈o e 0

5 2畠 1 4 7 O

S e c o n d r n atin g

S 2 1 1 49 i 6

S 3 1 1畠3 1 4

Z 崇3 i 2 -0 0 8 6

l e 8

5 0 5 O

1 7 8 3

第 4 節 考察

ツ ェ ツ ェ パ エ は
､ 幼虫

-

蟻の 期間が 著 しく長く ､
2 5 ℃ の 室温下 で は成虫羽柁ま で2き

- 2 9 日も要する o 変態過程 は こ の 闘 ､ 時間の 経過 と共 に好く同調 して も篭る ほ u r §織

1 9 59) ¢ 第1 過日に輔 柁が起 こ巧 ､ 未成熟成虫が蟻遊 内に形成さ艶る e = 鍔期間 に5 軸g

の m eth o p r e n e ギ)

p y 軸 r o x yf e n を局所施用 した壕番､ 盟 の播わ苧 ､ 捻れ た輔 恵どe) 異常

儲捧が 出現 し
､ 成虫の 羽化阻害が認め ちれて い る (i . a n gl ey a n d ㌘i m l ey s

呈9 8 6) o

-

芳 ､

p y rip r o E yf e n を廼理 し た こ の 実験で は
, T aも壬e 如 で示 さ鈍るよ うに ､ 廼理後18 - 2 6 日巧

総菜 か ら処理後約2 2 日 目まで に禎駁が赤色 の段階 で蟻の 発育が鹿 ま っ て い る 招 が認め

られ た o 同様に処理2 7
-

3 5 日の 績架か ら28 -

2 9 日目まで に ､ 鰯讃 内で 韓駁の 色素形成

や ､ 外皮g) 色素が形成される段階の 状態 で 発育が留ま っ て い ると判っ た o

こ の 緩栄は
, p y d p r o x yf e n の 残効効繋が著しく高い こと を示 して い る 9 さら に ､ 奉絶

食物は蟻 に対 して 幼虫の 体表面 ､ 鐙痩時にp y rip r o 野fe n が取り込ま髭て 影響を及ぼすだ

け で は なく メ ス 成虫の 生殖器宮経由 で 亀 ､ 産出 され る次世代幼虫に もp y 軸 r o 脅良n が移

行 し影響 する こ と を示唆 して い る o しか し ､
こ の 影響が轟 に経度的 なの か

､
また は 母

捧 の生殖腺 で ある乳嫁 ( M ilk gi arld) などを経由 して 幼虫に移行するの か は不明 で ある e

恐 らく後者 と考えられる が
､

い ずれ にし ろpi Tip r o 野fe n の代謝 ､ 排漕 が遅 い様で ある o

-

般 に ､
ジ ュ ペ ノ イ ド化合物を摂盛期肖的に適用 しよ うと する と嘗 虫種 によ っ て ど

の 生育段階に適用すれぽよも盲 か と い う古典的課題 に ぷ つ か る ｡ ガ ラ ス 温室 の よう に全

体を散布 カ バ ー

で き るよう な環境に あ る壌合 ､ あ る い は奴嘗段階が} ､ モ ダ リ ガ類の 幼

虫などの 様に痩身す る性質が な い か
､ 少恋 い 害虫で は ､

こ の 課題 の 解決が ぞれほど困

難 で は な い かも知れ な い
o し か し

､
ツ ェ ツ ェ パ エ の場合 は野生舟物とも共 に行藤する

i 8



広域移教書虫で 凝り ､ その 生息環境に射 し防除賓が何か 対驚を放え る = と はぎ蓋ぽ不可

能で ある 合 した が っ て
一 発虫斉噂の 広域航婆散布法と ､

ハ エ g) 終息環境に残留噴発する

手段とe3 組合せ が長い 間採用されて き た (5 o どぬ n
,
i 9 8 5∋｡ 残留噴常による環境 へ 狩 野

響を忠誠する手段と して V al e et aL ( 19 8 郎 は タ
- ゲ ッ ト装置を開発 した o 更に発展 さ

せ
､ i m gle y a fid W e呈血 a a s ( i9 8 6き は托学不妊剤の適用を検討した o 横磯に 昇 っ た絶食

物bis a zi T は緒言に 述べ た問題 で実用化に は至ち 恵か っ たo

これ ら賀状 を念頭に
､

ツ ェ ツ ェ パ エ の 特異的 な繁殖生理を考慮 すると ､ 本葉駿 で 明

らか と な っ たp y rip r o x yf e n @) 性能 は
､

こ れ ち彩 虫鞘 ､ 化学不妊剤を代替し得 る o
つ ま

り ､ 栄虫剤 で は メ ス の み を防除 で きれば密度降下 の 日韓を達する か ら I p y 軸 r e 野良n

を メ ス に処理する事で幼 虫､ 璃に 対する漂虫効栄を発揮させ る 恵 引司 じ効 栄に な る o

しか も ､
オ ス に処理 し たp y ri p r o 冨y f e n が メ ス に も移行 し ､ 産出さ艶 る次世代B} 障に ま

で影響する か ら ､ 不妊柁剤と し て 毛拝観儲巌も細ある番にな る o ただ ､ 局所施用著者法

に よ る これ らの 結果 で は効栄発現 に高率還が 感要 で は ある o しか し
､
b呈§a zir の 50 8 倍の

効栄 で ある事とp y 軸 r o x yf e n の もう - つ の 特徴 である 毒性の 乾さ (渡多磨ら 事 ま9 9 7) 杏

考慮す る と
､ 今後p y ri p r o 完封e n の 費用対効 栄を念頭 にお き ､ 有効 な製剤と 施用方法 の

検討が感撃と なるo

1 9



第 5 車 Å教典遺書虫､ ツ 且 ツ ェ パ エ
､ a . 釈 . m 拶柁蓄ia 郎 が磯巧込むま凄∈ -

p 癖p r e E yf e n gう

量と不妊効果

第 呈節 緒言

前車で ア セ トン に溶解したp y rip T O 野庭n が ツ ェ ツ ェ パ エ 招 メ 式 ､ オ ス い ず艶を経由 し

た場合 で 亀 ､
産み 落とされ る蛎 に影響を阜え ､

i;R 複の 繁殖が阻害 さ艶る 事を明 らか に

した o 本宿架か ら ､ p y rip r o 癖 n が既細 の 絶筆不妊剤を代替 しう るの で は な い か
, と 同

時 に安全な新 し い 化学不妊剤と して 遜伺 で きると の 期待が高ま っ たo

メ ス を不妊 化させ れぱメ ス 成虫を発すニ と に よ っ て 得られ る緩栄 と事司じ に 怒るが ､

L a n gl ey a n d W e圭d h a 急S (1 98 6) は メ ス
､ オ ス もぅずわを亀不妊化する こ と の 寿が

､
メ ス ,

オ ス を単に貸すより燈れて い ると論 じた o 確か に
､ 通常の 凝盛事段 は対象に 怒 っ た集団

にの み密度降下の 影響を及ぼすこ とに なる o ゴ キブリ 怒どg) ように 敦死闘際 に子孫を残

す ため に ､ 邸を産み 落とサ ケ ー ス は子孫 に決定的な障害は与えられ恋 い
o

この 問題は
､

不妊化手段の場合 ､ 特に本化合物の 特徴である塵下子孫 へ 形 影響で軽減 で きる ｡

前章 で 示 し たp y rip r o 野f e n の オ ス か ら メ ス へ 不妊化e) 移行効栄 ､ もーわ嘩 るp y 軸 r e x -

yf e n の 緒細鱗鰻をより有 効にする 目的 で も有効な製剤が望 まれ る e 活発に行動する ツ

ェ ツ ェ バ エ にp y 軸r o3eyf e n の 有効な豊を緒著させ る製剤と装置を検討する上 で
､ 当該害

虫の 樹 節が化合物 の 処理面 に接触 する こ と によ っ て 絶食物を取り込む量 と ､ 処理薗Q)

材質の 関係が問題と なる o

本尊で は ､ p y rip T O 野fe n に つ い て 折節か ら 搾取吟込み豊とj.議務施男て蓬によるぞ 搾取巧込

み豊と ､ 体内に お ける挙舟と 繁殖に対する影響を調 ぺ た (i Ja n gl e y eも盈量.

,
i 99 0 孟) o

第 2 節 試験材料およぴ方法

1 ､ 供読虫 第3 車 ､ 第 2 節と弼じ ､ ツ £ ツ ェ パ 孟 を用 い た
8

2
､

放射性1ヰc -

p y 軸r o 野fe B の処理方法

2
-

1
I

1 4 c 標識体p y 軸 r o x yfe n

【P h e n o x y p h e n y 卜
14c 卜 p ytip r o 癖 n 放射能量 ､ 9 .2 5 M B q

比放射能 ､ 2 .豆5 G B q m m oi
4 h

l
抵 69 G B q g

‾

l) を用 い た o

2
-

2
､

P y Ti p r e 野fe n の 局所施用

Py ri p r o x yf e ri の 薬量がi pl / i 頭あ たり0 .O O l
-

0 . i 帥麿に怒 る様に ア セ ト ン溶液および

ゴ マ 地溝清と して 調整処理 した o 調整液 は ､ ア セ f､ ン に対 し1 / 5 の ゴ マ 油を添如 し ､

N 2気読下で ア セ ト ンを揮致させ て 調整した o 成虫 に 対する処理 は
､ 繁殖2 周期目の メ

ス 成虫を用 い
､ 断 ら な い 限巧第1 周期 目の嫡に つ い て 産下複1 日齢ある い は4

-

5 日 齢

を試験 に供 した o

また ､ メ ス 成虫 に つ い て ､ 塵仔 ､ 第2 周期目の韓 日 に
､

ゴ マ 油
-

ア セ ト ン清澄とi /

て 調整 した放射性ま4c -

p y rip r o 率魚n をi 蕗あた巧王2 . 5 n g
-

呈3 8 n g の 範囲 で 局所施摺 し

20



た o その 上 で生ま艶 出る幼虫にお ける量轟c -

野 軸㌻o 癖 n の 困畷撃と処理量とg) 関係

に つ い て 国萄直線式を莱め
､

ア セ ト ン処理 の礎食と放校 し たe

2 -

3
I

P y rip r o E yfe n の渡航または男色綿布鱒理
率

所定 の ゴ マ 漁港液を遮蔽 -

校あ た吟に軸l / a/m
2
塗布で ､ 感要轟選が

､ また綿布で

は1O p V e m
2
塗布 で感誓重量が得られる様に調整施用 した o

* ツ ェ ツ ェ バ エ が男色に集まる遼覚牲を孝fj 河する o

3 ～
P y rip r o 癖 fi の 残留性試験 の 方法 ( ガ ラ ス 境内の滝就接触処理ラ

滝続ホ杵
-

枚-
,

ま0 ×2 c m に ､ 軸l/ c m
2 あ たり有効成分が0 .1 m g に 怒るよう に植物油に

溶解し たl轟c -

p y 軸r o x yf e n を塗布 した o これを畷零した ガ ラ ス 瓶03 申で繁殖2 周期目の

メ ス
､

i - 2 日酪の 成虫をi
,

2 およぴ5 分間に分けて 処理薗に敦糾接触さ せ た B 同じ ピ ン

g3 処理溶銑を用 い て以後引き続き産出されてくる間隔で メ ス 成虫をi逢過日まで困様に接

触させ た o 以上を30 ℃Q) 室内で実施した o 尚 ､ 調整し た渡航g3 廃絶試験日的に は ､
ブ タ

無し ガ ラ ス 容器 に濠紙を畷零し室温下 (15 - 2 5 ℃ = ニ曝した o

4
､ 渡航又 は綿布製剤に担持するオ イ) L 魔の 推定

予め ､ gly e e r ol t ri【1 -

1 4c】ol e ate 終 m e r s h a m , 2 .O G B q m m ol
-

i
, T ol u e n e s oltl也o n) 所定

濃度を ア セ ト ン に溶解 して オ イ) L 混合液を調整 し た o そ の 土 で
､ 製剤検討用の 紙また

は布賓の デ ィ ス クを調整演 に浸漬 した o それぞれa〕デ ィ ス タ を展乾棲 , 3 m_呈の 液体シ ン

チ レ ー

シ ョ ン カ ウ ン タ - 液､ O p 軸h §e S af e ( P h 盈r m a ぬ L 腿) 液 紛 糾ニ沈め た o 旗項

に述 べ る と同様にR e ck b et a 1 2ま7 溺定器で
i4c の 放射活性を滴窟 しデ ィ ス タ に担持する オ

イ ル の 豊を推定 した e 推定値53 つ い て は
号

ア ゼ ‡､ ン混合都合と03 関係を ､ 国率直線式

を深め て解析し たo

5 , 放射能の 測定

5
-

1
号 放射能濁定用の 体表面試料の 調整

処理後 ､ 供読虫 の 体内外に 移行し た放射性14C -

p y ri p r e 野 馳n を追蹄しそ の 豊を測

定 した o 初め に ､ 処理虫 の 休養薗を1 m l の ア セ トン で3 固沈もも
､ 個 体ごと洗浄し た湊

を集め た ｡ 洗浄液は溺定用サ ンプル と して ､ 処理経過毎に3 m l の パイ ア ル 瓶に昏 - し ､

ア セ トンを揮発させ て 後に放射能の 測定 に供 した 8

5
-

2
､

放射能澄句意用解剖組織の 調整

処理 メ ス 成虫を生理 食塩水の 申で 解剖 し ､ 胃を取 り除 き ､ 脂肪捧を子宮 か ち 労溌

し飽 の 履革紐績 と別に した o 臥 腹筋捧の 分離方法は
､

琵a b ay e 姐 a b n gl ey (呈9 8 1ラ

の 方法 によ っ た ｡ 各範繊 は N C S 組織破壊液 ( 触 e r 盛 a m / S e 盈rl e 社撃) で 溶解 し
､ 酵

醸 で 中和 し た o 襲射 能 の 測定 に は ､ 3 m l の 液 棒 シ ン チ レ - シ ョ ン カ ウ ン タ ー 液

( O p 軸h a s e S afe
,
P h a r m a ei a L 拡澄) を調整 し た申帝液と浸食し ､ 稜の 測定 に供 した o

2 i



処理オ ス に つ も盲て 揺
､ 解剖せ ずに 上貢己とr頭様に し号俸裏面全紡和 洗浄液の み を講堂

し
､ 潮受 に供 した o 添乳 放射性呈鐘c -

p y 軸 r o 野 良n を萄帝施 岡した廼理虫の 津薄物 蔑

ぴ呼気に 含ま艶る放射轡 4C g ) 測定はt ja 喝l 野 盈n d Pi m 豊野 (呈9 79き g 3 方法によ っ た 窃

第 3 節 結果

第 1 項 局所的施 乳 裏面塗布と注射方法g3 遠い による影響

P y rip r e 霊き痕 n の 施用方法によ っ て ツ 孟 ツ ェ バ エ の 変態 に対する影響の 出方が明らか に

異 な っ た o F呈g . 5 - 1 に健全蟻の 割合 ( Vi盈b主軸 = こ つ も- で平均値 を示す ｡ 得ち ､ 鱒理緩

90 日閑 ､ ほ ぼ1 8 日毎に塵下さゎた9 頭の 噛に対する各濠度輿理 にお ける宰均慈g3 肇化を

示 した e 図か ら -

日韓然の よう に ゴ マ 独活液と ♭て繁殖2 周期 目U) 妊娠 メ ス 成虫5 日鈴

の 凝棲 にp y 臼p r o x yf e n を表面塗布施用 し た場合に 法産出された輔 豊捧C3 うち ､ 凝理漂蜜 ､

8 .O 8 l - 8 . i 拝g の 範囲の 緩栄それぞれをまとめ て宰均托すると釣20 % に しか 生存が認め ち

れを か っ た e

一

方 ､ 体内に同 じ調整液を注射 した堵食は -

澄g3 蔭潰度処理個体を除 け

ぱほ ぼ完 全に
､ 1 0 8 % 近 ( の 痛に 発育の 停止が認 め られ ､ 健全庵は ほ ぼ ゼ ロ で あ っ た o

韓療施摺法 で は0 .0 呈p g 及びそ れより怒 い 濃度 で は20 % を超え る生存率が観察 され たが ､

-

方 ､ 注射 した機番で は0 . 0 1 p g で1 O % 未満 ､
0 . 08 1 p g で10 敦% の 生存率が得られ た巧 み

で あ っ た o い ずれに しろ ､ 1 頭あたりごく少量の py r量p T O Xき庖n ､ 0 . O 2 拝g 乱量. を輿理すれぱ

90 日間 ､
iO 日毎に産出された9 適期全て の蟻が発育停止する と軍司明 した 8 しか し

､
こ 狩

紡発と対照的に
､

デ ー

タ は示 さ怒 か っ た が
､ 幼 虫苧煽托して 間島な い 儲終に裏面廼饗

した場 合に は
､ そgう拳塞が多く怒り ､

5 倍量の 0
.呈拝g を要 し た e

O .6

き
8 ･4

喜
く弓

一 事■1

a
-

cg

a
∋

Ci ･

e -2

e . 僻l

紬pi e a壬

irlj e c 毛e d

O ,O I

D o s e S 3まlき筑p g

e .i

Fig . 5 - 1 . A y e r 喝 e 官主a bii呈ty of o ぬp ㌃i 喝 P r O 血 e e d o v e r 9 O d 野 S ぬIlo 威fl蛋t e P呈e al & e 盛 m e nt

(●) o r i 療 c 鮎 n (◇ラof p r eg n a n t f e m al e G . ” - m o 汚ii a n s 威 h O .軸I v eg e 態由量e e呈量e o nt 盛 由 g

d主投≡r e n t a r n o tlfit S Of th e 由v e nil e 邑o r m o n e m i m i c S -3 11 8 3 .
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第2 項 覇療施摺法による放射轡鐘c -

夢y T呈p r o 癖 n 招 棒肉へ の 戦ゎ込み

2 -

i ､ 捧裏面の 挙勢

局所施相接 の 放射 轡4c の 行方を追跡す ると
､ p y 軸 T e 霊癖 n を溶 か した溶蝶､ ア モ

ト ンと ゴ マ 油 で はそ@3 拳費が 巽怒 っ た o 廼理凄暗闘後の 捧義歯洗浄液の 放射能を調 べ

る と ､
ア セ ト ン処理 で は施用 した呈唾∈の うち総量 の1 5 % 殿下 し か 回収き如意 か っ た ¢

一

方 ､
ゴ マ 洩を洛寮と した場合には総量g3 釣9 O % が 捧塞か ち静聴さ艶た e しか 亀3

-

4 日を経 ても ､
ゴ マ 油廼理 で は処理 し た ぞ招 ほ ぼ5 一

旦8 % が 体表に まだ残 っ て ももた 8

一

方 ､
ア セ トン処理 で は ほと んど消失 し て い た ( T abl e をi) o

2
-

2 ､ 体内の 挙動

さ らに 日数を経過 した場合 ､ 襲理 した14c 総量の 行方を観 ると ､ 溶蝶 の種類に 関係

なく ､ 捧裏面を除く虫捧堂捲か ら は処理量の わずか28 % 困磯 されたに過 ぎ豊 か っ た o

T a bl e 5 -1 に示すよう に以後 ､ 体表面を除く体内にお ける国畷総量ば呈8 日複 で は範理

墓の約18 % そ して
､ i 7 日後には5 % 以下の 放射能を認め た に過 ぎなか っ た o

-

方 ､ 体内に取り込まれた放射能の 大部分の 行方は願肪捧 で あ53 ､ ア セ 壬､ ン処理

の 方が ゴ マ 油 に比 べ て その 到達が 遠か っ た o ア セ トン を用 い た埼禽､ 輿埋る時間 細

別 後に は既 に廼理霊堂捧 の 約2 O % が腹筋捧に到達 し ､ 呈0 日後に は ぞの 塞 があずか

5 % に減少 し た o し か し ､
ゴ マ 油処理 で はそ の 結栄が 鰯召的 であ っ た e 襲理4 時間 細

冒) 複 で は街肪終 に到達 し たそ の 量が わずか1 % に 過 ぎず ､
し か も6 日 目を経て も聴

T 盛I e 5 -i ･ M e a n p e r e e n t a 酢 di§毛ri転u ぬ n 経 SE 朗) 8f r 云d呈o a c毛呈碗ty a毛in 毛e T V 盈呈s 嘘 e T を8 P量∈aま

a d m 呈nisもr a 由 n of ま毒C -l ab ell ed S -3 1 呈83
,
i n e 政 e r a e e毛o n e o r r a p e §e ed 繊 毛8 蝕e v e n毛r al 盛a -

m e n of a ぬ蛭 G ･ m ･ m o 柁ii - S f e m a呈e § o fl ぬァ呈 ef 蝕 eir §e e o nd r e p T e ぬ etiv e ey e豊e . a - 4 (8 - 壕h

p o st - t r e at m e n t)

S olv e n t t B e ati B Of D a y s 盛e r モr e at 斑 e rlt

r adi ol ab el 0 3 4 5 6 18 王7

A e et o n e S tl 痕 e e

F at b o d y

u t e rin e gla B d

t A F V a

鮎r B a主rl S

T o t al

1 3 .7 (3 .9)

2 L 4 (6 .9)

3 5 .1

i .6 (0 `5) 8 .9 (0 .2)

ま8 .9 (i .9) ま5 .3 (2 .3)

2 .2 (0 .i) i .7 (8 .3)

8 .6 (O .2)

2 .O ト) 2 .1 (0 事呈)

24 .7 2 O .6

a .9 (e .2) 8 .6 (O .2) 0 .5 (8 .2) O .3 (8 .82)

9 ,9 (i .3) 1 4 .6 (e .6) 轟.4 そO .9) 3 .王(呈.2ラ

2 .2 (e .3) ま.6 (e ,2) 8 ,9 絶ま) 1 -e (O .3)

3 .i (O B) 4 .O (a .6) 4 .3 (ま.8ラ 8 .4 (O 1ラ

5 ,9 (0 .9) 2 .4 宅8 ,逮) 0 .6 (O .呈) i .8 (8 .畠ラ

2 2 .e 23 .2 呈0 ,7 8 .6

Oil S tl ぬe e

F at b e dy

tJt e 由 e gla a d

i A r V a

R e m a董n §

T o & l

8 9 .1 (2 .8) 7 .0 (2 .0) 7 -4 (i .9)

0 .9 (0 -2)

90 .0

l呈.6 (l l) 1 0 .9 (e .6)

2 -3 (8 .5) 1 .8 (0 .2ラ

0 .鍾(8 .02)

2 .0 仁づ l .6 (e ぷ

2 2 .9 22 -i

2 .3 (8 .覇 i .凄艶3) 1 一連(0 .7) O .5 (8 .i)

i 8 .5 (i .7) まi .4 (2ぷ

2 .8 (e .4) 2 .O (0 .速ラ

3 .6 (0 濁 2 .9 (0 .轟)

2 .5 (e .5ラ 3 .2 (e .戟

2O .9 2 e .9
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O .7 艶l) i .3 (O .≡)

呈2 .3 尋.5
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肪終に畷 吟込ま艶 た豊は最漉 ､ ぎ孟ぼ呈豆% に 達 し ただ量子で あ っ た 窃

一

方 ､ 子宮 へ の 凌射怪化合物の 鞄巧込み 追
､ 棒義歯に お ぼる様相と は太極に巽怒

っ て
i

l轟c は清蝶g3 種環と は無関係5j 軍港を示 し た
o

つ ま巧
､ 戦ゎ込ま鈍 る逮き_,

お

よぴその 量 に書孟､ 清雄相互 で は影響が 見られず､ 処理数射能登捧g) 爵尭 ､ 2 -

3 % が

子宮に取巧込ま艶るに 過 ぎなか っ た 缶 しか 亀 ､ 処理ま0 日後 にl孟､ 呈% に減歩 し
､ それ

と呼姦 して メ ス 棒肉にお ける産軍産前の 幼虫 へ の 敬治込み 塞が襲理重雄荷4
- 5 % に

上昇 し た o さ らに ､ 次 に 生まれて くる幼虫にお い ても呈4c ♂∋取巧込 み は認繰 られ たが

その 豊は さち に 減少する と判明 した ｡

総合的に観 るとT abl e 5 -1 か ら
､ 虫終に裏面処理 した1轟c -

p y 軸 r o x yf e n Q∋太宰は 体

内に取吟込まれる以前に消失 して しまうと 解釈 で きる o しか し恵が ら ､
ゴ マ 油で鱒

理 した場合に はそ の消寛が ア セ ト ン処理と比 べ 放校的遅 い と言 える o

2
-

3 ､ 体外の 挙動

繁殖2 適期目に達 した メ ス の捧裏面にl壕C -

p y Tip r 嘘う痕 n を処理 し た場昏 ､ メ ス が排

出する呼気C O 2 中に は処理 に 由来する呈逢C の 放射能 は
､ 全く認め られなか っ た o

-
-

方 ､

排薄物 申に お い て は処理後敦日を経 る に したが っ て 放射能位が高く怒 っ た o しか し ､

そ の 放射能がp y rip r o k yf e n の 代謝産物 に由来する か どうか は 目的を異に した の で詞 ぺ

忽 か っ た o

2
-

4 ､ 廼理メ ス 鐙由に よる14 c -

p y 軸 r e 癖 -fl の蟻 代 g3 取り込み

放射性g3 14e -

py r呈p ㌻o 窓yf e n を メ ス 親に処理 し i 生ま熱雷く る蟻毒≡畷巧込ま艶る王種∈

の 墓を調 べ て み た o 局所施伺と して
､ 繁殖第2 周期目に あるま日齢乃 メ ス 成虫に対し

て 1 頭 あた巧 ､
1 2 . 5 n g か らi3 8 n g に薬豊を資托 さ せ て 処理 し た機番 ､ 処理量と塵下さ

れる 子孫 の 体内に取り込 まゎる 豊は直線的関係 に あ っ た 8 ア 老 トン輿理 で は処理直

後 で は
､ 子宮内幼虫 の へ の 凝り込み が鱒理魔の 1 O % (ど

- 8 .8 8ラ に達 した ｡

-

労 ぎ マ

T abl e 5 - 2 . 艮e 苦r e §§i o n ef a f n O tlfi毛§ S -3 i 1 83 d et e et ed 量邑l盈T V a e 嘩 O n 盗m O tl 邑毛§ 盈d 盛 n呈§竃e T ed

t o pi c ally in oil をo p a r e n t f e m al e s at th e St a r t of も払e呈r s e e od r e p r o ぬetiv e C y cl e

C y cl e f oll o 腎I n g S elv e n t 汚 G 真野 r i %

t r e at- m e n t & a rlSfe T

:i

Åc e t o rl e 25 0 .O 6 0 .i

0 i1 1 3 0 暮3 6 0 .0 3

彪 e t o n e 呈O O . 75 e . 00 2

0 i1 8 - 0 . 朗 0 .0 8 5

3 - 6

e .8 8 臥7 1 O

0 .6 6 2 .9 3

8 .呈4 0 .4 O -2
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洩処理 におも- ては
､ その 量が3 % 宅r - 8 .6 6き で凝 っ た B 次 に生ま艶た幼虫で看孟ア 老 ト

ン
､

ゴ マ 油そ 泉ぞ艶 で
､
8 書2 % ( ど

- e . 1 轟ラ およぴ8 .
5 % 宅㌻ - 8 . 7轟き で轟 っ た o 腿緩着≡

産ま れた嫡 で は戦吟込まれる放射能豊と処理量 の相関 法磯艶た が ､
ニ鈍 ら招 蟻に妄孟

まだ - 処理量g) 8 . 2
- O . 5 % が取り込まれて い た 蔓T 急転i e 5 ･ 2ラo

結論と して ､ 鞄 . 5 1 i g3 絃発か ら ､ 鍔帝施汚の ぎ ∇ 洩申に望ぬ g 田p y 晦 y o 麗ぎ彪 n が存

在すれ ぽ､
メ ス が産出する蟻の 全てが 発育得度する 挙が判 っ 苛 も盲る か ら ､ ぞg) 8 , 5 %

にあ た るO . 1 n g が幼虫に畷巧込まれる 三 と に よ っ て以後の 賓蟹 に影響が 由る こ と に

なる 8

第 4 覇 樹節接触によるpy rip r o 野f e riO) 職吟込み 量とそ 鍔影響

4
-

1 ､ 植物油の 混食割合と取り込み 量

植物油を製剤の 基本とする ため に
､ 予めp y rip r e x yf e n をア セ ト ンに溶解 し

､ 予備的

に そ の 混合最適比を検討 し た o 植物油の 含量が 少なく 怒る と ､ 効果発現の 最適豊を

下回り ､ ま た
､ そ の塞 が多くな ると しぱ しぼ気門に植物油が つ ま吟成虫が死 に登る o

放射性14C - トリ グリ セ ロ
- ) L を用 い た検討g3 縫栄 ､ 濠蔽片と黒色綿布に対する植

物油の 付着量と ア 屯 ト ン溶液中の 混食含量との 関係に つ い て解析し た結栄 ､ 蔑g3 困

婦直線式が 得られ た o 即ち
､ 濠耗 で は : ダ ニ o .2 6 X

-

2 書6 ; r
- 8 .9 呈

､ 綿布 で 法 : ダ ニ

8 .5 3 X -

i .9 ; r
- 0 . 99 の 相関関係 が成吟立 っ た o こ の 関係か ら最適混食濃度が

､ 適耗

と綿布それぞれ に お い て
､

ア セ ト ン申 ､ 植物油の3 0 % 混食系 ､
5 抄l / cr n

2 および 同

じく植物油2 0
-

2 5 % 混合系 , 主軸 V e m
2 含汚濁食に 轟ると撃潤 し た o

尉節か らg3 取り込み 量を簸る ため に ､ 予め放射性と奔放射怪 鍔 py 晦T O 癖 n を皇書g

の植物油/ ア セ トン涙含糸に溶解 し
, 男色綿布を浸漬 し た o ツ 孟

i

ジ 芸 パ 還 g13 凄をま分

間 お よ び5 分間 と 別 々 に 接触さ せ
､

取 り込 み 豊を 調 べ た o ぞ 朽 縫栄 , 淳讃豊が

o . o 5 m g / e f n
2 a) 場 数 オ ス 成虫が職53 込むp y 軸 r o x y 鎚n 搾 豊は ､ 溌脅 し た幾射怪

i4c -

py 軸r 喝 鹿 n の 放射能 招魂窪鮭 か ら換算して
, 接角如分間 習妄孟鍾･7 喝 ､

5 労接触で

は7 . 7 咽 で あると軍司っ た o ただし混合液の浸漬塗布量は練 乳 平方セ ンチ轟たり秘書招

集件と し た o さら に塗布量を8
-

軸i/ cr n
2 と増放させ る と ､ 成虫l 頭毎C3 磯野込み 塞

が1 5 n g か ら6 5 a g に増放 した o

同様に 繁殖2 周期 目の メ ス 成虫をぴ孝閑接触 させ た場合 ､ 8 -

勤王/ ciii
2 g) 瀦魯で塗布

した条件 で は ､ 捧裏面 に磯り込 ま艶 たp y r呈p r o x yf e n の 量は1 O
- 3 9 喝 で

, 畢均2 6 n g に

なる と準一っ た ｡

4
-

2 ､ 磯吟送品量と繁殖に封ずる影響

-

定時開 (l 分及び5 分問) 処理布 に 曝した直後g) オ ス を ､ 性的に 成熟 し た3 日齢の

範安 メ ス と愛馬させ た o l盛時開後に オ ス を分離し
,

賓尾後 鍔 メ ス に移行 したl凄C -

p y 軸 r o E yf e n の 量を濁窪 した o そ の績 乳 メ ス
､ オ ズ そわぞれ で ､

r

F abl e 5 -3 に示すよ

う 夜 分布鮭 とな っ たo 官員し
､ py 晦 f O 癖 ri の 畳 ( 喝 数 = ま非放射性 のp 酵蔓p r e 野転n と

の 混合調整 し が尋c 鍔 放射能頭蓋軽か ち換算した o 即ち ､ オ ス にお い て は
､ 裏面洗浄

2 5



溶 か ら 計質さ艶る痘 が
､ 登竜凌 の メ ス 招 著ゎ真野もかさも盲と判っ た ¢

-

寄 与 処理 オ

ス と 安穏させ た後で は計算き艶たpy * r o 療fe n の 総量招 うち ､ ぞの 束畢が メ ス に よ っ

て 戦 53 込 まれた もの で ある と判っ た e
つ ま巧

､
i 労 およぴ5 分問 ､ 範理布に接触させ

たオ ス か ら無処理 の メ ス に お い て 賓羅後 に 移行 した量が ､ 戟読虫平均が幾らに 怒る

か 莱め て み た o する と ､ 綿布 にぞ わぞ艶 の 時間接触させ て か ら賓穏させ た - -

日 後

(約1 8 時後) には ､ 6 .4 n g およぴi 6 . 5 托g の 量 に亀昇るp y 軸r o 癖 n が賓尾樋 野 メ ス に移

行し た ｡ 実巌 の反享受数は蓑に示し た通ゎ で ある ｡

T a bl e 5 -3 . E s ti m at e s of a m o u n t s ef S -3 11 83 ( n g ±S E W ) p呈e k e d tip b y fe m al e a . 柄 . m O 汚it a n s

f oiio w i n g e x p o s tl r e b y t a r s al e o n 払eモ ぬ 泌 ぬT m til at e d 1 4 C -壬ab eB e d S - 3i 呈呂3 o n bl a毛虫 c e 珪o n

cl o 也 a n d a m e tl n t S tr a fl Sf e TT ed w h e n m a t e d i m m e 血t ely afte r 馳 C h e x p o 馳 T e

E x p o s tlr e ti m e of

fTl al e s (f n主n)

M ale F errl ale

S u ぬ c e T ot al §t3壬
･

畠e e T o 臨壬

1 0 0 , 鶴 (0 .05) 5 .9 (0 .47) 1 .4 f8 .2 2) 6 ,4 (呈.2 0ラ

1 0 2 -5 (8 .20) 23 .8 (2 .iO) 6 郎1 .7 O) 賂 5 t3 i嘩

オ イ ル に 溶解し
､ 濠紙に塗布 したp y rip r o x yf e n が どの 程度残効す るか に つ い て受

胎 メ ス 成虫を塗布処理 した渡航 に紛節接触 させ て 変態 ヘ の影響を検討 した o
つ ま巧 ､

8 ･まm g のp y Tip r o x yf e n を含む植物油混合溶蝶を宰方 セ ン チ あたり0 , 軸IQ 3 割合で 含淫塗

布した濠紙を室温下に
､

1 4 遜閏に わた っ て放置 し緩長子､ その 間ほ ぼ定期 的に接触試

験 を継続 した o その 鐙栄 , 放置 した港続 に メ ス をわずか呈分開接触させ 無碍脅で 亀 ､

供議虫が 産出する 子孫 の 生育阻害 は ､ 無処理に段 ぺ 3 0 % 乃萱ばぞ艶以下 に過 ぎ恵か

っ た o 昆 つ
､

三 選閑の 室温下に おける暴露を経て も処理渡航 が及 ぼすぞ の 発育障賓

の 影響は変わらな か っ た o し か も ､ 接触暗闘を5 分 - ま0 分間 に延ばずと 写 産出さ艶 た

子諜は全て 発育を停止 し
､ 成虫の 羽化は実質 ゼ ロ で養 っ た o 即ち ､ こ 53 暴再実験 で ､

濠紙上の p y ri p r o x yf e n は安定的に比較的長期 に残存する ら し い と判 っ た ( F主g . 5 ･ 2∋e

従 っ て
､ 更 に 2 週 間以 上放 置 し た場合 の p y rip r o x yf e n e) 残効性 に つ い て も検 討 した

(Fig . 5 -3) o

Fi g tl r e 5 - 3 か ら 明らか 蜜よう に
､ 潅就 の 室内放置鐙適時閑が長引けぱそれ に浮 っ て

処理 メ ス に由来する蟻の 羽化率が 上昇し た o しか し恵が ら ､ l 凌遜問を経 て 亀まだ凝

の 接触に ともな う化合物 の 取り込 み の 影響が束きく ､ わずか 煽招3 8 % が無影響 であ

っ た に すぎなか っ た o 改め て ､ 産 出周期各々 の 蟻の 発育に対守る影響に つ い て 調べ

て み た o つ まり放置 し た減耗 につ い て それぞれ2
､

4
,

8
､

9 遜閏目に メ ス ( 慶子2 周

期目) を尉節接触させ た ｡ その 結果 ､ Fig . 5 A に示 されるように ､ 当章凱 3 適期 目まで

に産出され る蟻は全て 発育が停止 した o そ れ以後はそ の 都合がタ 怒く 怒 &3 後半に は

正常発育に回復 して い っ た o

2 6
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第 4 節 考察

結論 と して
､ py rip r o 野f e n を植物故に溶解した場合 ､

ツ £ ツ 孟 パ 孟 Q) 変態 に対 して
､

体表面 へ の 局所施用 ある い は尉節接触による い ず艶 の 方法 苛 も-, 絶食頓 に よる影響を

与 える た めg3 方法 と して 有効 で あ っ た o 植物油 に よる処理は ､ ア セ ト ン故に 姥 ペ
､ 化

合物 の 取巧込み が遅い が
､ 捧表面か ら の消失は 少なか っ た o 芸 の 現象蔓孟､ py rip r e E yfe n

を処理 したオス と の 受羅 によ る メ ス へ の 絶食物移行にと っ て 明らか に有季事ほ 怒 る o

局所施摺によるp y rip r e x yfe n の体内 へ 搾 取り込む割合と ぞの 量的程度は
､ 各組織 によ

っ て 輿 恋 っ たが
､ その 績栄 は柁食物 が脂肪棒 と子宮 へ 移行する ≡ と に よ っ て 胎内の 幼

虫が絶食物の 主な貯溜終に な っ て い る事を示唆 して い る o こ の 観点か ち言う 怒 ら , 敬

り込 ま わた ⊥

鄭g〕化 合物 は 辞継 物 と して 体 外に 排出 され ば する が ､ 取 り込 ま艶 た

py rip r o x yf e n が態党の 栄養供給源で ある乳腺 ( M ilk gl a n d) の 構成成分と挙動を真 に し

て い る o こ の 処理 法 に よ巧 ､
メ ス 親経由によ っ て 放射性柁食物が蟻 内に検 出さ艶る 量

は
､ p y rip r o x yf e n と して 0 .1 ドg の ごく 少量 に過 ぎず ､ 蟻 の 発育停止効栄をも たらす に辛

労な量で あ っ た o が ､ 胎党 へ の 取り込み過程 に お け る化合物C) 代謝分解の 可能性に つ

い て は賓験 して い な い か ら
､

こ の 量は最大見積もり鮭と い う こ と にな る o

以上 の 現象は ､ p y r呈p r o 野f e n の 聴覚 へ の 移行が ､ 単に外皮 か ら受動 的 ( P a s §主v e = こ

取り込 まれ た亀の で は なく ､ 子宮乳腺を経由 した能動的な取巧込 み で ある こ とを重く

示唆 して い る o すな わち
､ 幼虫 ､ 煽 い ずれに もp y Tip r o 野良昆を直接鍔療施用すると ､ 発

育障害を引き起 こ すo その 感要量は0 . 1 p g と い ずれ の場合も同じ豊で ある事実が上の 坂

説を支持する ｡

残効性 に つ い て 言え ば
､ 室内条件下にお け る三 ヶ 月闘にわたるpy 軸r e 密良n Q3 残存怪

は野外に おけ る繰り返 し使用には 十分 である 番は疑 い が 恋い 8 つ ま招宴内議巌 の 結果 ､

処理綿布と の 5 分間の接触 によ っ て 絶食物を取り込 んだメ ス が産出ずる最祷C3 三周期日

ま で の幼 虫全て に 発育阻害 が起 こ る e こ の 事実 は ､ 野外条件下におも竜て亀化合物を取

り込んだメ ス が完全に繁殖阻害を受 ける 三 とが 十分考 えられる e

野外条件下 ､
ア フ リ カ ､ ジ ン パ プ エ 共和国 に お い て ツ 王 ツ 孟 パ エ 誘引 の 装置管 ある

弟虫剤を処理 した標的が 同 じツ 孟 ツ ェ パ 孟 の サ バ ン ナ種 に労 し非常に有効 習 あると 証

明されて い る (V al e et al .

,
1 9 8 6

,
1 98 郎 e したが っ て ､ pヨ癖p r o x yf e n を廼理 した同様の 標

的で ､ 例え ばメ ス の み が 効果的 に不妊化 される だけ で 亀ツ 孟 ツ 孟 パ 孟 の 密度降常 に寄

与で きる こと ば疑 い が患 い
o しか も ､ 既に第 4 車 で考察 したよう に

､ 安宅時 にオ ス か ら

メ ス へ 化合物が移行する性質は さら に 緑恕席鮭 で あ巧 ､ 単に メ ス
､

オス を賓すに過 ぎ

な い 手法と比 べ
､ より効果的な手段と 怒り得る (i . a n g壬e y a n d W e圭曲 a a §, 呈9 B 6) o H a r

-

g F O V e (1 98 8) によ髭ぱ ､ も し ツ 孟 ツ ェ バ エ の メ ス 成虫の 死亡率がそg) 自然死∈率の あ

ずか 2 % を上図ぁる なら密度固復 ( R e §ilie fl C e) g 3 問題を蒐層で き ､ 艮 つ 不可逆的に ツ

エ ツ ェ パテの 密度 を下毒ヂる こ と が 可能で あ ると 言 う o こ の 死亡率 の 土昇に つ い て は
､

牛 の尿 を轟い 源とす る ツ ェ ツ ェ バ エ の 誘引期と合成 ビ レ ス ロ イ ド桑津盛期 を組み食 ゎ

せ た標的装置 で準成経 持 されて い る ( V al e et al . , 1 9 艶 王9 8 8) o こ う し た現状 か ら
､

p y Fip r o E yf e n を不妊化淘と して 用 い る 怒 ら ､ 理論的 に考 え
､ 更に 効果的密事段 が提供 で

2き



きる こ とに 怠る8 凝 えて 奉絶食物 揺毒性が蔑も竜と い う意ま艶た特長がある o

ほ か ､ 東部労の 産卵性害虫を考慮すると き
､ 癖 p ㌻e 琴鹿 n を襲理 した同趣旨の 標的 代

の 接触時間はお そらく短 い もの と思わ釣 るが
､ 奉絶食物が6e

@

c 予 で 亀3 亨 月規
】]▲
巨資窪で

､

わずか1 % の 分解を見る に過 ぎず耐熱性に摩れても与 る こ と
､ また キ ゼ } ン ラ ン プ照射

( 6 . 5
-

7 書5 ×呈O 3 ltl E ､ 3 6
-

4 6 ℃ 条件下) にi8 日間 さ ら しても党費定の 性質が轟り
､ 野外

施用に有利 な特徴を備え てもi る さ

土述 したpy 軸 T O 療fe n の ユ ニ ー ク な特長に着目し ､ 19 89 年に英国政府g) 津金援助の 亀

と
､

ジ ン パ ブ エ 共和国の ザ ン ベ ジ川沿 い に広が る国塞盈蘭の 鞄 odl a 昆d g3 中等約4恵m 国

労 に ツ ェ ツ ェ バ エ 誘引C) 曳 い 濠を備え た ト ラ ッ プ4 1 個 を設置する とも盲う 尭規模な野外

試演が実施 さ･れる に至 っ た ( H a r 酢 e V e a rid i B n gl e y J 9 9 8) o 三 の事につ も- て は鐙脅考察

で さらに 詳 しく触れる o

2 9



第6 尊 敬魚種害虫 ､ オオ サ シ 労メ 専 彪 8 d m

'

鎚ぎ磨F Bi藷tiS にお ぼる呈鍾c -

p 顔p r e 癖 n の 挙

動と繁准阻害

第 i 節 緒言

第 鼻 車におけるp 酵豆p r o 癖 n をツ ェ ツ £ パ エ e) メ ス
､ 浄 ヌ 別に輿理 した受罵試験と第

5 車にお け る放射性14e -

p y yip r e 野fe n 用 い た研究絃架か ら
､

メ ス に 建理 さ艶た
､ 轟るもも

はオ ス に廼理されたp y 軸T O X yf e n が産出される 子孫搾 変態に影響し
､

を鍔 後a〕繁殖を阻

害すると 解 っ た o そ招 研究過程でp y r重p r o 癖 n が メ ス の 生轄腺 ∈乳藤) を経由 し て胎 党

に 移行 ､ 磯吟込まれ る こ と が裁く示唆 された o 受寝相手を経由し て不妊薙が起 三 る こ

と ばpy rip r o x yf e n に つ い て は 祷め て の 発見率実で あ るが ､ 似た現象は
､ 轟く ぼ

､ 既 に

M a s n e r et 急呈. , (1 96 8) が定性的忽試験結架か ち
､ 合成 ジ ュ ペ ノ イ ド

､ d呈h y d r o eh呈o Tid e

eth yl fa r n e §olを用 い て ホ シ カ メ ム シ
､ 汚r rk o c o ris a9 te r 髭ぎに お ほ る処理雄か ら メ ス へ

､

合成 ジ ュ ペ } イ ドが移行す ると報 告 して い る o しか し
, 実際に 解柁阻害 が生 じた卵に

つ い て は言 及さ れて い 患 い o ま た メ ス へ の 移 行も化合物 自終を接え て は い 恵も W ) で
､

推察の 域を出て い 恋 い o 絶食物 の ク チ タ ラ層透過率卵黄を経 て の取 り込最 選ば 戦

-

舵

的 に化合物 の物性 ､ ある い 猛襲剤と して 用 い られる溶媒に 左右される o 本尊で は ､
ジ

ュ ペ ノ イ ド化合物であるp y T呈p r o 野f e n が ､ 凝 か ら産出されてくる聯 へ の 畷わ込み とそg3

活性g) 関係を定量的に明ら か に しようと した o 用 い た害虫オ オす シ ガ メ
､
最澄和i壷y ぎば 号

や や変 わ っ た繁殖生理 を亀ち ､ 温度条件 にもよ るが--
-

日華均2 償 g3 卵を約2 遜閤 に わた

っ て産み続 け ､ 約1 0 8 日開♂) 生存期間を示す ( G 8in e 賢 N tl 昆e 芸, ま9 6 凄) 8
ツ 豊 ツ 孟 パ 豊 と同

じく吸 塵性で
､

や ば巧Å悶に対 して 廃盤 ( T r3* a n o s o m a e r # Zi) を蝶労 し
一 博性的 叡む

膜疾患な どを引き起 こ す o 商業地域 g)
､

い わ穆 る シ ャ
- ガ ス 病と して短 られる厳重病

を軽舟する害虫と して 問題に 怒 っ て い る o

メ ス 成虫にま唾c -

p y r重p r o 野良n を局所施用 したと き に ､ 塵鴎き艶る舜にp y 軸r e 癖 n が

養分解と推察きれる摸すヒ食物が取り込まれ
､ その 豊 と項弓の 解iE 挙が深く関係し で い る

車を明ら か に した ( b 感 ey et aL , i9 9 0 b) o 縫栄を踏 まえてp y T量p r o 野 良n の 襲剤開発に

闘わる視点 か ら研究緩栄を述 べ る o

第 2 節 試験材料およぴ方法

1
､

オオ サ シ ガメ
､

見 きroiお髭ぎ

第 4 拳 ､ 第 2 節 で述 べ た ツ ェ ツ ェ バ エ と 同様 に帝 の 堵顧慮液を敢 虚源と して 室内､

2 5 ℃ 下 でB 由t o王女学 ､
T s e ts e 鮎 s e a r c h L aもo r 盈もe r y が飼育経緯する系娩 (i .& flgl e y a n d

Pi m l ey , 19 7 B) を問 い た ｡ 患 お
､ 砲は ､ 室内の淫度を60 -

78 % の 相対淫度 に保ち ､ 暗 ;

1 2 暗闘 一 明 ; 1 2 暗闘の 照明の飼育条件と した o

2
､ 放射性14 c -

py r呈p r o 密転,n の 処理方法

2
-

i
㌔
P y rip r? 野fe n の ク チ タ ラ層 へ C3 処理 と分布

2
-

1
-

i
､ 放射性ま4c -

p y rip r o x yfe il
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第 5 車､ 第 2 節 とお をじ挽放射能 も 2 . 呈5 G B 現 況 m Ol
叫

l 賂69 G B 喝宮
- i) Q3 活性を示

す
i轟e -

py Tip r e 閤 痕n を用も盲た o

また第5 車と 同様にS ･ m e 蝕 e p r e n e を範選対照絶食物と して 岡も盲
､ ア セ ト ン輿理 招 み

を鍵処理対照区と した o

望 - i
-

2 ～ P y 軸 r o 癖 n の 局所施用

汚rip r o 琴f e n の 所定濃度を含む ア セ トン溶液を成虫およぴ5 酸の 若虚 妄汗虫き に 対

し1抄V 頭を腹部腹擬に局所施用し た o また ､ 聯 に対 し苛 ば0 . 鞄l を局所施摺 した ¢

2 -

1
- 3

､

l凍c -

p y Tip r o 野f e n タチ タ ラ層 へ の 処理と14∈の虫終に おけ る分布

i4c
-

py rip r o 野f e n の ほ ぼ 8 . 3 琵B q ( 5 ×18 5
d p m ) を含む よう に調整 したア を 亨､ ン溶

液を成虫1 頭あ た巧 叫 を局所施用し たo

局所施用 したオ オ サ シ ガ メを篠目採敬 し
､ 約2 m まの ア セ トン で虫終を洗浄 し死亡 さ

せ た o l 頭 あた巧 二 固洗浄 した液を5 m l パ イ ア)レ瓶 に 集め体表面 に 残る放射 活性測定

式料と して貯蔵 し た o 体液 に つ い て は ､ 脚部克璃 を切除 し も 脚部か ら漏出する液を

キ ャ ピ ラ リ ー

管 に 採取 し た o そ の 後虫捧を解剖 し ､ 頭部 ､ 駒部 ､ 胃 , 帝薬 ､ 腹部愚

肪体 ､ 残巧腹部組繊 ､ 脚部お よぴ甥辞それぞ艶に 分け ､ それぞれ拐降の 放射能溺窓

用調整試料と した o

2
-

1
-

4 ､ 各組織お よぴ器官に お ぼる放射性
呈種

c の 測定

分離 した各組織お よぴ寄留を第 5 車 ､ 第 2 節 ､
5

-

2 i ニ遥 ぺ たと 同様に綾織破壊

液で溶解 し
､ 放射能測定式料を調整 し た後に液体シ ン チ レ - シ ョ ン 湧 ウ ン タ - でl球e

の放射能を測定 し た o 患お
宵 宮弓途 , 虫 終曲楽の 各組繊 ､ 若宮に つ もミて 新 しく試料を

調整 し7 8 ℃ 下で乾燥 させ て か ら それぞれの 乾燥蚤を深め た e

2
-

2
,

1 4c
-

p y rip r e 癖 n の 成虫か ら聯 へ の移行

2
-

2
-

1 ､ 邸 にお ける疑発生阻害 に感 要恵p y rip r o x yf e n の 豊

羽化3 日後の 成虫に ､ ア セ ト ン調整清呈pl を局所施周 した o 野ち ､ 皇拝l 申奔放射種田

p y 軸 r o 野 良n l 軸g に 射 し
, 放射性の 14c -

p y 軸 r o x yf e n を O 腰 鑑鞄 ( 5 ×ie 壕d p m ラ を潜

むよう に施用液を調整 した o

放射性1 4C 廼理 の メ ス 成虫と閑散の 葬処理 オ ス とを容器内に 畷零し ､ 交尾 ､ 塵舜 さ

せ て 毎日採卵 した o 採卵 し た辛労を解托寧 の 推移 調査 日的 に2 5 ℃ 下 で解花 茎せ た o

残りに つ い て
､ 卵Q) 裏面を ア セ 巨 ン で 表面波浄を行 い

, 上記と困様に14e の 放射活性

を濁宜 し た o 以後 ､ 調整 各組織 ､ 器官内に お い て 鍔所施用漬に お ける放射性14 c -

p y rip r o 野 良n と赤旗射性py 晦 r 8 野fe n gj 浸食施率が邸内の 既撃と変わ らなも竜もの と飯

定 し
､ 放射性l

チC の 計演鍍 か ら聯 に 戦 巧込 まれ たp y 軸 r o 琴庵 n 豊 田 推定値 を深め た o

た だし
､

こ の場合 ､ 絶食物の 代謝親藩やその 程度 に つ も盲 ては詞蜜 して もも な い か ち瀦

3i



定き艶たi4 ∈招 放射活性が野Y 軸 r e 野f e n Q) 凝亨巳魯 に由来すると 法 感ずし 亀限らなも盲
e

い ずれに し ろ
一 得られた推定値は各試料に敬治込ま 髭たpき癖p T e 療転n 鍔 駿東価を見積

も っ た こと に 怒る e

局所施用 に宰 行して ､ 塩素系炭柁凍寒清蜜､ e: e r e ∈王8 TS凄5 gj 築理洛蝶 田 野響 に つ

い て も調 べ た o つ ま53
､

e e r e c量o r e 鍔 廼理 豊餐絶とp y 軸 r o 琴海 n gj 処理濃度関係を変

え て尉節 による接触試験用 に 調整 した e 調整処理滴を避厳に塗布 し ､ オオ サ シ ガ メ

の メ ス 成虫をと まらせ て 折節接触によるC e r e el o r e 何処理溶蝶豊gラ遥ももがど 鍔よ うに

影響する か を観 た o 拭 ､ 濠紙に塗布する清輝豊の 規定は ､ ア セ トン とg〕涙含液に波

紋を浸漬､ ア セ トンを揮発させ る既出の 方法にもとづ い た (L a 喝まe y e毛a呈.

,
i 9 9 批

以土 g3 実験 の う ち 一

部 は蒐 に述 べ たと お吟 i 昏成 ジ 1 ペ } イ ドで あ る§- m e ぬ o -

p r e n e を比較対照 に伺 い た o

第 3 節 結梁

第 1 墳 変態 に対するp y Tip r o 野良n の 影響

オ オサ シ ガメ の 若虫の 5 齢期 に対す るp y rip r o x yf e n の 廼理は ､ その 少恵もも豊 で当該害

虫の 成虫へ の 正常な 発育を阻害した o しか も ､ 対照 に用 い たS - m e ぬo p r e n e の 処理量よ

り少患 い 量 でそ の影響が 出た ( T abl e 6 -1) o プロ ピ ッ ト分析の 績栄 ､ 成育阻害影響の 薬

豊中央鮭 (E D 50 = まそれぞれ
､
0 .1 軸g および4 .2 軸g で あ っ た o

-

方 ､ 若虫a3 過剰脱皮

を引き起 こ す影響で は ､ S - r n e th o p r e n e の 最小感要豊が軸g で あ っ た の に 対 しp y 軸 T O 濫
-

yfe n の 感要義は わず か0 . 5 p g でS -i3 3 e 蝕 e p r e fl e a ) 約ま8 分i と い う 少量 に過 ぎな か っ た o 飽

に
､

生育異常 の成虫 に は
号 莱伸展苧投 じ曲が っ た甥が認め ら艶た o なお ､ プ 冒 ピ ､

ソ ト

分析はM LP , i . a w § A g ri e ti 払汀al T t1 鴫 V e r s圭o 毘3 .OB , ま9 8 6 鮎 ぬa m §睦d E 荒P e r呈m e n 臨I S 臨鮎 n

の 方法によ っ た ¢
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T ab 態 転l 事 E 鮎 e毛ef 毛8 醸 ai d e §e s o若pぅ癖p r 8 野 良n o T S m e ぬo p T e n e 量n 呈拝呈a e e宅e n e p e ㌻呈fl §e et

o n m e宅急 m O T P h o si§ of 5 地 主丑St a T l a r v a e O蜜盈 き押i藷u s

3 tlV e riile h o T B iO rl e D o s e

r n l m l C 如雷ラ

N 8 . §tiP e 折 田o . §ぬ n 陵d % E i3 5 8

rlt m e 済 習 a 血 鮎 ab 投8 F m 盈l 由gラ

i n 意義r S

P y rip r o 野 転f1 5 2 2 0 i 幽

2 1 e 9 1 呈鱒

呈 I e 7 3 呈8 8

0 ,5 1 8 凄 5 5O

e .2 5 3 0 1 3 3

0 .2 0 1 3 8 g 7e

0 .1 0 1 8

0 .0 5 8

0 -O 2 5 1 1

0 .Oi O 8

O 1 8 55

8 2 2 5

8 2 呈8

0 8 8

8 .ま5

S - rrl e tb o p r e n e 50

10

e .5

0 書王

5 5

1 0 8

ll

8

e 呈0 0

2 i O e

4 1 8 0

2 3 3

2e

逮.2 0

第 2 項 邸 a) 発育に 対するpy Tip T O X yf e n の 影響

P y 軸r o x yf e n を5 蘇の 苦虫に処理 した場合 ､ 低率量にお い て は旗e3 変態過程 で 重く藍

常 な メ ス 成虫 が出現 した e 出現 し た メ ス 成虫を孟常夜 オ ス と安穏 させ 藤平きせ た聯 に

つ い て 以後の解 化率を調査 し たo 苧 は巧 ､ S -

m e 銑 o p T e n e の 影響よ巧p y d p T e 萄痕 n の 影響

が強く ､ 0 み g 鱒理 の p y 軸r o 野i e n で は産卵期問の ､ 少なくて も58 日間にわ た っ て額 田

餌代が阻害 された o

-

方 ､ S -

m e 也o p r e n e はi . 軸g の 処理 で も3 0 日閏 だけ解化阻害が認め

た の み だっ た (T ab! e 6 ･2きo

所産の 漆度範囲のp y rip r o 琴f e n をア セ トン溶液と して卵に直接処理 した場合に ほ
､ 舜

はp 欝呈p r o 車短n に対する耐性を示 し
､

2
-

ま軸g / 舜の 高濃度の pァ軸 r o E y fe n の み で聯の 発

育に影響を及ぼ した ( T abl e s -3) o

こg) 様暑羊､ 帝 に 直接奉化食物 を凝理 し ､ 密約 に浸速させよ うとすると 高津魔の 轟豊

が感要で あ っ たが ､
か をりの 卿が 発育を完 了し ､ 孟常 に解柁ずる こ とを観察 した o 高

濃度 の 廼理豊 に孝
､ か わちず ､ 帝に対する影響がタ恵もも の ば ､ 主と して 直接舜 に処理 し

軸y 軸r e 野鹿 n に対する舜哉の 透過性が鑑も盲ため な の か
､

また萎ま邸の 顧期発育の授幣で
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T ab壬e 6 - 2 , P e T e e n t Vi abi重量哲 of e g 蛋§ P T e ぬ e ed b y 盈ぬI u e m 由e 昏 8f 漫 歩糟i藷# s 醜 盈陵d 威ぬ

py T呈p r o 癖 n o ぎ S ･
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成虫か ら卵巣内に浸透移行し たp y r呈p r o x yf e n に帝が曝さねる感繋がある の か は不明で あ

る o こ の 点を明ら か に する た め以下 ニ つ の 実験 をお こ 怒 っ た e 艮f!ち , 締め に
､

1 4∈ -

p y r主p r o x yf e n を局所施用 し た メ ス 成虫を軽時的に解剖 し
､ 各解剖組織 の 14c の 放射能を

濁麗 した ¢

その 絵筆､ 慶部巌肪終に あ い て処理後五日目に お い て 急敦 なlヰc 由来 の 放射能 の 測定

値 が高く怒 るの が認められ た ( T aもIe 如き｡

ぞの 複願肪終ぞ
､

こお けるl尋c 豊はi 0 日 目まで 徐々 に 減少した Q 藩肪棒 で戟られ た ニQ3 よ

う恵速 い放射能の 蓄 積は飽の 組織 で は 見ちれな か っ た o 他 の組織 に つ い て は
､ 聯楽を
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除 削ぎほ蓄雷似た よう 恵放射能 の 蓄横速度 で 轟 っ た ¢

-

方 ､ 卵蛍で は メ ス 成虫 代 の 輿理

4 日後 ､ 急敦 に呈4 c の 放射能登が 最高位に達 した o ≡の 卵単にお宅ずる高も盲畿尉能登看ま
､

卵黄形成 招 前鞠で ､ ぁそらi 卵黄形成時期 毛Ⅴ呈紐Il 喝 e n e Si sき と重な るg3 管
､

王凍e が巌肪

捧 か ら卵巣 へ 移行 した ためと思 われる o こC3 緩 ､
呈0 日後に は複願 ( H i n d 酢t) と排滑物

にお い て 放射能塞が高くな る現象が み とめ らねた 8

義 ( T aもl e 6 - 5) の パ - セ ン ト表示低 か ら各組鏡g) 乾燥重fiig に対する放射能豊の 分布

と して 見直 して み ると ､ 各組織に お けるi 鍾
c 放射能の 分布程度がよく判る e しか も ､ 海

防終に お け る放射能の 戦り込み は - 日日か ら著 しi
､

それに 伴 っ て 舜襲 へ g3 移行豊が

機知 し た こと が窺える o
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盛 e r t r e a b Ti e rit l

放射性
1凍C -

p y rip r o 野f e n 招 み を処理 し た場合に は
､ ほぼま拝g 巧ま鍾∈ -

p y 軸r o 琴海n でざま

放射活性 ､ 5 ×i O
5 d p r n

- 8 , 3 K B q ( 6 . 6 9 G B q g
‾

呈
) を示す こ と に怒 る o ぞ = 管

, 次 に ㌔

以下の よう怒 寛厳を行 っ た o つ まり ､

14 c -

py 軸T O 荒yf e n の 放射能が聯 へ 取吟込ま艶る

割合とそ の 程度を調 べ た o 廼理方法と して
､

メ ス呈頭あ たり ､ ま軸g のp y 軸 r o x yf e n を施

用する こ と で放射性
i4c -

p 酵i p T O 野庭n C) 8 .まp g を処理 で きるよう に した o

Fig u r e 6 -1 にぞ の 結果を示す o
つ ま巧 ､

オ オサ シ ガ メ の メ ス に廼理 した放射性ま4C -

p y r量p r o x yf e n か ら卵 が取り込ん だ放射性
呈4 c -

p y rip r o 時庭n の 量的資柁をもと に 計算 して

得 た絃栄を示 した
o

つ まり ､ p y rip r o xy fe n の 絶対量 と卵 の 生存率の 関係を経過時間毎に

プ ロ ッ トして 表 した o 処理10 日後に 放射性14 e の取 り込み が最大にな吟 ､
こ の と き同時

に ､ 卿 の 解化 挙が ほ ぼ ゼ ロ に 低 下 し た o を の 後1 3 日闘 で ､

呈4 c の 放射能 に 相 当す る

p y rip r o x yfe n の計算最大値が
､ 舜 あた巧約逢5 n g の ピ ー ク か ら約ぬg に 減衰し たo しか し

､

卵 は全て が僻化 し恵 か っ た o この 時点か ら毒孟､ 処理6 0 日緩 まで の 闘わず か に
i4c の 放射

能が認め られた に 過 ぎな か っ た o しか し 恵 が ら ､ 解約 額 化生存撃は依然と して 底く ､

処理1 3 日目か ら68 日 目ま で に 得られ た位 を平均 しモ 見て い ると ､ わずか1 0 - 2 O % が解
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化し たに過 ぎ密 か っ た o ぞ招 後 ､ 6 8 - 8 0 討を経る 還 ろに 怒 っ て メ ス 成虫は漸く無輿理

匡に匹敵する健全な卵を産出し始め
､ 鰐化寧 は騎20 % か ち7 8 % 前後j

q

t と困筏を示 した 岱
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1 0 p g a cti v e m g r e die n t .

第 3 覇 者 オ争 シ ガメ の 防除を目指 したp y 軸 r e 癖 流gj 製鋼

オ オサ シ ガメ は建物などの 隙間に経れ ､ 棲息する習性を亀つ ため ､
≡ g∋習性を利摺 し

て 防除方法を考え たe 塩素系炭化水素清蝶､
C e r e cl o r Si 5 にpy 軸r o 癖 n を溶解､ 塗布し

た濠鍍を隠れ家と して 鞘用させ オ オサ シ ガ メ の成虫をぞg3 渡航 に接触させる こと 習 i 密

度抑桝の 効果が認め られるか どう か の 可能性につ い て 評藤し た e しか し
､

∈e r e el e ㌻ §轟5

の み の 塗布墓が軸1 / c m
2

､ ある い は1 軸1/ ein
2 の 量に なると帝 に敦死5j 影響がで る と判

っ たo しか も次第に成虫の 死亡率も土昇 し
､ py Tip T e 癖 n a∋効繋が換紐で き恵く怒 っ た 8

無影響と なるC e r e el o r の 最大許容量 は3 . 和ま/ c m
2
で あ っ た e こe ) 溶蝶墓でp y 軸T e 野良毘

a) 漆度範囲を変托 させ て 試験 を継続 し
､ 影響を検 出で き るp y rip r e x yf e n の 最少豊 は

0 .1 5 m g / c m
2 と判明 し た o こ の 績 栄を受 けて 舞姫理 の 盛耗 お よぴ処理 の 減耗 に対 し

,

サ シ ガ メ の 成虫をまと め て敦日 閑ずつ それ ぞれの 渡航に賓豊に 接触させ た ( T abl e 6 i6

の カ ラ ム2) o それぞれの 渡航 の 上 に成虫が産卵 し た卵 を集め帝托撃を調査 し た o ニ 狩

よう に蜜豆に接触 させ産卵させ れぱ
､

メ ス成虫轟 由による卵 へ の 影響の 有無あ るもも は
､

卵 が処理面に接触 してp y rip r o x yf e n に汚染 され たか どうか辛勝 が つ く ニ と にな る o

この よ うに して 処理開始か らの 経過日数を
r

T abl e 6 ･6 の カ ラ ム3 に示 した o 餐亙接触の

濠紙上それぞれ か ら採卵 し た舜放と その 節柁率 の 変化を同T 畠転I e g3 最後 ､
三 つ g 3 カ ラ ム

に 示 した o

こ の 結果か ら
?

卵 の 生存率 に 影響 が発現す る に辻
､ 明 らか に 成虫が予め 産卵1連日前

にp y ri p r e x yf e n にさ らされる感雪があ る ｡ また ､ 無処理濠紙の 産卵区か ら採卵 した機番
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符節 花咲況が処理 洩続 招 産聯区 か ち 得た舜 拍 車亨巳状況と 似た傾向で あ っ た 這 とか ら も

嘩が範理濠紙 に接徹 して p 癖p r o 琴海 n に汚染し
一 節柁阻害率盛竃高く 怒る事実 は認め ち艶

恕か っ た 重 し たが っ て滝就上に操港き東 和y yip r e 癖 n に聯が接触 した ため に汚染する

とも篭う疑 い は払拭された o 33} 後 ､ 処理4 8 日後に 怠るとpy rip ㌻8 琴海n 廼理藷鍍 が影響を及

ぼ さなく を巧 ､ 舜の 生存率が藍常 急談態に国手髪してもも っ た o た だ
､ 影響が消菜する こ

の現 象は ､ py 軸 r o 琴海B が濠紙上で分解ずる こと によるの か ､ あるももは 才寿 サ シ ガ メ自

身による除去傍用によるもの か は不明の まま である B
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第 逢節 考察

明ら か に
､ p y ri p r o x yf e n はS ･ m e ぬ e p r e n e と比 べ オオ サ シ ガメ の 若盛花 如腎e n呈ii z 盛 o n)

へ e) 影響が強 い o こ の 影響の 重さは5 藤の 若虫にp y 軸 r o E yf e n を廼理 した場 合に ､ 更に

その 羽 化し た成虫 か ら生まれ出る聯 の 藍常 な発育を阻害 すると い う現象に 亀及ん で い

る o い ずれ に しろ ､ 苦虫の 過剰脱皮あるも蔦 は舜 に対する直接の局所施将によ っ て聯Q3

発育に 影響をもた らす野 軸r o x yf e n Q3 感 要塞はか なり高くを 53 i 杏成 ジ 孟 ペ ノ イ ド絶食

物を オ オサ シ ガメ の 防除 に適問 しよう とす ると そ の 儀位を下毒ずる こ と に 怒 る o また
､

製剤 に も閑適があゎ , 棲息壕麻 の 裏面に 粉剤を施用 した機番 で 亀残効怪 の 薗 か ら不十

分患縫栄に終わ っ て い る ( 0 もv eiT 誌 F 汲 o
,
1 98 郎 e

通常に使用 され る多く の 常盤鞘に対する抵抗性発達の 問題 ､ Å問お よぴ家畜に対す

る安全性 ､ ある い は こ れら既存Q3 顔虫詞に対する施用技術の 発展の 問題などが発酵決

の まま残る ｡ その よ う恵状況の 申で ､ 第三 燈弊に おける ニ う した凝虫鞘の 適用を考え
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ると き既存の 手法に代替 し得 る ､ よ巧遺留 蜜防除戦略 の研究 が盛挙とき艶て くる o 牙

オサ シ ガメ に対する合成 ジ 且 ペ } イ ド絶食物 の適汚 に お い て ば ､ 必要車塞が多く怒 る

と い う観点で 践前か ら疑問視されて きた o し か し
､ 奉研究 にお宅亨る発見ほ幾重選書≡よ

る これ ら舞鶴柁食物 の 防除適用が 可能 で 為る と示唆する o オ奇 骨 シ ガ メ
､ 盈 磨搾i藷# s の

成長弼細に お喜子る ジ ュ ペ } イ ドの働 き には ､ 第5 齢の メ ス 若虫に処理 した場合 ､ 過剰脱

窪を生 じさせ る に は鷺拳豊 に過 ぎて 亀メ ス 成虫が産下する輝 に影響 し ､ 生存率を亨毒ヂ

る役割が あると み られる ｡ こ の 見解は ､ P a 触 r §o ii 昆n d S e h 腎 a T 芸 (ま9 7 9き が導も竜 た同 臣

民虫 に よる 実験縫栗田 結論と 対照を なすo
つ ま巧 オオ サ シ ガ メ g3 饗態過程 の 阻害 に お

ける捧垂あた吟 の ジ ュ ペ ノ イ ド化食物 の 車豊は
､ 聯の 解碓阻害に感撃恋拳量よ吟少恋

い と結論 した o し か し恕が ら ､ 彼 らの 結論 は ､ 邸 に直接碍顔施用 し た絃架か ら導か 甑

た亀の で あり ､ 奉研究 にお けるT abl e 6 - 2 招結梁と は累 怒る o

奉研究 で は ､
メ ス 成虫 に 局所施摺 した際g)

､ 放射能n 成虫各組績 にお ける 分布 と聯

a) 解すヒ寧田 園係 ､
およぴ邸内 に存在する 好tip r o x yf e n の 豊か ら渓 n よ うに示唆 され る ｡

野ち ､ 卵黄形成前期 くP r e
-

vit ell o g e n呈s呈§) に 成虫が低率豊の py 軸 r o 琴海 n に さ らされ た

場合 ､ 卵 黄杉成 ( Vite n o g e 盟主si§) の 際に奉絶食均 の 敦死的豊が - 緒に取り込まれ
､

そ

艶が後の 腫 発生に影響をお よぽす o また
､ 経過時間に浮 っ て 長 い 間 ごく僅 かの 放射能

が卵に認め られる にすぎな い
o それにもか か わらず長期間を経て 亀 ､ 卵 へ 招敦死傍問

が引 き続き認め ら れた o こ の 事実か ら ､ 聯 が ごく初期 招 発育段階に あれぼ
､ p y rip r o x -

y 蕗 n の 低率量 に 対す る感受性がより高 い もの と推察 される o

-

磯 ､ 塵下 された帝は 発

育が既 に進ん で お り ､ 卵黄g〕井透過性も手伝 っ てp y rip r o 琴海昆 に封ずる
,

ある い は飽招

額駁e3 化合物 ( Oli v eif a Fih o ,皇98 1 ; P a 飴 r s o n a n d S e h w a r 岩,1 9 79き に対する邸g5 感受性

が鈍 るもの と考 えられる 昏 P y 軸r o 野痕iW ) 処理後 ､ オオ サ シ ガメ捧内と鎌瀬物率U3 検索ヨ

可能 な放射能 レ ペ ) L が3 日目か ち3 0 日目に か けて 埠理魔の58 % に減襲した窃 し たが っ て
､

奉絶 食物は代謝を受 け
号

また そ の 真部分は呼磯雁用 で放射性鍔 炭酸 ガス と して 消発 し

た もa) と思われる o

奉研究 で は ､ 成虫の 尉節 によ る長期間の 接触目的にp y rip r 8 癖 n 招 整斉粥巳を締めて 試

み た o そ の 緩 栄 ､ 顕 著 恵卵 の 発 育阻害 が比 較的 長 い 期 闘 に わ た っ て 記録 さ艶 た 8

P y rip r o 野良n に よる オ ス の 汚染が 安穏によ っ て 非汚染メ ス に奉化合物が移行ずる現象i孟

不妊化作用に お い て ボ ー ナ ス 的狩恕効栄 で 轟巧 ､ 絃栄時 に メ ス
､

矛 議 両性に封ずる自

動的恵不妊効栄発現の 道を提供する こ と に義彦る o こ の 考え方は最蹄に ホシ カ メ ム シ
､

P a9 te r # s におも- て 推 し進め られた ( M 蓬§n e r eも al .
,
19 6郎 が ､ 奉研究 で述べ た油性の 製

剤は こ の
"

不妊化の 伝播
書'

に理想的怒手持 を提供 するもの と思え る o
ツ ェ ツ ェ パ エ 防

除 にお い て は
､ 不妊化手段の 方が津虫手段よ53 もさらに効栄的 で轟る 三 とは既 に主点 n g

-

1 野 a n d W e呈d h a & s (19 8 6) が論じ
､

か つ 上述と類似の 油性製剤につ い て は ツ ェ ツ ェ パ エ

防除目的に
､
t B n gl ey e は ほ9 90 a) が評沸 して い る o したが っ て

､ オオ サ シ ガ メ防除皇 号

どの段階 か にpy 軸 r o x yf e n を施用す る こ とによ っ て特定発育期の 密度降下を経持で き艶

ぼ
､ 結果的に は金棒の 密度を下げる こ と に 繋が る o 薬剤 に つ い て ､ 今後の 更怒 る研究

が望まれる o
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第 7 車 吸 塵性害虫､
オオ サ シ ガ メ

､ 漫 歩n i藷u s と ツ ェ ツ 孟 パ 孟
I a . 柄 . 済 0 柁iぬ 穿S 招 終

内およぴ害虫誘引g3 標的装置上に おけるp 藤野T ¢ 癖 rlC3 残留性

第 i 節 緒言

放射性
14c -

p y 軸r e 癖 n を喝餅施用 した2 種類c) 害虫 ､
ツ ェ ツ ェ パ 孟

､ G . ” . m o 柁者-

ta 紹S 及びオ オサ シ ガ メ-,
盈 き和iix lS S に お ける放射性炭素

呈轟∈招 挙藤がそれぞれの 変態過

程 の 阻害 及び聯 招 解化阻害 と呼応 して い る こ とが 前車までg3 研究 で 明ら か に 怒 っ た e

しか し ､ こ れら の研究 で は放射性炭素量轟
c がp y rip r o 療転n ぞ 鍔 もの に由来ずるの か ､ ま

たは供読虫 によ る代謝分解産物 に由来 する の かど うか は不明招 まま 習 あ っ た o 実験蔵

賢か らは ､ 併読虫に弟理 さ艶たp y d p r o E yf e n の ほと んどが代謝を愛書チず､ 凝絶食物が ぞ

の まま次世代に移行 し
､

その 後 の 繁殖に影響を及ぼ した亀n と結論 した o ニ 転が 著者

の 以後の 開発研究 における理論的背景をよ吟強化するもの と怠 っ た o

以下に述 べ る実験 習 は ､ 虫捧 に戦野込ま髭たp y 軸 r e 霊き鹿 n の 太宰が束分解物 で ある こ

とを諒闇し た (L a rlgl e y et al 一

, 王9 9 2) o 同時 に ､ 実岡上の 残効性の 観点 か ら も自然条件

下に長期間暴露した場合の 奉化合物 の 残留性が問題 に な る o 実際場面の 自然条件下 で

不妊化モ デ ル 装置 に 施用 したpy rip T O 癖 現を曝 し ､ 放射性ま轟c -

py 軸 T O 癖 n の 高遠済終

タ ロ マ トゲ ラ フ 法 ∈H P L Cラ 分析による14 c 放射性炭素 の 追跡寛厳を好も盲その 残留性に

つ い て明ら か に した (L a n gl ey et al . , i 9 9 3) e

第 2 節 試験材料およぴ方法

1 ､ 供試虫

l
-

1 ､ ツ ェ ツ ェ パ 蓋
､ G . 軌 m O 柁ita 乃5

第 3 車 ､ 第 2 節と同 じ
､ 室内累代飼育糸田G . ” . 桝 0 汚 ぬ 籍S の痛と成虫を伺 い た o

1
-

2 ､ オ オサ シ ガメ
､ 漫 歩rBiig # s

上 記 と 同様鮮 の 堵 額虚清 敬 虚源 と し て 室内 ,
2 5 ℃ 予 で呂r呈§毛ol 兼学 ､ T §e t §e

R e s e a r ch i . ab o r a ぬr y が 飼育維持する系緩 (i . a 曙l ey a Eid Pif nl ey , 呈9 7 郎 を招 い た 8

2 ､ 放射性14c -

p y 軸 r o 野良n の処理方法

2
-

i ､ 放射性p y Tip T e E yf e n

第 5 車 ､ 第 2 節と同じ比放射能 も 2 .1 5 G B q m m o王
者

呈
絶69 G B q g

山

ま) を摺もーた 8

2 - 2
､

P y rip r o 野鹿n の 局所施用

P y Tip r o 野f e n e3 率量がま拝呈/ 東あたり呈軸g お よぴ2 ×18 5
軸 m 招 ま4 C -

野 軸 r o 癖 n ､

両方を含む よう に ア セ ト ン溶液と して 調整 した 6 調整液の 処理は
､

ツ 豊 ツ 孟 パ エ に

対 して は繁殖2 周期目の メ ス成虫の 渡部腹板に局所施用 した ｡ オオ サ シ ガメ に つ もi て

は ツ ェ ツ ェ パ 羊と ほ ぼ同様に し ､ 羽柁直後の メ ス 成虫 に範饗 した o ただ し
､ 放射性

lヰ
c

-

py rip r o xi fe n の 施用量法 号 3 X i O
5 d p m と した ｡

鍾0



2
-

3
､

王4c -

p 野ip T e X yf e a 碍所施用鹿田 飼育維持

2 - 3 -

1
､

オ オサ シ ガメ

碍商魂摺 した オ オサ シ 労メ の メ ス を透 明C3 ポ i) ス チ レ ン か ヲ プ に収容 し
､ 開放の

建 と同時に
, 各成虫g3 緯度場所と し 苦波紋 を畷零 した o 採夢持と 挙行して 毎遜 - 困給

餌 した e 毎週採卵 し た -

鄭は直ちに 放射能渦蓬 に供試じ た o 残巧は以後の 高遠 タ ロ

マ トゲ ラ フ くH PiJCき 河の 分析試料と し
､

バ イ ア ル 瓶 に て メ タ メ - ) L 清申に浸讃 ､ 貯

蔵した o また ､ 毎週採夢t
i3 し た聯 の 帝柁率調査を目的 に

､ 残り の聯を室温望5 ℃; 下に飼

育維持 し
､ 約2 i 日後 の鰐 碓を待 っ た e こ れら解 柁虫に つ も盲て 亀放射能 の 測窪 に解読

した o 同様に
､ 残巧 の解化培品に つ い て も以後のH ㌘L C 分析の ため にメ タ ノ - ) レ率に

貯蔵 し た o

- -

潜の聯で
､

3 0 日後に鰐化を認め た の で
､ 束解柁の卵と帝托直接将星齢仔

虫を困喫 して 同様 に測定 に供 した o

2
-

3
- 2 ､

ツ ェ ツ ェ パ エ

同様 に放射性
14c -

p y rip r o x yfe n を施用 し た メ ス 成虫を1 0 儲捧g3 ダノレ
- プと して 円

筒の プ ラ ス チ ッ ク 襲容器 に畷零 し
､ 毎日給餌 し

､ 産出する蟻を採取 して 以後 の 繁殖

試験 に 供 した ｡ 産出 した璃は2 5
o

C で飼育し
､ 発育の 各段階に した が っ て

- 蟻を確保

し た o その
一

部は直ち に シ ン チ レ - シ ョ ン カ ウ ン タ ー によ る放射能測定に供 した o

残り は上記と同様にH P L C 分析用試料と して メ タ ノ
ー

ル 申に保存した o 更に 号 処理 メ

ス成虫 に由来する
､

2 周期目およぴ3 適期 目に産出さわる蟻に つ い て 亀岡様に確保 し

I 8 日間の み飼育 し
､ 以後の 試験 に供 した o

2
-

3
-

3 ､ 両供試成虫の処 置

14c -

p y rip r 8 Ⅹyi e n を碍所施 した両供議虫 ､
ツ ェ ツ ェ パ £ およぴオ オ 菅 シ ガ メ g) 成

虫 につ い ても放射能の 測定とH 戸主£分析に供 した o 即ち も ぞわぞれツ 孟 ツ 孟 パ 孟 に つ

い て 法処理後3 6 日 の 成虫を ､ オオサ シ ガメ に つ い て はま連日およぴ5 3 日複の 成虫を供

した o また
, 実験期間中 ､

メ ス と 共に弼 ケ - ジ内で飼育した無処理 の 凍に つ も盲て も

同様の 測定と 分析を実施 した o

3 ､ 放射能の 瀦違お よび報㌘L C 分析

3 -

1 ､ 放射能測定

放射能測定用 に確保 した解 読虫を メ タ } - )レ液中 で磨砕し
､ 遠,む分離によ っ 苛 放

射性絶食物を含む抽出液と残澄と に分け た o 更 に残渡をメ タ ノ - 舟 で3 回流 い洗浄液

を遠心分港放出した液と食 - した o 合
一

幼出漁 の3 m 壬を シ ンチ レ -

シ ョ ン カ ウ ン タ -

用 プ ラ ス テ ィ ツ タ性パ イ ア ル 瓶 に採り N 2 気詫下 で メ タ } - )レを搾取させ た後 ､ 箪 5

車 ､ 第 2 節
-

4 に述べ たと同様､ 3 m 壬の シ ンチ レ - シ ョ ン液 ､
O p 軸a s e

``

純量§ 盛
事事

富

( L E Bき を漆脇 して 放射能の 測定に供 した 8 放射能は 済 丑 W a ぬe i2 1 ア R e c 鮭缶ぬ を問

い
､ 直接溺窟 した o

連星



3
-

2
､

H ㌘t E 分析

分析用 に好意した供議虫を2 m 壬の C H 3 C N 液に畷零 し2 分間超音波破砕した o 破砕液

5 00 拝1 を エ ッ ペ ン ド]レ フ遠沈管に採吟2 僻TP m 下で呈8 分閑遠心分離を待 っ た e その 皇習 ､

土浦液2 軸i を以後の 逆相タ ロ マ トグ ラ フ
ー

H P L C 法の 分節に供 した 8 H P L C の 擾惇 は

以下の 条件で涜出展閲した o 民事3 ち ､ 洩量をW a 陵r § 6 0 0 E の シ ス テ ム で 毎分まm l に 怒る

よ うに聯御し
､ 溶出液の 臼Ⅴ晩発度 (i5 V ab §o TP ぬ n) を波長2 28 n m で溺窪 ､

プ 田 ッ 卜

し たo

C ol u m n s

E l u e n t

Fl o w r at e

D ete ct o r

: 8 ×1 00 fr n
､
P a cki n g 軸 m

､
C 18 N e v & P a 盛 ( 鞄 t e p s) C a Ftfid g e

: C H 3 C N / H 2 0 - 6 8 / 4 8 (Ⅴ/ V)

: 1 .8 m L / f ai n .

: W at e r s 99 0 u V (2 2 0 n m ) m tllt呈1 貯a V e l e n g 蝕 p h ot 8 d呈e d e a r m

d ete et o r

以後 ､
カ ラ ム展開洩出港を1 分毎 に採取 し ､

14c の 豊をL 施B シ ン チ レ - シ ョ ン カ ウ

ン タ
-

で 滴 っ た o な お ､ 本 分析 はI N R 鬼 (王提Sti毛u t e N ati o n al e d e 艮e e h e r e h e §

A g r o n o m iq tl e ,
V e r s aill e s) の B e r n a rd M a tl Ch a m p 博士 にお療も与 した o

第 3 節 結果およぴ考察

第 1 項 オオ サ シ ガ メ のi4c -

py rip r o 癖 il

試験結果 はT abl e 7 -1 に まと め た通り であ巧 ､ 局療施用 した呈轟∈ -

p ぎ軸r e 癖 n 杓 う葛
､

約iO % の 放射性14c が1 4 日間 ､ 処理 メ ス成虫終に残存した o

-

方 ､
き議席施摺豊 ､ 1 軸g の

p y T董p r o k yf e n をもと に ､ 帝に取り込まれたl 轟c の 放射能量琵窟低か ら計算すると 号 こC3 期

開申に処理 メ ス が産ん だ卵 に 注
､

0 .8 7 % -

0 . 5 % の14 r

c -

放射能が認め らゎた o 馬蹄施用

後 ､ 21 日か ち28 日目に産下 さ艶た輿 の 内部に お い て p y rip r o 野短n が代謝 きれた尭鱗 は認

め られな か っ た o 取り込み 量の 減少 は
､ 恐 らく母終 に お喜子る代謝､ 排滑に 由来する と

考 えられ る e タ ロ マ ト涜出頭労の
i轟c の ほと ん どは標準品 ､ p y ri p T O X yf e n C3 洩出頭分と

-

鼓し たo

しか し
､ 処理30 日後 に産下 きれ た聯で は養分解性p y 軸r o 癖 n g3 量は38 % 以下に減少

し た 8 と は言 え
､ 同 じ経過暗闘の メ ス 成虫で 娃状況 が巽怒り7 0 % もの 養分解性の 凝絶

食物が残存 し
､ 更に53 日複 で もそ の状況は変わら恵 か っ た o

以上の 結果は
､

メ ス 捧内に 貯蔵 されたp y 軸r o E yf e n が代謝され ､ 輿理38 日後 には
､

生

じた極性 の 代謝産物 が メ ス か ら卿 へ 送り込 まれ たもの と強く示唆する ｡ メ ス 成虫 か ち

帝 に戦ゎ込まれた1 週目当初に あ っ た約50 n g (皇. 7 ×18 3d p m ) のp y 軸T e X Yf e n 選ば ､ 築理

後2 1 日目 - 2 8 日目の 開に2 .5 n g (0 . 8 ×皇0
2) へ と ､ 次第に減愛 した e こa ) 現象は

､
S O 肖

後に お いて取り込まれたp y rip r o x yf e n の親化合物が処理量 の38 % 以予に減愛し , 聯 の解

化現象を揮っ た ( T abl e 7 -i) e

特に興味深 い
.

こ と に ､ メ ス と共 に嗣
- 零署内 で飼育した無処理 の オ ズ がl 唾e の 放射活

性を帯びた が
､ p y r圭p T e 野良n の 溌絶食物量に して わずか約2 5 n g で

､ 全体招6 % に しか 過
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ぎ蜜 か っ た o こQ) こ と から ､ オ ス が ､ メ 議 と姥ぺ p y fip T e 軍き鹿 追を代謝する能力が著しi

高くな い 限り ､
こ の 程鹿田 量は容器内に メ ス が 辞漕 した糞が汚染者と怒 っ た ため と考

えちれる e

T めl e 7 -i /f b e fat e ef p y 軸 T e E yf e 温呈n a ぬl毛§ 姐 d e g g s 8f 盈 き和iix # s 芸虚e r tr e 盛 m e 泣t 8f a 血重苦

f e m al e s t o pic aliy 威血 玉梓王a c et o n e c o n t a呈n ぬg i 軸g py fip r e 時短n a n 盛3 ×1 8 5 軸 m F 盈d量ぬ b -

elie d p y rip r o 野fe n 転efe r e pla e重昭 W i 払 fn al e s

S a m pl e T l m e 血 r A g e ef ぬ盛i 飽 e 敵i昏 勉 払e n畠e

t T e at m e 虚 s a n pl e p y Tip r o 癖 n

( ぬy s) ( 晦 s) 軸 m 喝 e 耶 王Ⅴ. 鰐)

E g g < 7

E g g < 7

E g g < 7

1 - 7 2 .2 ×呈¢喜

7 - 1 4 1 .7 X I O3

1 4 - 2 1

E g g 7 - 1 4 l - 7

E g g 1 4 - 2 1 1 - 7

E g g 2 1 - 2 8 1 - 7

E g g > 3 0 1 - 2 5

1 s t i a s 払r

彪 u壬ts

F e m Ble

F e m 盛e

> 3 0 > 2 0

1 4

5 3

” al e 5 3

4 .5 X l oョ

2 .O X 呈0 2

3 .4 X 1 0 2

O ,き×i O 2

< 1 .0 ×1 O2

< 1 .0 ×1 O2

7 9 4 .5

5 7 9 2 .0

1 5 9 2 .e

7 89 .2

i l 畠2 .3

3 9 i .7

< 3 2 2 .e

< 3 芝7 .O

2 .2 ×呈伊 7 3 0 79 .5

7 .O X 呈e3 2 3 3 7 3 .e

0 -8 X ま8望 2 7 8 .5

喝 e q u iv .; e s 畠rrla;t e d e q tliv ale rlt a 柑 O tlrlt ( 喝) o f p y rip T e 野fe rl e ale ぬ t e d fr e 抗 r a 8i e a e 鶴首墓守 況 e a S u r e 盛呈邑 ぬ e

s a m p壬e d e g g s

第 2 項 ツ ェ ツ ェ パ エ の 14c
-

p 酵ip r o 密挺fi

メ ス の 繁殖第2 周期目に は処理 した14 c -

p y rip F e X yf e n が幼虫に取り込 まれ , さら に 処

理 量金棒 の 約2 0 % が蟻 に取 り込 まれ た ( T a bl e 7 -2) 第2 周 期目 に塵 ぬさ ゎた頗 習 は

i4 c -

py rip r o x yfe n は メ ス 親 に 処理 し た豊の 5 % Bi 下とな っ たが
､ そ艶で もpy 軸r o x ヲ庵 n

の 幾代食物と して は取り込み義堂捧 の畠3 % を畠め た o 第3 適期目の蟻 に怒 ると を招 量は

処理量の 0 . 3 % に減 じ
､ 親柁食物と して の p y 軸r o 野f e n は磯り込 み孟の 6 5 % に減少 した o

一 方 ､
こ の 時期 の メ ス 成虫に は処理 した放射活性の 3 % が残る に過 ぎ怒か っ た が

､ まだ

p y rip r o x yf e n の 親化合物と して はその 残存豊 の7 7 % に達 して い た o したが っ て ､
ツ 王 ツ

ェ パ エ に お け るp y ri p r o x yf e n の 代謝 は緩慢で も 蟻 に取 i3 込ま艶た養分解の p y 軸㌘e 癖 n

量 は メ ス 親 にお け る その 存在豊を反喫 した と観 られ る 8 し か亀 可 蟻 の 体内にお い て首孟

更 にpy rip T O X yfe n が代謝された兆候は ほと んど恵か っ た o

4 3



T a ble 7 - 2 . 徽 e 払紐 ¢f p y rip T O 野fe n i丑 ad 由t§ a 温d p u p 好量盈 ef a . 粥 , 紡 胴 着ぬ 発雷 芸虚e F 醜 貌 孤 e n モ

of ad d t fe m al e s t o p圭e芸出y 繭血 l終I a e et e 温e e O 私宅aiBi 喝 i 軸g p5癖p r o 霊き痕 n 盈n d 2 X 呈e5 d p m

r a 戯 o r ab ell e虚py rip T O】曙鹿n

琵e p ㌻o d tl こ滋v e ey e壬e A g e of ぬ8主o 盛 東ty / i艮S e e t 勉 ぬe 嘘 e

血 r tT e a 醜 e rlt p tlP 由 py 軸 F O 野転提

田野 §) dp 出 陣g e q B 汎 悌)

E n d of 3 (3 6 d 野S)

1 - 3 4 B X 1 0 4 2 .0 9 8 .6

1 - 3 3 .4 X 呈04 i .7 畠7 .2

1 0 - 1 3 3 .7 ×18 尊 皇.8 轟さ.鍾

1 7 - 2 0 逢.e X 18 凄 2 .8 8 1 .6

1 1 .O X 王O 4 0 .5 8 3 .e

7 - 1 0 5 .O X I O3 e .2 5 8 6 .2

l - 6 6 .0 ×l O 2 0 i)3 6 5 .e

戯tllt fe r B al e 6 I8 ×1e 3 8 .30 77 ,e

第 5 車 にお ける ツ ェ ツ ェ パ エ に対する14c -

p y rip r e 濫yfe n の 追跡寛厳 による研究老来

で
､

メ ス 成虫の 生涯に不妊効栄をもたら すpy rip r o E yf e n の 畳が
､

1 東あ た吟2 0 喝 感要 で

あ る こ とを明らか に した o 本研究 か ら
,

ツ ェ ツ ェ バ エ の メ ス 親 に お い て 法py Tip r e 喝痕 n

の 代謝が緩慢で あり ､ 確 か に捧外 に も操出され るが
､ 産出 される 全て の 子孫が変態 に

失敗す るに 十分恵py rip r o x yf e n の 豊を体内に維持 して い ると緩詣で きた o 這 う した代謝

Q3 様相は オ オサ シ ガメ ､ 盈 きn i藷髭5 におもちてもほと んど駁喪状況で 養 っ た o しか し怒が

ら
､

ツ ェ ツ ェ パ エ の 場合と放校すると ､ 者オ サ シ ガメg3 メ ス成虫呈鰻轟 たゎ王O p-g 亀の 尭

量の pァ軸r o 野f e n を処理 して も ､ 処理後38 日 田 岡に慶良される全て の聯 の 生育を妨蔓ヂる

の に足る十分を量g3 py rip r o 癖 n が卵 に 移行する こ と ば密か つ 藍 e

何れに しろ本研究か らも ､ 結論と して 次の よう に冨 えよう o 民事鳩 ～ p y 軸r o 密魚rlを不

妊化手段 とする オ オ サ シ ガメ の 防除戦略に おもi て は
､ 寒害虫 の 生息場所 で 凝 る建物 g3

割永日や休止場所 に本鞘を処理する 怒 らp y r量p r e 野f e n に封ずるオ オサ シ ガ メ の継続的な

接触を確 か なもの に し得る o

-

芳 ､ p y 晦 r o x yf e n 固有の 化学的安定性と奉化食穆 の ごく

少量に対する ツ ェ ツ ェ パ エ 幼虫の極 めて 高い 感受性に着目ずれぱ､ p 酵ip r o 癖 n が ち 現

在 ピ レ ス ロ イ ド化合物と牛の 匂 い と の 組合 わせ を董捧と する ツ 孟 ツ 王 パ エ 誘引用の 回

転標的法 ( 7 ラ ンキ ン グ タ ー ゲ ッ ト) の補完手段と して 患者用 で ある に遥も篭恵も5
o
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第8 車 鱗連日害虫 ､
コ ナ ガ

､
Pl鄭teii a 野io sieii a の 全党膏諾 テ - ジに対するp y T量p ㌻e 濫

-

yf e n の 影響

第 i 節 緒言

前車ま で の研究結果 ､ py * ㌻o 野f e n が親を経由 して 化合物 が次世代にも移行 し
､ 繁殖

阻害をもた らすこと が 明ら か に 恵巧 ､ 従来 の 合成 ジ 孟 ペ ノ イ ド化合物と は尭も盲 に異 な

る特鞍 で ある こ と が判 っ た o M a s n e r et aL , ( 1 9 68) でiま推定 に過 ぎな か っ た ジ 豊 ペ ノ

イ ドすヒ食穆 の 塵 予聯 へ の 移 行すヒ食物 が物 質的 に捉 え られ ､ そ の 存在 が 議明され た o

lヰc -

p y fip r o 琴海n をそれぞ艶の 両親 に処理 した ツ ェ ツ 孟 パ エ
, a . ” . m ∂汚 ぬ h S g) 噛 ､ 及

びオ オサ シ ガ メ
､

R . p r Biig 在S の 聯 に 太宰が養分解の ま まの親絶食穆 と して 磯Q3 込まれ 写

それぞれにお い て B1 複C3 変態に影響 を及ぼ し ､ 発育を得度させ る 三 とが 明白に怠 っ たo

しか し ､ こ こ に至 っ ても こ れら の害虫 が
､ 偶 然で はある が河東亀吸虚性 で あり ､ 艮

つ
-

方 は賀題目で幼 虫胎生
､ 飽方 は辛壇 目で 両種とも に不完全変態様 に属する 三 と か

ら ニ う した現 象はp y rip r o x yf e n に対する こ れら昆虫の 特殊な反応績栄で あると い う昆虫

学的観点の 疑問が提示 され ､ 専門家 の 疑 い すら誘 っ た 昏 特 に m e 醜o p T e n e を綴 っ て き た

研究者 に その 傾向が強 か っ た o これ ら研究成栄に つ い て は開発当初 ､ 学術的に発覚蓑

で ある こと も手伝 っ て研究成果の意義に つ い て も疑問視 された ( E d 腎 aT d §, P .

車
, 1 98 6 , 敬

伝) o 確か に
､ 本化合物 の 害虫に対する影響に つ い て の研究は

､ 幼虫恕嘗 が問題 と怒 る

鱗廼目害虫で はp y rip r o 3tyf e n の 作用がどの よう で ある か
､

それまで 全体像が把握さ鈍る

こ と が 密 か っ た o そ の 主 な 研 究 は
､ 車代食物 発 見 の 基礎 と な る ハ ス モ ン ヨ ト ラ ､

S? o 車 紳 和 iii 鉦 和 を用 い て H a 嘘 o sh呈(1 9 8 7 , 1 9 92) が精力的 に行 っ た内分泌撃暗視虚妄=

基づ く成果 が あ っ た o しか し
､ 変態 に 対する影響 に つ も盲て 全党膏ス テ ー ジ堂てさ≡ つ い

て 検討 した わけ で は なか っ た e 後に は ､ 飽の 特窪の 鱗濯目害虫に つ も盲号 ､ ぞの 奴書籍

階に焦点をあて た研究成栄 が幾つ か 発表 きれ たが
､ 同様に限 ら艶た 発育ス テ - ジ の 凝

が対象で あ っ た o 例え ば縫物検疫上の 閑Jむか らY e k o y a m a a n d M 呈Il e r (ま99 王ラ が シ ン ク

イ ガ頬にM uly e a n d G o r d o n ( 19 8 9ラ が森林害虫 ､
ハ マ キ ガ科の 巨ウ ヒ シ ン 卜メJ ＼ マ 率

ガ
,
S p r tl ∈e もtld w o r m , C h o 痕io n e u r a 顔m lfe r 死点恵ど で影響哀調 ペ 確告して い る に過 ぎ怒

い o こ う し た
､ 幼虫が恕害す る昆虫で は ､ 過剰脱 皮傍摺に より i 序説で亀述べ たよう

に
､ 儲 捧が女きく なり食害 が い っ そ う増す蔑どa) 輝 摺もある こと か ら

､

一

般 的に はを

れ段土の 応用評価が無意味 で ある と思わせ る o

した が っ て
､

拐下の 研究 で は ､ 鱗竣目害虫 で あり防除土も抵抗性が問題 と な っ て もゝ

る コ ナ ガを対象害虫と して 選び
､ 改めて p y ri p T O 野f e n が解 か ら成虫ま で その 生育に どの

よう に影響する か 網羅的に調 べ
､ そ の 倖用の 全体像を把握 しよ うと し た o また実用防

除 の 上 で
､ どの よう な変態 へ の影響 が適用可能 で あ る か を探 り ､ 考察 しよう と意図 し

た o 結果時に
､ 従来 か ら ジ ュ ペ ノ イ ドで簸 ちれて い る種々 の 生理現 象に 対する影響が

コ ナ ガ で も例外で は 恋 い と確認 し
､ 不妊化作用が実 用防除 巧 土で適 用の 可能性が高 い

こと を明ら か にレた ( O o tl C hi , 2 0 0 5 aきo

*
英国 如ÅF F Sl a w i B b : ( M 量ni str y of 勉 Ti c u 触 T e 事 Fisあe Ti e § 姐 d F e e d o 現 ､ D ep a rt -
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m e nt ぬT E n ぬ o n m e 醜 ぎo o d a n a 鮎 花王 脇 T S
､

∈e 毘なa呈S e量e n e e i B 転e r a 紐/r y (e §Lきき

第 2 節 試験材料およぴ方法

ま ､ 併読昆虫

住友柁学工業 (株き が維持する コ テ ガ
､ 髪 x3'io si eiia を用 い た 昏 た だし

､ 奉読騒 で は誓

温 ､ 2 5 ℃ ､ 照 軌 14 明 - 1 8 噂および相対淫度 浪 H 専き 60 - 7 8 % g3 桑件下 で累代飼育守

る常盤剤感受性系統を軽摺 した o

2 ､ 試験方法

2
-

i ､ 使用薬剤

特 に断 ら恋 い限りpy rip r o 野f e 邑aぅま0 % 乳剤を所定C3 濃度に番現 して 使用した 窃

2
- 2

､ 卵 へ の 廼理

産卵 前に
､

キ ャ ベ ツ の 葉に所定濃度 に希釈 し た乳剤添を散布 し ､ 嵐乾 し た緩 ､ 処

理面に 教頭の 成虫を故崩 して産卵させ た ｡ こ の節 ､ 8
- 2 4 時間内a3 産下 敷 野ち産卵

o 時 にp y Tip r 8 野f e n に接触し た聯と して 以後の 調査に供 した o

産卵後 につ い て
, 産卵8 -

24 暗闘接恵よび2 逐
一 機番閉経過 した聯 に所定濃度搾乳剤

を直接散布 した o 以後2 5
B

c 下の 室内に静賢 し
､

5 日複の 産卵 数とぞ の新化寧を調査 し

た o ただ し
､ 乳用の 散布澄度は有効成分と して p y 軸r o x yf e n の 有効成分 ､

5 0 p p m を含

むよう に 予め水で希釈詞塗した o

更 に
､ p y 軸T O 野fe n C〕率墓変化と 産額に対する影響を観るた め に式 敷 5 対の メ ス

､

オ ス を ､ 乳剤を範理 して い な い 新鮮 恕キ ャ ベ ツ の 輩に1
-

5 時間放崩 して産卵きせ た ¢

産卵6 時間城内の邸 に つ い て キ ャ ベ ツ g) 章ごと処置深度e3 希釈乳剤液に2 0 秒間浮讃 し

た o 風紀綾プラ ス チ ッ クg) 容器 に移 して室内に 静置 した ｡ 処理7 巨ぎ後 ､ 鰐化率およぴ

餌代経堂幼虫敦 およぴ敦死数を調査 した o ただし
､ 乳薄綿 処理漬 にお け るpy 軸 r e x

-

yf e n の 率豊餐柁は有効成 分と して 8 . i
､

i ､ 1 8 およぴi8 8 p p r n g) 濃度が得ら煎るよ うに

永で希釈調整 した e

2
- 3

､ 幼虫 へ e〕処理

二 通りの 発育段階 ､ すなわち ､
3 齢幼虫と終齢幼虫を悶も盲 た ｡ 3 勝助盛につ い て は

予め新鮮な キ ャ ベ ツ の 斐を所定乳商港 にま分問浸漬した o 展乾後､ 約3 e 蕗を放飼 して
､

こ の py rip r o E yf e n 処理 の 襲を餌と し3 日開飼育した o その 乳 新鮮な観梅理 の 襲と入

れ替え浸漬処理開始7 日後 に
､ それぞれ , 解柁幼虫致 ､ 生存と致死幼虫数 ､ 噺ヒ数恵

よぴ成虫羽花数を調査 した o 敵 餅と して 与えキ ャ ベ ツ の 発の 食嘗程度を詞蓋 し た e

っ ま吟 ､ 供試した キ ャ ベ ツ の 婁の幼 虫による 食療数を目視に より数え ､ 無処理区の

被害 数の台数をi OO と して 処理澄渡毎の相対的恵被害率を3 日白と7 日目に つ い て 合わ

せ て深め た o ただし処理乳期の 深度は ､ 各々 8 .皇,
ま

､
呈緬 よぴ 呈O8 p p m 招 有効成分が

縛 らわるように喪で希釈調整 した o

壕6



さら に ､ 終齢幼虫に5 8 頭 に つ い て も同様に処理尊を与え飼育し藍 ⑳ 野ち ､ 乳剤の

有効成 分を以下の 漂蜜 ､ 凄
､

2O ､ 呈8 0 およぴ58 8 p p m に調整 して与え
､
3 齢幼虫と事司様

に して 襲理7 日複 ､ 変態に対する影響をみ た o

2
一

連 ､ 蟻 へ の 処理

終鈴幼虫を題詞膏容器 に授Å 後3 日以内に頗すE し た38 個体に対 し ､ 容器の ブ タ の 間隙

か ら噴寄液 が内部に到達する よう に
､ 乳剤 招 各席定演度を2 m の 距離 か ら散布 した e

散布7 日後に成虫羽すヒ数を調査 し た o ただ し水希釈の 乳期濠度を以予に設定 した ; 凌､

20 ､ 1 88 および 5 8 8 p p m o

2
-

5
､

成虫へ の 処理

2
-

5
-

l ､ 散布廼理

羽柁 ､ 2 4 時間以内の メ ス
､

オ ス成虫 ､ 各2 0頭を予め ナイ ロ ンネ ッ ト ( メ ッ シ 3 ' サ イ

ズ
､

< 1 m m ) で 預 っ たi 辺が1 4 e m の ス チ - ル 砕撃箱型 の ケ - ジ に収容 し
､ p y rip r o 冨

-

3 痕 n の 有効濃度 ､ 1 0 0 p pr n の 喪希釈浜を手動の ミ ニ 散布署 ( マ ル } ､ チ産業 (錬) ､ 棄京ラ

を伺 い て ネ ッ トに向けて散布 した o 散布後ケ - ジ内 に ダイ コ ンの 芽だしを克 艶産輿を

させ た o 以接の 採卵 ､ 解化寧の調査の ために毎日新鮮怒ダイ コ ン芽だしと蜜擁した 8

2
-

5
- 2

､ 塗布接触処理

次の 三 通巧の 処理を実施 し
､ py 軸 r o 癖 n g) 成虫に封ずる影響を調査 した 昏

-

方は
､

p y 軸 r e x yf e n をア セ ト ン に 溶解し ､ 産経9 . 5 e m の ア ル ミ ニ ウ ム 箔に 塗布 した o 風 乾､

溶蝶 の ア セ ト ンg) 搾散後 ､ 来賓尾の メ ス
ー オ ス 別々 に各々2 0 頭ず つ 輿理面にま時間義

劉的に 接触 させ た o 飽方は菜種油と ア セ ト ンの 浸食 ､
ま:5 0 招 溶蝶と して予め ア ゼ i ､

ン にp y 軸r o x yf e n 溶解 し
､

ア セ ト ン処理と同様に 強嗣接触 させ た e ただし -
ア 老 ト ン

単独 ､ 混合溶媒轟 い ずゎ におも盲て もI m 呈塗布によ っ て pi Tip r o査き癖 n の 有効成 分が平方

セ ンチ あた吟0 . 0 逢g 孟.i . と怒 るように希釈調整 した o

第 3 節 結果

第 i 磯 節の 解化に 対する影響

P y rip r o x yfe n を処理 し た卵 の い ずれの 鐙適時閤 で も 預 明 らか に 墜発生に 異常が お こ

り解 化阻害が認 め ら艶た o 特に
､ 舜の 齢期が 莱だ進ん で い を い 産卵直接 の 若 い者郎= 対

する 影響 が 太き か っ た Q なか で も ､ p y ri p r o 霊yi e n を処理 した葵面 に産み 落と された舜

およぴ産額2 4 時間似内に浸漬処理 した邸 で は
､ 9 0 % の 帝 に筋子巳阻害が生 じ ､ も竜ずれも

わずか 10 % の解化率を認 め たに過 ぎ恋 い e しか しをが ら
､ 齢期 が進 ん だ夢βで は影響が

解消され ､ 産卵後2 4
-

4 卵者問経過後に浮漬処理 した機番で は帝化挙 が78 % に達 した

(T 包もI e 8 -1) o

塵聯6 時間後の卵 にT abi e 8 - 2 に 示ずよう な車量範囲を処理 し たと 三 ろ捜 ぽ処理澄度に

応 じ た解化阻害の 影響が認 始られ た o 0 . 呈p p m 凝理 で も2 7 % の鰐柁阻嘗 が認め られ i さ
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ら に雑理漂度 が高く 怒れぼ解柁阻害寧亀高i ､ 9 8 % に達した o 帝化し た幼虫の 生存率

も極端 に乾くわずか O
-

8 . 5 % を示し たo こ 釘畿撃は帝托直後の 敦発着≡起因 しても篭る e

T aも王e & 呈･ V i逢 姐呈fy of P . 頭o steiia e g g s of 盛H e T 組 t 喝 e S & e 盈t e 遠 野 独 p酵蔓p T e 霊警庵 n 宅n - 5き

T r e 盛 毘e n t C 8 a e . 王n h呈b呈由fl ef e 崩若h 盛e h 騒き

由p m ) - 2 尋- 伊 O - 望4 2凄- i 8玩

P irip r o 野f e n 5 0 8 9 .3 9 8 .3 3呈.6

U n t f
'

e at ed O 0 O

a P ai r s o f a 血It s 腎 e r e r el e a s e d e flt e C a b b a g e pl a rlt S a 鮎 r s p r 野i 昆g O r b e ぬr e 琴r 野主n g ;
- 2 凄- O : o vip 8 §鮎 d

b e t w e e n 0 - 2鍾h･ aft e r sp T a 軸 g ; 0 - 2 速 急n d 2蓬 - 遠敷 o vip e sit管d b e t 背 e e n e - 2 4 h a n d 2凍功B h b e f o r e s 野 聯 喝 亨

r e §p e e怒v ely .

N ot e : N o e g g rltl m b e r s a r e r e P O 痕 d i n thi s e x p e ri m e rit b e e atl S e Of r e e e r 血 g e T T O r
手
fi e V e r ぬel e §§ 也 e y w e r e

w iぬi 迅th e r a flg e Of th e s e o b s e r v e d irl T a bie 8 ･2 .

T abl e 8 - 2 . D o s e r e s p 8 n §e d at 盈f o r e 宮g S Of P . EPi o sieiia t r e at ed 威th p y rip r o 喝痕 n (a - 3)

T r e atr n e n t C o rl C . N e . ef % U f曲 a 転換e d % 圭慮 押 a e

由p 鎚) e g g s
畠

e g g 昏e 盈d 彪iv e

P y rip r o E y fe a

t5i3モr e 盛e a

e .1 1 2 6

1 i 6 8

1 e 1 5 1

1 Oe 16 9

8種

2 7 .O 4 i .3 3 1 .7

4 9 .ヰ 4 5 t3 5 .2

6 7 .5 3 1 .8 e

8 9 .3 1 0 .7 8

3 .6 鼻B き卓.呈

a E g g s e vip o §it e d w 董払i n 6 h w e r e u 慧ea . i .& r V al m 8 派盈鞄 w a s T e e O T d e a at 7 d ay s 幽 r 醜 a t 別 e 醜

第 2 項 幼虫の 変態に 対する影響

軽理 した3 齢幼虫 で 法 ､ py Tip r o 野良n の 有効成 分量
､

o .i
-

ま8 p p m で も璃 へ の 変態 が呼

止 した o そg) 停止率lま解読幼虫数の6 .7 % と2 4 ,1 % で あ っ た ( T 盛I e & 3) o よ巧高演度廼

T 盛I e 8 -3 . E 鮎 ct of p y tip T e 癖 n t r e a tf n e n t O n 3 rd i n §臨r l a Ⅳ a e 8f P . 琴iostelia ( n = 3き

T T e at rn e nt C o fl e - N o . ef C e r ㌻e et e d fn O ぬ圭i呼(%)

由p m ) 壬a r v a e

% R e壬感官e 守a壬tl e ef

ptlp a 由fl 逢盛ti董t le af d 記笥 聯 ar e 孟

6 (汐 跡) 飽 e rg e 艮e e i溢3 t o 7 軸s

P y ii p r o 野 良r1 0 .1 3 0

1 2 8

i O 2 9

1 0 0 3 0

U n t T e at ed 2轟

3 .3

i 3 .9 7 3 .9 9 2 .2 6 .7

1 9 .3 6 e .O 8 3 .3 3 ` 6

3 .4 4 2 .1 5 5 .8 2 4 -1

3 .3 1連事1 2 8 .1 5 0 .8

7 .ま 呈O .7 1 4 .3 8 5 書7

6 .7 6 9 .3

3 .6 2 7 .1

1 7 .2 1 e & 6

6 .7 呈9 2 .9

53 書6 i 彬

遜D A T : D a y ( §) 血 r & e 盛 招 e rlt

4S



理 で は ､ 過 潮巌疲 の 尭き な幼虫を生iS 恵 o しか 亀退潮艶窺幼 虫区で 援助虫の 鞘開亀鑑

濠度処理由来 鍔 幼虫よ細長く恵巧 ､ 餌として 尊え た率 ヤ ペ
､

ジの 聾者≡封ずる食嘗が 糞き

く怒 っ たo

-

兇矛盾するが
､ 興疎深もi ニと に さち に高濁度のまO 8 p p m 処理で は埠理虫に

5 O % もの蟻碓が お こ ゎ ､ 且つ ほと んどg3 痛 は発育を障虚i ,
､ 成虫羽化が阻嘗さゎた o

-

方 ､ 老齢幼虫管 辻3 鈴幼虫の 機番と は発意り
､

T abl e 糾 に 見ら艶る蓋うに 多i が噛

の 段階で 発育が阻害 される こ と 豊く成虫羽柁 に成功 し た e

T abl e 朗 . Effe ct ef p y r呈p r o 野良f l もr e atr n e n t o n 鮎 al 呈n §毛盈r l 急汀 a e ef P . g3i 8 Si eii a (昆 = 2き

T r e a t m e fit ∈o n c . 恥 . of 鬼ぬIt e 訟 e rg e il e 曽 a t 7 d 野§

由p 税) la fV a e 急鮎 r t T e 還監凱e n 毛(%き

P y 軸r e 野fe rl

tJ nt r e 盛e d

4 1 0 8 4 9 A

2 0 1 8 0 凄L 0

呈8 0 1 8 e 23 .a

50 0 王00 13 .8

i O e 93 .e

第 3 境 域 の変態に対する影響

T abl e 8 ･ 5 に示すよう にpう癖p T O 癖 ri の 噴発処理 は
､ 輔の 発育を止め ､ 成虫の 羽托を阻

害 した o しか しそ の率量反応 は
､ 処理 したp y 軸r o x yf e n の 有効成 分浸慶 一

4
-

5 8 O p p m の

範囲で は明確で は 怒か っ たo しか も4 p p m の 輿理漠塵 で は見かi-亨影響を受 ぼ貰 い 恵 い よ

う であ っ た8 しか し ､ 腿後に羽柁ずるだろう成虫由来符 節数ある い ぼぞg3 餌代寧毒≡ つ も盲

て py rip r 喝 痕 n が示すだ ろう変態過程 に対する影響に番目 した調査は賓施 し密 か っ たe

T abl e 8 -5 . E 飴 ct ef p y rip T O 癖 n 毛r e at m e n毛o n p 現P 盈e Of P . 琴i oぎi eiia ( n 空3き

T T e atf n e nt C o rse . 河o . ef 河e . of 対o . o f 戯 tl蛭a

(p p f n) p tlP 盈e d 飽 d p tlP 孟e ad u捷s e r;l e 曙ed e m e 曙曽n e e 弼

P y 軸 r e 癖 n

U n & e at e d

4 3 0 4

2 8 3 0 i 2

1 0 8 3 O 1 5

5 0 0 3 e 1 3

3 0 O

2 6 86 .7

呈8 68 .O

i 5 58 .O

呈7 56 . 7

3 O 呈e O

a O b s e r v 盛i o rl S W e r e m ad e &t 7 d 野 S ぬ r t F e at r n e n t

等 4 項 成虫に対する影響

Fig tl r e 8 -1 か ら明ら か 恵よ うに輿怒 る清輝系 で調整 し たpぎ軸r o 移転n をア ] L ミ ニ ウム

箔に塗布し
､

成虫を薮翻暗に 接触させ ると 産卵 へ の 影響が 出た o 特 に植物油で あ る菜

種油の2 % を テセ ト ン に涙含し た系で妄孟産卵数も極端に少怒く
､

産卵緒将に 海狩 る メ ス

1 頭の 産卵率均致 は1 0 儲以下 であ っ た o しか もその 節托率は抑制され ､ 処理後ま日 官書=
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産卵され た舜 で は7O % i;R 下 の鰐托撃を示 した o 費招 後 援呈e % 前後招 蔑も盲解亨監寧を耗拷

した ( T a bl e & 6) o ア セ トン に溶解した機 番義盛卵静観 招 効栄が義宅発現 し ､ 盈 つ 解化

革も植物油混食と似た傾向を示 した B しか し ､ ア セ ト ンの 壕沓緩 も 5 日目に埴穆油菜食

系狩 場食と は克きく異 な っ て
､ py * ㌻e 癖 n の 影響が少巻く怒巧解柁挙が88 % まで困授

した o 対jF!召e) 無廼理 メ ス の 場合と娃 ぽ同 じ程度 で あ っ た o

50

買

崇 40

＋1

q)
-

一書 38

磨
＼

夢20

i

芸 10

1 2 3 4 5 6 7

D ay s a 触 r t r e at m e rlt

Fig . 8 - 1 . 如 e r 喝 e n u m b e r of e 宮g S p r O ぬ e e d p e r a 血it fe m al e of f . x pi o sieiia e x p o s e d fo r i

h o tl r t O difEe r e n t 払T rn tll atie n s of p y rip r o 癖 n o n 盗まtl m i n呈tl m foil at th e r at e of 8 . 馳 m g

a .i ./ e m 2 ( n = 執

辛
- ●

,
A c : C a n ol a O il (5 0:i) , ” ,

彪 e 細 e 海ラ,
友 一 - よ

事 ∈e 鎗 el 挺 :C a n el a O 呈i ,

50:1 al o n e)

T abl e & 6 . P e F e e n毛 e cl o si o n & o f n e g g s P r O 血 e e d b e宕哲 e e n i a nd 5 ぬy s ぬ皇I o 威 n g e 濫p O S ti T e

ef a 血it P . 琴iosteii虚 モo a n ぬ m in重税m S u ぬ e e tr e at ed 威th py 軸 r o 画鋲n 量n 盈e 鋤 n e o ㌻呈n

a c et o n e : c a 昆Ol a oil ( n = 4)

S olv e rlt Sy S 陵rn D o s e D 野 盛 e r tT e a 観 e n 炉

O ･O4 r n g / c m 2
1 2 3 4 5

tl n t T e 盛 ed (鬼C : C a n ela

oil
,
5 0 : 1)

A c et 8 n e 鍵) ＋

A c : C a n ola o il (5 e : 1) ＋

9 7 .9 9 5 .9 9 5 .呈 9 7 .3 9 8 .9

釦 .2 5 5 .4 3 3 2 3 i4 7 9 .5

6 7 1 2 1 .3 9 .1 2逢.i 9 .9

a E g g h at c h w a s rr1 0 n it o r e d at 5 d 野 §f o ll o 腎i n g e a e b o 軸 o s量ti 紹 ( % e al e 朗盈 鮎 ri W e r e b a s e d o 8 th e e g g

ritlr B b e r §i n Fig . 8 -1) .

第 4 節 考察

鱗 遜目害虫の 卵に お け る発育に 対す るp y 軸 r o x yf e n の 影響を調 べ た例 は極め て 少彦

くそ の 研 が限 ら れて い る o ゑs h e r a n d E l呈y a h u ( 1 9 88 ) の E g y p 鮎 n e ott o rl l e af 野 O r m ,

5e



S9 8 軸 te 柁 ii 飽 和iis で帝苦 した産亨直後招夢βがp y r量p T e 癖 n 田 野響を葬常 に受狩易も盲と

い う弼や ､ 植物検疫上e3 観点 か ら シ ン ク イ蛾常 の ､ 御者a きo 榔 狩eii a およぴ G 托拶鬼8ii -

t a m oi e st a に つ い て¥ ok 野 a m a a n d M 量Il e r (王9 9 呈き が報告し た例患どe∋飽 ㌔ 2 ､ 3 の飼に

限られる o

奉賀駿 における コ ナガ
､ P 野ぎ8 S おii a に お い ても例外恵く こ喪ら既考告の 例と同じ で ､

p y ri p T O 野f e fi による産下車数の 減少と解托阻害活性Q3 発見率業と -

致 した o 特に ､ 聯が

p y rip r o E yf e n a) 影響を受け た場合 には ､ 解柁直後鍔 紡齢幼虫特有の 黒 い 盛名形成を讃 柄

に 見患 い ま ま で
､ 節義薗 に特段の 変化を見せ な い o 以降 の 発育が停虚 した状態に あ行 ､

飽 の 神経毒性額虫剤などに 見られる解柁直後の 幼虫敦死反応と は明らか に様相 が異な

っ た o 邸の 発育が阻害され たと親 ら艶る o

幼虫で は ジ ュ ペ ノ イ ドの 絶食物 の 顕著な特徴 の
- つ 警 ある過剰混痩 による 尭きな儲

体が出現 した o またp y rip r o 野f e n 処理 により , 幼虫
-

輔 の 中間体を示すキ メ ラ捧g∋まま

敦死する発育異常の腐捧 が多く認め られた o 特 に3 齢幼虫で は それが目立 っ た o 奉賀駿

緩栄 で は幼虫の 死亡率にお い て
一

見矛盾し た重量対応反応が 見られ たが
､

こ g) 理由は

不 明 で あ る o 処理法 に よ っ て 奉化合物 の 消 真 の し か たが 襲 怒る こ と を前車 で 観 た e

桝 p r o x yf e n の 作用経路や 薬量の 遠 い に よ っ て コ ナ ガの 変態 に対する反応 が巽怒 っ て 凝

れるの か も しれな い o こ の 矛盾し た重量反応 が定量的 に把握 された例 がある o M a 招d u -

c a s e xt a の5 齢幼虫にp y 軸r o x yfe n を局所施問 した時 に
, 高濃度 にな艶ぱ怒る ほど幼虫体

内に浸透する速度が遅く なる例が報告されて い る ( H a 嘘 o s h呈eもal . , 1 9 87きo た だ報告者

たちは実験上の a rtifa et で あると する疑い も捨て ても盲怒い
o

ヨ ナ ガを摺ももた奉実験g3 場

合 ､ 考えられる こ と ば
､ p y Ti p r o 野fe n を餅で あるキ ャ ベ ツの 襲に噴寓麹理 し苛も篭るか ら ､

幼虫に対する化合物 の-
一

次傍用に は 三 経絡 が寄与する こ と に 怒る o
つ ま巧 ー 接触毒と

食毒が 考え られる o 高漂度処理の 場合 ､ 畿涼度処理 と箆較し乳剤率の 清輝豊亀頼密約

に多く なる の で キ ャ ベ ツ の 葉肉ぴ) 内欝にp y r垣r o 療転n をよ吟到達させ 易く したか もしれ

な い o そ 招 よ うな場合 ､ 食毒が主 な経路 と 怒る か ら i
ヨ ナ ガ幼虫招 消すヒ番

'

酢 ニ戦吟込

まれ たp y rip r o x yf e n が消化液によ っ て分解怒どの 影響を受 け ､ p y rip r o 車扱 n の 影響を緩

和 し たと も考 えらねる 母 特 に
､ 奉化合物 が ア) L カ リ の 条件下で は放校約分解 し やすい

物理化学的軽質を示す こ と と鱗壇目昆虫にお ける腸内鍔 p H が強ア ル 労 リ性で ある ニ と

をあ わせ 考える と そ の 疑 い が残る ｡ い ずれに し ろ ､ 羽化阻害率などを考慮 し縫合的に

判断すれぱ結果的に 濃度依存 の反応が示されるもの と判断される o

老齢幼虫に対す るp y 晦 r o 戦痕 n 輿理の 影響守 は低濃度区 で は5 8 % 以土招 僧体が成虫羽

柁 に 至り ､ 高濃度区 で は羽化阻害挙 が高ま っ て は ぼ濃度依存 の 反応 が認め ら艶た o だ

が
､ 羽化成虫 に お い て は

, 密度抑劉 の 観点 か ら凍健代 へ の 繁殖の 影響が 重要と 怒 る が

本案駿 で は未調査の ままと な っ た o こ わに つ い て は別 の 実験 ( O o tl Ch呈 a n d H ata k o s h呈
,

1 9 野 菜発蓑ラで宰方セ ンチあたり有効成 分量 ､ 6 p 麿を塗布範理 した面 へ の接触試験 で羽

化し た成虫にもp y ri p r o 野f e n による次世代の 繁殖阻害 が起 こ っ た 昏 S . iitii r a の 璃に 対す

るp y ri p r o x yf e n の 局所施用の 若菜による と
､ 蟻柁棲ま日以内に処理 した蟻に由来する成

虫で は著しく産卵 穀が減少 した 昏 しか し
､ そa3 緩の 処理 で は あま吟影響が ぁ らゎて い
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恋い と報告さ髭 ても盲る ( H a 嘘 郎 坂主
予
呈99 2 ; 野村 事 宮田, 2 鮮8きo 寒河磯薗に おももて-, 蟻

に あ る い 注そ の 感受性の 轟い 時期を狙 っ て直接車鞘を到達きせ る車は容易で は恵く非

現実的 で あ る o しか し
､

こ の よう怒幼虫処理 による 奉絶食物C3 蔑澄代代 の 影響は ､ 特

に コ ナ ガが態密度 で 轟 る初期発生に おも嘗て はぞの 意味が尭 きも盲
窃

成虫に対するp y Tip r 喝 痕 n の 影響は
､ 処理方法によ っ て 異な っ た o 箪 5 蓉で 遠遠 した

ように ､ こ の よう 恵繁殖阻害に対する影響は飽の 昆虫でも野 軸F e 萄感 n C3 際だっ た特徴

と 怒 っ ても与る o その 作摺機傍に つ い ては不明だが
､ H a 嘘 o §hi (呈992 = 孟轟化食物に関

する産卵阻害作用メ カ ニ ズ ム研究の 申で ハ ス 竜 ン ヨ トラ
,
S9 o 軸 te 紹 iii 彦 和 の メ ス成虫

にp y 軸r o 野f e n を儀聾 した際 汚 産卵数の 減少が著し い 将 に姥 ペ
､ 夢β単発膏ぎ孟無処理 メ ス

の それ と はほ と ん ど変 わら なか っ たと報告 し て い る o 寒害虫 の 濁各島 ､ 野 rip r 鑑 醸 n

処理 の 影響による葬産舜 メ ス の 覆審をつ ぶ して み て も ､ 明 らか に卵繋が発育し
､ 聯が

並ん で い る こ とが 肉駁 で も確認 さ艶 る o こ う した次世代 へ の 長期 の 影響 が認め ち 艶た

の は合成 ジ ュ ペ ノ イ ドと し ては 野 rip r o 癖 n が 最初で ある ｡
い ず艶に しろp y 軸 r e 野良n

が示す種 々 の 害虫 に対す る繁殖阻害効栄は ､ 実用防除 に遠周で きる生理 的特長と して

注目に 位する o

以上の 結論と してpう癖p r o 脅f e n が コ ナ ガ ､ P 野i osieii a の 全変態過程に対 しても粥舛蜜

く孟常 な発育を妨毒ずる影響を及ぼすこ と が確認された ¢ 特に ､ 奉托食物 の 不妊托活性

が顕著でp y Ti p r o 野f e n を害虫防除剤と してその 遠摺を改め て見直すに位すると貰 える o

R et n a k a T a n e t al . , ( 1 98 5 = まその総説Q) 申 で ジ ュ ペ j イ ドを使 っ た害虫防除 の種々 の 例

を論 じて い る ｡ 確 か に ジ 孟 ペ ノ イ ドを害虫防除 に適摺 しよ うとす る時 ､ 蝶的と 怒る遺

留 な発育ス テ ー ジは何 か と い う酋興的な問題 に ぷ つ か る ¢ 戦吟労i-亨幼虫恕審 議 テ
- ジ

が董と をる本種 ､
P 頭o steiia の よう恵植食性嘗虫に お い て は ､

ジ 還 ペ } イ ドの遠田ば 三

艶まで 論議 し たよう に食害 も増すこ と か ら不適切と して 省み ら如意い 鍔 が常 習 あ る o

しか し
､ 奉書虫の 抵拭性問題 か らも その 解決 の た め に有効恵 ､ あ たち し い 防除法の 確

立が望まれる o Si v 盈P r ag a §a m a n d §ait o ( 1 986) が黄色 の 粘着 トラ ッ プに コ テ ガ成虫が

誘引される事実を基礎 に , そう し た資材を調整 し コ ナ ガの防除法として検討 して い る o

またG tip 臨 arid T h 8 r St ei n s o n (1 9 6 8) や 鮎 ぬih a T a et al . ( i9 7 8) がぞれぞれ ､ 塵聯弼敦

物質および コ ナ ガの 怪 フ ェ ロ ンモ ン に つ い て 報告 して い る o P y d p r o 時短fl が示すこ の 化

学不妊活性が これ らの 成果と 組み合わされ
､ 適切な 整斉郎ニ て 予防的防除法 と して適用

きれる 怒 ら , 栄盛期を散布する と い う従来の 防除法 にと っ で 代わる こ と も可能と 思え

る o ま た温室栽培 に お い て は寄生 パ テと の 組み 合わせ による軽食 的害虫防除 (圭P M )

の 適用 も対象技術 となる o こ の よう な ケ - ス は寄生 パ チ へ 鍔 影響を考慮し
､ 凝虫網の

散布を避 けなけれぼをらな い o こ う した弼限にお い て はpy 軸 r o 野 良n と
､

ヨ ナ ガに対す

る土述する柁学的ある い 注視覚約誘引源と を組み あわせ る絶筆不妊効栄を適用する方

法は有 っ て つ けに違 い な い o
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第 9 車 棉浄に ぉけ る タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ ､ 盈 お轟a eiQ) 予防的防除法の 検討

第 i 簿 緒言

第 6 車で み た よ う に 放射性1 4 c -

p y ri p r o x yf e n の 追跡実験 で ､
メ ス 凝に処理 し た

p y 軸 T O X yfe n が生まれた舜に移行 しぞg3 舜g3 解化を阻害する ことが 明らか に怠 っ た e さ

らに第 7 車で は輝に取り込まれた放射性絶食物和 束畢がp yti p r e 野良n 和親絶食物その 亀

の であ53 代謝産物 で萎まな い
､

と ほ ぼそ の確証を得 た o 聯 p T e 癖 n 招 弼窟 に法 ガ ス タ ロ

マ ト 一

驚量分析などに よる化学構造 の 最終確認 は残るが
､

い ずわに しろi;ii よの 物質的

根拠を背景に ､ p y rip T O X yfe n の解化阻害 と その 帝襲へ の移行 の 時期が深く問わると も理

解 で き た o
つ まり卵黄形成 ( V itell o g e ni si§) 弼の 前にp 野呈p r e 癖 n が卵巣内に取り込ま

れ る退嬰があ ると示唆す るもの で あ っ た o また
､

こ の こと が ､ ツ ェ ツ ェ パ エ 華 オオ サ

シ ガ メ 恵 ど の 吸 由良 虫 と は 分類 皇全 く異 に し
､ 鱗 選 目害 虫で 鳩食性 の コ ナ ガ ､ i5

gpi o si eil a にお い て も例外では 恋 い と前車 ､ 第 8 車で明ら かに した o

これ らの 結果 は ､ 第 3 車でみ た タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ
, 盈 ia きa ci に お い て

､ 産み 落と き

れた卵 にお け るp yti p r o 野f e n の 解化阻害とそ の影響 の持続性と の 関係 につ い て 亀よく説

明 して い る ｡ 放えて
､ 母体内に取り込 まれたp y 軸r o 野良n が舜 の 発育に影響ずる だけで

は 忽く ､ 卵 の艦発生が菜発達 の時期に お い て
､ p y 軸 r o 野 良n 塗布ある い は付着面 に聯 が

曝 され る な ら , 処理濃度 や程度Q) 差 こ そあれ同様 に解化阻害が起 こ る こ と も解読昆虫

閑に共通現象で あ る こと が 明白に 恋 っ た o

以皇の 各種供議書虫に対するp y Tip r e 由良n が示ず繁殖阻害効栄g3
-

次序伺メ カ ニ ズ ム

か ら ､ 本間発研究 にお ける主題であるp y ri p r o xき海 n の 予防的散布 (㌘r o p h yl a e 也e あるも盲

はP r e v e riti v e) 方法が実際の棒物栽培場面で 亀適摺 背 きる と の 確信に要 っ た o つ まt3 ち

館物表面に射 し
､ 本化合物を害虫発生a3 前また はそ の初期 (㌘r e -i nf e §臨 鮎 n = ≡予防的

に施用する なら ､ p y 軸 r o 霊き鹿 n に汚染 した害虫の メ ス 弟嫁由で 或 い は処理薗に産み 落と

された卵 の解 化阻害 ､ 言 い 換 えれぱ栄帝効繋が 発揮さ艶
､

以後g3 繁殖を節翻する 車が

期待で きる と の 考 えを支持す るもの で あ っ た o し たが っ て
一 本車 で は こ g ) 成 梁と して

経営栽培 にお け るO p e r a 鮎 n al R e §e a r eh の 実証に つ い て 3例 ( 8 o u e h呈
,
i 98 7

声
1 9 88 住友化

学結節資料, 未発表) を述 べ る ｡

第 2 節 試験材料 および方法

等 1 項 実証試験
-

1 ( ホ規模試験)

1
-

1 ､ 試験地お よぴ議厳冬 ; ス - ダン
､ 1 98 6 年

i
-

2 ､ 対象偉物およぴ害虫 ; 締､ タ バ コ コ テ ジ ラ ミ ､ B . t a b a ei

1
-

3
､ 使用薬剤 ; S 71

1
6 3 9 10 E C ( P y rip r o x yf e n) ㌔ F e n v al e r a t e 20 E C ､

F e n p r o p a ぬri n l O E C
､

およぴD T しS E C くB a n 鮎l -S ､ F e 毘
-

p r o p a 也Ti n 5 E C ＋F e nit o r o 血豆o n 4 5E C)

i - 4 , 散布筆鋒; 議顔面積､
1 1 2 m

2
; 3 -

4 過問お きに動力散布機で476 .2 L / h 盈を3

国歌布 o 4 反復実施 した o
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i
- 5

､ 調査方法; 呈区毎､ 無汚為書≡1 0 O 枚の 柿の 葉を選び ､ 寄生する節 句 薗虫 i 鰯 ㌔

それぞれの 象を調達E / た 8 また成虫に つ もちぞ は
, 締招成 長立番 ､ 中部 ､ 下

審そ艶ぞ髭王5 枚ずつ 選び成虫投を調査 したo

第 2 項 実証試験
-

2 ( 未規模試験)

2
-

1 ､ 試験地およぴ試験 寧; ド)レ ヨ
､

i 98 6 率

2
-

2 ､ 対象傑物 および音盤; 婦 ､
タ バ コ ヨ ナ ジ ラ ミ

､ 盈 飴b a ci

2
-

3 ､ 桂岡薬剤 ; S - 71 6 3 9 i 8 E e: , F e n p T eP a 軌 血王O E C およぴ 触呈経a z 4O E C

2
-

4
､ 散布条件 ; 試験面積､

1 h a ; 約3 週間お きに動力散布機 で5 O 鼠を2 国教布o 3

短音夏実施 した o

2 - 5
､ 調査方法;

舜 ; 棉の 生長土静の盈 ia b a ci が 多発する薬を選び ､ 書内 に持ち婦り ､ 寄生する卵 の

解柁寧を調査 した o

幼虫患 よぴ蟻 ; 2 0 奉の 掃か ら ､ 4 発と5 辛目を採取 し ､ 寄生する幼虫と痛ぞれ ぞ艶の

敦を調査 した o

成虫 ; 25 寒の 掃か ら75 授 の 襲を選び ､
た だし内2 5 枚は棉C3 成長上部 から 選ん で寄生

する成虫数を調査 し
､ 無散布区と比較した o

第 3 覇 業証試験
- 3 ( 散布時期検討説駿 , 8 o u c hi , 呈9 8 8)

3
-

i ､ 試験地およぴ試験隼; ス - ダ ン
､ i9 8 7 年

3 -

2 ､ 対象作物お よぴ害虫 ; 棉 ,
タ バ コ コ テ ジ ラ ミ

,
盈 ia きa ci

3
- 3 ､ 使用薬剤 ; S ･7 1 6 39 まO E C

3 -

4 ､ 試験面積 ､
4 8 8 0 m

2 宅i F e d d a n ≒約0 . 姐 a)

散布条件 - = O p e r a d o n i) ､ L y 散布機にて
､
2 L ほ0 8 g 急事量. / h aき を

-

国教

布 した o た だ し
､ 散布 タ イ ミ ン ダを成虫鼓それぞ艶 ､ 5 0 / l Oe 葉､ 2 8 e / 呈8O

襲およぴ2 58 / 10 e 葉と した o

散布条件 - 2 ( O p e r ati o n 2) ､ 同じくLy 散布機にて2 L ( 28 8 g a .皇. / 払a) を定

期的に王0 日間隔 で散布 した o

3
-

5 ､ 調査方法 ;

無件為 に選ん だ柿の 葉6 O 校 に寄生する卵 ､ 幼 虫 ､ 痛 ､ 孝れぞれ につ い て 数を調査

し
､ 無散布区と比較 した o た だ し ､ 成 虫に つ も- て は散布タイ ミ ン ダ決定 の豊 か ら王城

襲に つ い て 調査 した e

第3 節 結果お よび考察

第 1 項 実証試験
- i

ス
ー ダ ン国 の 綿花耕停会団 (S tl ぬ n G e 富呈r a B o a rd ) が栽培する経営栽培 の 梯懸C3

-

繭に約1 0 0 m
2 を設け ､ 3

一

連週間間隔 ( 閣 ; 鞄 ek 触 r 取 e ぬ e n毛き で 魯計3 国数馨 し
､

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 密 度賓 柁を調査 し た (1 98 6) o た だし ､ p y 軸 r e x y f e n 招 処理 量は
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i n S tld a n , 1 98 6) . i ; S p r ay d at e , W A Y; w e e k s a書転r t r e a t m 飽 t

1 8

y)

a)

a
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¢
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I
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a
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∈

t 中J
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O

:≡

C o】嘘r ol
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5 e ＋i 2 5 g

E3 B T L -S 串良 嗣 a壬e r at e

9 3 7 .5 ヰ1 2 5 g

1
1
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1
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'
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Fig . 9 i 2 . E H e e t of S - 7 16 3 9 睦y rip T O X yf e n) o n t h e n y m p h of B . iG 轟a ci 呈n c o 触 n (8 p e r ati o il al

t ri ali n S u ぬ n
,
1 98 6) . i ; S p T 野 d at e , W A Y ; w e e k s a 鹿e T t r e a t m e n t

1 00 g a ふ/ h a に 固定 した o する と , 成虫､ 幼虫および率の 密度はそ艶 ぞ艶 鞄 .
9 ･ま,

9 -2
､

9 -3 g3 よう であ っ た ｡ すなわち ､ ①成虫お よぴ舜の数を見る限 巧 ､ p y 軸 r o 野 良n g3 影響

は 認め られず無処理区と 弼様の推移 を示 した e む しろ季節的要因で密度が変化 し たと

考え られる結果 であ っ た (Fig . 9 -i
､
9 -3) o と ニろが ､ ②解柁幼虫数に注目すると (F量g .

9 - 2) ､ そ の 数は著しく少なく試験期間を通 じて 密度 の増観 は ほ とん ど認 め ちれ 怒 か っ

た o 無処理区と捻軽するとぞ の乾 い密度推移 は
-

日韓然で巧打呈p r o 萄庵 n による密度抑制

効果は劇的で為 っ た 8 P y 軸 T 8 X yf e n の 変態に対する こ れま で見て き たさまぎま蔑縫架 か

ら､
こ 招現象で は ､ p y rip r ぬき痕 n の 成虫に対する直接的 な拝用は認め られず ､ 多野が ほ ぼ

5 5
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in S u ぬ n
, ま9 8 6) . i ; S p r ay d at e

,
W A Y ; w e ek s a 鮎 r 毛r e 盈t m e 色毛

正常に産 下された結 果を反醸 し たもの と考 え られた o

-

方 , 聯 の 新た な解化 につ い て

は
､ 卵 がp y 軸 r o 琴海 n 廼理面 に産卵 されたばずだか ら

､ 散布後の卿 で は鰐化阻害が起 こ

わ ､ 凄輿効栄が現 ゎたと寄 島に 推察で き る o しか し ､ 経過暗闘を経 た に亀岡 わらず成

虫およぴ邸数C3 減少が認め ち艶恵か っ たの は廼理面積がま80 m
2 と小さく i 試験区隣接舘

喝か ら の 飛び込み による浸Å が影響した もの と推察さ髭 た o 実用 よ ≡ 招 成虫密度推

移は受 けÅれられる もの で はな か っ た 8

第 2 項 賓速読験
-

2

こ の 飛び込み に対す る推察 は
､ ぎ司隼, 平行 して賓施 した ト)し コ 肖 に おける来援模試

駿 ､
1 へ ク ダ

ー ) L 規模におよぷ散布読厳の 結果 ､ 蓋 し い こ と が証明さゎ た o
つ ま巧 ､ 同

様に王8 O g a ふ/ h a の 拳量 でp y Tip r e x yf e n を散布 し た絃栄 (F呈g - 9 -4) ､ 散布当梯は予想通

り成虫密度が低く推移 した o しか し ､ p y T圭p r 8 Ⅹyf e n の 残効性が なくな っ たと思ゎれる時

点で 成虫密度 が回復し始め た o 亀ちろん その 程度 は舞鶴理経にく ち ぺ 遥 か に低い もの

であ っ た o ニ の 残効効果Q3 減襲は幼虫およぴ蟻の密度推移か らもう か が えた( F量富. 敷5) o

こ の よう に
､ 後 に な っ て 増えて く る成 虫iま､ 新 た 怒飛来成虫に基づ くもの で は 怒く

､

解化幼虫に由来する と考え ら艶た o 捧内に 取り込 まれたp y rip T O 癖 n が消集すれぱ羽托

率や醇化挙が回復す る車は前車まで の 研究 で ツ ェ ツ ェ パ エ 単 身 者 サ シ ガ メ の 飼 か ら藍

屋た と お巧 で あり ､ こ の 事か らも容易に推察 で き る o こ の 推察は ､ 無処理 区の 庄璃的

な密度増奴ぬ程度およぴ ､ 幼虫と蟻の噂恕傾向を勘案すれぱ納得 で き る ¢

5 6
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第 3 項 実証試験
-

3

以上の 実証例2 件招 結果 か ら ､ 防除オ ペ レ
ー

シ ョ ン の 賓招集件 の う ち ､ ” ) 処哩薬

量 は7 5g / h a 殿下 ､ ( Ⅱ) 散布間隔は2 週間の2 条件が望ま し い こ と が解 っ た o 次 に散布

タ イ ミ ン ダが課題と 怒り ､ 翌年改め て検討した ｡ 棉の 薬 - 授あたりQ3 成虫数を散布タ

イ ミ ン グの 指標と し , 以後､ 掬およぴ奴害ス テ ー ジと して重要登幼虫の推移を追っ た ¢

所定 の タ イ ミ ン グ に 一

国散布 の みQ) 場合と
､

18 日開隔 で試験期間中継続的に散布する

二要因をÅ れた散布条件下 で タ バ コ ヨ ナ ジ ラ ミ の密度推移を追 っ た o

- 連の 結果 の う
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ち ､ 幼虫の 銘菓を抜粋 して 示 せぱFig . 9 k6 - O p e r 孟由e n まとF量g - 9 - 7
-

軸 e r a T量8 n 2 の よう

で ある o デ ー タぎま示 して い をもーが痛にお い て も党 の縫梁と 閉じ傾向が 認め ち艶 ､ 散布2

- 3 遜間接か ち噂観 した o 結論と して ､ 1O 8 薬あ た巧の 成虫数5 e 以予 ､ つ まり三 薬あた

り
-

頭 が ､ よ巧望ま しい 散布タイ ミ ン ダである と示唆する結果であ っ た ¢

しか し ､ 現実的に 娃
､

上記故事で は ､ 少恵くまだ撃い と い う栽培管理者磯g3 iむ理が

働き
､

- 薬あ たり4
-

5 頭 の 成虫を目安と する指標が設定 さ艶て い っ た o 散布薦塵 に つ

い て は 一 国を採用する こ と に怒 っ た o こ 招 採用 に当た っ て は ､
こ 艶まで 多くの 顧盛期

抵抗性問題 の 事開か ら
, 繰り返 し散布する こ と による抵抗性の 発現 が寒剤につ い て亀

例外 で は な い と当初 か ら予想きれて い た こ と による 8 す恋わち ､ 縫合防除の 観点か ち ､

F呈g . 9 - 8 に示すよう 恵交互散布方式 掴 e r o 繭短 e毛 al り ま99 郎 が採用 され ､ 実施 に 移され

て い る (19 9 7 年現 象 波 多腫ら
,
呈9 9 7) o また

､
成虫密度が少な け艶ぱ､ 防除成梁はよ が

る と理屈 の 上 で は解 っ て も ､ 密度 が低 い とは言 え成虫の 存在は栽培管理者}む理 か ち は ､

密度固複 へ の 懸念が ぬ ぐい 切れ な い 懐み が 残 っ た o こ の た め
-

番地域 で 法合成 ビレ ス

ロ イ ドのf e n p r o p a ぬri n を成虫凝除目時に混食した製剤も開発 ､ 使用され ､ 今日に至 っ

て い る o 南薬剤に対する抵抗性の 同時発達に対する著者の 懸念 が受汚見れ られ恵か っ

たの が実状 で ある ｡

A p r . M ay J u n e 5 ti呈y 盈tlg . S ep .

C o tto n

P e st

翠♂

M ini m tl m lfl S e eモi cid e s E n d o §tl ぬ n

Pi B k B ali w o r m (P B W ) M al e P h e r e m o rl e

@

P B W

①②③④①

W hi te 鞄

①②③

B tlp r Of e 芸量ri

B e 損Z 呼Ip h e 野I tl r e a

Fig . 敷8 . 王P M J R M p r 喝 T a m m e f o r th e e o 触 n 腎hit e圭軌 盈 ia 轟a ci a n d o 蝕e r m ajo r e o 触 n

p e §t§in l s r a el呈c o 鮎 n ,
1 99 3 (r n o d 近ed 盛 e r H o r o w呈t z et . aL , i 99 4) ･

l n s e c也c呈d e s; ㊨ o rg a n o やh o §p h o T u S , ② c aTb a m at e 事 ③ p y r ぬ T O呈d , ㊨ py 軸r 喝 痕 n ,

⑤ diafe nt hi u r o n .
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劉e 車 野師ip r 威 yfe n によるオ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ ､ T 統率8 摺 ダ由r # 釈 の繁韓阻審脅梁を目

指 し た意趣理法 宅]レア
-

き の検討

第1 節 緒言

第5 車で ､ 牛g3 尿を 鄭 ､ 港と し ､ p 嘗晦T O E yf e n を浸讃して特定 の波長に対する遼覚特

性を利用 して ツ ェ ツ 孟 パ エ を誘引する トラ ッ プ ､ ある い は フ ラ ン キ ン ダ タ - ヂ ヅ 拝の

ジ ン パ ブ エ に お ける野外試験に つ い て 少 し触艶た o
つ まわ ー p 野董p y e 癖 n を散布せ ずに

-

定の 個所 に ツ ェ ツ ェ バ エ を集め ､ p y Tip r e 癖 n で集中的に成虫を汚染させ る o ぞ して

汚染虫を再び野外に 放飼 して 繁殖を阻害さ せ る ｡ 言 わば柁食穆 の メ ス か ら直接子供 へ

の V e r 塩c al なa §fe r と ､ オ ス か ら メ ス へ の H e riz o n ぬl 醜 n sfe r と い う こ と に怠 る o
ニ の 方法

は ､ 植物凝賓性の 農業害虫 の 防除に お い て も魅 力的手段で あ る こ と に は輿論が 患 い と

考え られる o

19 8 0 年代緩か ら1 99 0 年代にか けて
, 時代は総合防除論が賑 わ い

､ 1ヒ学農薬の 研究孟

巧も微生物農薬 ､ 天敵農薬あ る い は 生態学的研究 が董洗と 恵吟野党を浴 びるよ うに を

っ た 8 現在もそ の 波には 資 削ま恋 い o ジ ュ ペ ノ イ ドの
-

般 約特性か ら ､ 通常 の 散布法

で は飛散や 誤摺によ る飽の 水系節足藤物 に対する影響の懸 念があ っ た 色 白然罪 には存

在 し恋 い 合成化合物 の 環境 ヘ の 負荷をで き るだけホ さくする と い う時代的要議 か ら も

p y rip r o 野f e rl を局部的 に施用 し得 る点処理的考え方が望ま し い と考え た o

第 4 導か ら第 7 車まで の 研究績栄は こ の 意図に理論的背景を提供 してくれ
､

尊の 複 ､

平行 して検討実施 した こ の 点処理C3 技術 ,
ル ア

ー 法g) 有効性が明ら か に 恋 う た e 後に
､

py rip r o 時短riを処理 した黄色 い テ
- プに温室 の ヨ ナ ジ ラ ミを誘引 し不妊柁さぜ て防除が

可能になると い う製剤の 開発に 結びつ も蔦た ( 井土 暮 中村,
i9 9 9) o

つ まり ､ p y 軸 r o 野庵n

を散布 し なくて も済 むと い う 今日的課題 に適合 した 餅撃品開発 へ の プ レ - タ ス ) i - と

を っ た o 本論で はそ の 基盤と 怒 っ た研究 に つ い て論 ぺ ( 0 税 e h呈昆n d 王威冶g! 曙 2 O 8 5ラ､
さ

らに 適用抵大の 可能性を検討 し た o

第 2 節 試験材料およぴ方法

1 ､ 供試虫

英国､
ブリ ス トル 市植物園内に設置し た木枠襲簡易ガ ラ ス} ､ ウ ス (2 .5 m X 4 m X 2 m )

内 の ポ ッ ト植え イ ン ゲ ン に 自然発生 ､ 寄生 し た オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミ ( g r e e flh e tl §e

w hi短軸) ､
T v 砂 o 和 デ由 和 摺 を用 い た o

2 ､ 処理方法

2
-

1 ､ ル ア
- 範理

c e r e c r oI S 4 5 ㊨ (ⅠCI ､
U . 監き､ 容量比5 0 % にて ア セ ト ン菜食薄 ( オイ)レき と1 鞄 03

p y rip r o由痕n を溶解して 処理液を調整 し た o 調整漠30 8 i71 沖 に黄色
一 緒混紡ポIj エ ス

テ ル 襲布 (5 e m X 2 5 c mラ を浮漬し
､ 巌 乾後 ､ 浸漬布田i 畢芳セ ンチ あ た 巧i m g の

p y rip r o x yf e n / 如 ]レ15 plを得た 脳 後ル ア
- と略) o

6O



尚 ､ 黄色 - 蹄涙顔ポ l] 孟 ス テ] L 布g3 t3 V 吸喫波長 は55 0 n m 緒遮で 轟吟 ､ 市販 の プラ

ス チ ッ ク襲オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミ用粘着擬招 吸畷滞と ほ ぼ弼 -

の 噛を招 い た o

2
-

2 ､ 室内試験処理

ガ ラ ス シ リ ン ダ -

宅産経2 0 c m X 高 さ6e e m = ニ釣まe 章に成長 した オ ン シ ツ ヨ ヂ ジ ラ

ミ が寄生する ポ ッ ト植 え の イ ン ゲ ンを夜番し た o 困 シ リ ン ダ - 丙に ､ 直方 体 ( 5 X

2 5 c mラ の py rip r o x if e n 処理済為 e) ル ア - を設置 した o 対照 と して ㌔ ガ ラ ス シ 7) ン ダ

-

に C e r e e r o呈S 4 5 の みを処理 した ル ア
- と 同サ イ ズ の 黄色 - 綿混紡 ポリ 孟 ス テ]レ布

( 以後 鰯召ル ア
ー と略) を同様に敬啓した o また無処理区と して イ ンゲ ン の み を畷零

し た シ リ ン ダ ー を準備し た o た だ し
､ 資樹調達の 帯食土

､ 無廼理 区は 試験区より

i O ∈m 高 い シ リ ン ダ ー

を用 い た o

各式厳 区ともi 奉の み の イ ン ゲ ン を供試した の で
､

オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミg) 発生緩急

の 調査 は9 月中旬 (1 9 9 1ラ か ら開始と 怒 っ た o
こ の ため ､

一

日 の 日長時間約1 5 時間を

確保する 目的 で1 0 月莱か ら縫物生育用の 照明をシ Ij ン ダ ー 上方に 設置し , イ ン ゲ ン

の 生長を促した ¢

2 - 3 ､ ガ ラ ス ハ ウ ス 試験用の 輿理

新 たに設置した ガ ラ ス ハ ウ ス 二 棟に つ い て ､ 戯亨の よ う な処理 を行 っ た o すなあ

ち ､ 処理区1 棟の ハ ウ ス に は ､ オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミが寄生するイ ン ゲ ン1 2 ポ ッ トを約

20 - 3 8 セ ンチ 閑隔で1 ポ ッ 巨ずつ 四角形に 並 べ た B ポ ､

ヲ トの 閏 ､ 王8 か ら2 8 e m g) 距離

をお い て
､ 布 の 上端が イ ン ゲ ン の 生長感 付近に 怒 るよ う に ル ア - を呈6 授遠望賞 した o

対照区の ハ ウ ス 三 韓日に 亀ポ ッ ト纏え の イ ン ゲ ン を同様に 並 ぺ た o た だし , 対照)レ

ア - にはp y ri p r o x ife n を除くC e r e c r 8壬/ ア モ F ン混合才 イ) W 3 み浮浪し ､ 同様の 間隔

で 設置 した o
ただし ､ ま0 月第1 遠目の 寒か らIk w の フ ア ン ヒ - タ - を設置 しぞ ハ ウ ス

内温度をi2 ℃ - 15 ℃ に確持し た o 期閑申最高温度が2i ℃ を超える 事はめ っ たに 恵く 巧

湿度制御は手動で 行 っ た ｡ また照明 につ い て はi O 月寒か ち ､
呈88 闇 の 植物生育用電貯

をイ ンゲ ン植えポ ッ ト群のまm 上方に設置し ､ 1 7 : O 8
- 2 8 : 8 0 の 閏手動 で電源をÅ艶 ,

長日を確保 して イ ン ゲ ン の 生育を促 し た o

3 , 調査方法

室内試験 に つ い て は ､ 各区 ､ イ ン ゲ ン
ー

本の み を供試した の で オ ン シ
i

ブ コ ナ ジ ラ ミ

の 成虫総数 につ い て ､ 9 月中旬 か ら毎週簸 えた o

ガ ラ ス } ､ ウ ス 試験で 法涙 の よ うな密度調査方法を採博 し た e
つ ま53 ､ 各区か ら無作

為に7 奉 の イ ン ゲンを調査対象に選ん だo

- 本につ き ､ 下位､ 中位､
上位と三 ヶ療に調

査の 葉を分け ､ 葉の 面積､ 2 X 2 e m あ たりQ) 乳 歯虫､ 幼虫L i およぴ成虫に つ も､ てをれ

ぞれの 緩敦濠 教えた o

6五



第3 欝 績栄お よぴ考察

第i 項 室 内試巌

廼理区と 対照区 ( プ ラ ン タ の 黄色の 基樹 招 み を施 鄭 にお い ぞ観察の 1 日目か ら呈4 日

目にか けて成虫敦招 減少が認めら れた (
f

T ab le 賂 i) o しか し蜜がら
､

2 達郎 うち-
-

労の

対照区 で は そ の 後 ､ 急激 に密度 が増臆 した が
､ 偽 者招 対照匡でi孟以後35 日間 ､ 密度増

奴 は認め らゎなか っ た o

一

方 ､ p y 軸 r e 率海n を堪理 した)レ ア
-

設置区 で は2 達と亀に密

度国複が認 め ら艶な か っ た o か つ
､ 観察28 日後 には オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミをほ とん ど認

め恵く怒 っ た o 3 5 日複の 対照区で は成虫敦 が準均で258 と な巧 ､ 格理区の 成虫投と ほ 尭

きく巽怒 っ た (T abl e 絡 l) o

T abl e i 8 -1 ･ N u m b e r s 8f a 血it T . 野aきo 和 n
'

o r u m p e r b e a n pl a n 毛p e r eyli n d Fic aまpl a §鮎 e a g e 量n

蝕 e l a b o r at o ry

Pl a n t 髭e pl近a 蛭s D 野 S 盛 e r t T e a毛m e flt

1 0 i凍 21 28 3 5

E x p t .

a)

e o nt ,

b)

W o n - T e)

N o .1

N e .2

N o ユ

N o .2

N e .1

48 ま呈 2

呈42 3 7 2 5

9 6 3 2 2 8

1 00 2 6 1 7

3 2 2 1 8 9 3 2 2

1 1 2 5 1 7 8

1 45 5 0 3 7 1 6 3 i 2 e Pl 急流毛d e a d

N 8 .2 - - - - - - N o o b s e 野 盛 純 一 - - - - - - - 58 3 , 舶O

aきY ello 腎 臨Tg e音量rrlP r e g n a t e d w iぬ p y 軸r o 野 庭n .

b) C o n t r ol: y elle 腎 t a fg et irn p { e g 鮎 陵d w ith e e r e ele r o nly .

a) U rit r e at e d c o 虚r o呈w i蝕o tl毛a 払噛et .

第 2 項 ガラ ス ハ ウ ス 試験

ガ ラ ス ハ ウ ス 試験 に お い て は
､ オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミの 発生 デ -

タ 招 振れが央 き か っ

たの で
､ より近駁的 な平均値を溌鋳 る ため に卵 ､ 若虫及び成虫それぞ艶 に つ も汚 て集積

した デ - タ を
,

い っ たん常用対象に 変換 した o そ の 上 で
､ 変換値C3 標準誤差と とも に

再度 自然数 に戻 し
､ 章の 面積 ､ 2 ×2 の オ ン シ ツ ヨ ナ ジ ラ ミ 招 象と して ダ ラ ヲ を描き宕

栄を示 し た ( Fig . 1 8 -1 - 3) o

卵敦の 推移をFig . 1 0 ･1 で観て み る と
,

)レ ア
-

峯理区 で 娃
､ 重患i と亀約50 日間にわた

っ て聯C3 数に変碓が 認め ちれ怒 か っ た o しか し ､ 対日召区で 注 その 敦 に振ゎ が認め ら れ

た ｡ そ の 後 ､
40 - 5 0 日の 閑にその 卿数 が)レア - 鱒理 匡の それよ哲僅 か に下 が っ た o し

か し な が ら ､ 50 日棲Bi 降に は ､
ル ア

ー

範理 区に お い て 舜敦が急激 に 減少する -

方 ､ 対

照区 にお い て はそれまで Q3 帝数を法る か に止困る数で 増施 しても与
っ た o

他方 ､ 若虫の 推移をみ ると ､ 対照区で は6 5 日閑にわた巧 ､ ほ ぼ - 定の 藻琴で軽移 し ､

顕著恵噂恕を示 して い っ た o しか し
､

)レ ア
一

姫理 区におも1 て は ､ 呈5 日 日ごろ か ち明ら

か に そ招 敦が減少し ､ 3 8 日後で次第に対照区と の差 が現れた ( F量富. 賂2) ｡
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'

0 柑 m .

成虫で は ､ 卵の 場合と似たよう な束き蓬板東が認めら艶た 宅Fig . 絡3) o 潜照医に お

ける3 0 日 か ら舶 日日に 釧 ナて観 られた数 の減 少は恐 らく , 皐あた りの 成虫鍔 過剰密度

に弾 い
､ 新 し い 繁堆尭を深め たオ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ自身の 分散によるもの と思ゎれる o

-

方 ､ ル ア
ー

処理区 にお い て萎ま
､ 初期 の増如 法あ っ た もの の次 第に そg3 数 が減少する

傾 向に あ っ た o

以よ ､ 目視鏡察の 上 で 法
､ 成虫にお ける寄生密度の 様相は明瞭 であり ､ 供試した イ ン

ゲ ン の 薬のあならず対照に設置 した) レア
-

の 黄色の 上にも密遼状態 で あ っ た e 三艶とは

対照的に ､ )レラ ー 処理区におも盲て はオ ン シ ツ コ ナ ジラ ミ による寄生将苑寵は認め ち艶怒

か っ た o 苦虫区にお い て ば発育上の 阻害傾向が認めら艶 たo その謹終に寄生した草野 轟
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8 r u 粥 .

側の ス ス 病が発生 した なか に若虫段階の ままで敦死虫が認め られたe 廼理区招 酋もi 章に

は卵の 放が多く ､ 初期発育段階か ら不稔の まま長期間存在 したと推察さ艶た o

結論と して 以土の 実験 か ら言え る こ と ば
､

ル ア - 処理 に患 い て p y r量p T O 癖 n が オ ン シ

ツ コ ナ ジラ ミに対 し極め て強 い 繁殖率低下の 効栄をもた らすと い う ニと で あ る o
つ ま

り ､ オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 繁殖に悪影響を及ぼ し
､ 結果的 に50 日間に わたる成虫敦 の

減少に つ なが っ たよ う で あ るo 特に
､ 廼理6 0 日後にお け る垂 下卵 数の 豊漁恵減少ば以

後 ､ 成虫がp y 軸r o 野良n の処理薗 に繰吟遊 し接触し
､ 不妊柁g) 影響を受量子た直接韓踏襲

と推察される o 言 い 凍えれ ぱ ､ オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミg3 メ ス
､ オ ス成虫 い ずれ亀が接触

したpy r呈p T O 野fe n に汚染された結栄を反喫 し
､

産卵 が抑制さ艶ぞ の塵 宇野数が少蜜く 怒

っ たと考 えられる o

ハ ウ ス 栽培 にお ける オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ 対賓にお い て ､ 縫合防除 招 観点 か ら意図的

に天敵が 導Åされ ､ 最虫剤g3 散布を避けなければなら な い o こ n よう 恋敵布制限に磨

い て ば こ こ で 報告 し た こ の 現象が 有効に 生 か せ る もg3 と考 え られ る 8 例え ばY a n e

( 1 98 7 = ま黄色 の 粘着 トラ ッ プと ツ ヤ コ パ テ
､

E a n e a 7 Si a fu r m o s a と 鍔 組合せ防除 シ ス テ

ム を検 討 して い る o ジ ス ペ } イ ド乃 影響 は こ う した天敵 にも例輿と は 考え ら れ患 い o

こ こ で は論 じな い が i そ の よ うな事実も本鞘の 海外に お け る評価検討確告 で串壊さ艶

て は い る o し か し
､ py Tip r o x yf e n 乳剤の 襲用濃度を散布 した実験 にお い て討堵 盈= 王99 8)

が額告 した よう な捕食怪 力 メ ム シ に 対する無影響の 事実もある o また
､ 天敵が オ ン シ

ツ コ ナ ジ ラ ミと弼 じ孟蒐牲を示 すと して も ､ 理論的に考 えれぱ
､ 乗数の 餌 と して 寄主

轟る い は被捕食者の 密度上昇が必須 で ある o 天敵招 授太 を許 し寄生 ､ 捕食が可能に 怒

る レ ベ ル まで増殖しな けれぱ怒ら を い か ら ､ その 以前に ､ 言い 換えれぽ ､ 等量何 党登

が初期 の段階に こ の よう 恵) L ア - を設置す 転ば､ 天敵 へ の 影響に封ずる懸念 も怒 く防

除効繋がより上が る こ とが期待される o 現実 にE j w m o s a と ニ う した) レ ア
-

を組み 合せ

る こと が可能 で あると示唆 ､ 萄告 さ軌て い る (i _ & n g壬e y ,
1 9 98) o

6 種



本業厳にお量子る 舟 ア - の 議用方法 に つ ももて 考え る と 号 調整 し 藍)レ ア - は5 X 2 5 e m g 3

短衝撃 で あり ､

一

校
- 授を解読汚物53 探聞 に設置する方法ほも盲 か書≡も得業 に境 わしさ

がと もな う o もちろ ん オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミe3 飛報羅乾と施伺枚数 の 関係を詳細に検討

す髭ぽ施用の 最忠盛 撃枚数の 決定も可能か も しれ患 い o
い ず艶 に しろ ､ 豊壌あ髪巧g) 〟

ウ ス 面積がi 8 ア
- ル に も恵艶ば

､
ぞ の 設置労 力は か 怒巧負担に 怒 る と予想 さ鈍 る e し

たが っ て 巻尺 の よう な ロ - ル テ - プの 製剤と して 施摺する車が で き る怒ら ､ 引き 延ば

して蛋る だけでよく なる か らそ 招 労力は - 繋に軽減さ艶 る こ と に 怒る ｡ こ の 考蒐 招 蓋

しさ萎ま
､ 本案厳に引き続きi99 3 年に擁護され有効で ある事が確認さ艶 た ( O otl e h量e宅盈呈一

,

未発蓑) o そ の後 の軽過 につ い て は軽食考察で触れる o
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第I i 車 Py 軸㌻e x yf e n によ る コ テ ガ
､

P gpi 8 Si eii a の 繁轄阻害効 栄を日歩 した虚範理法

( ル ア - き の 予備検討

第1 欝 緒言

コ ナ ガ防除にお い ても醤虫鞘の慣行散布法による環境負荷軽誠の 鼠も盲や ､ 抵践性発

達 の 問題 か ら合成 フ 三 U モ ン による 発雷か く乱法や
､ 温室怒どの 閉鎖壁間に おもちて は

黄色粘着板 ､ ある い は天敵と の 組み 合せ に 亀と づく防除方法 が適用 さて い る e また昨

今の 減農車減化学肥料に よる新 し い 農業栽培法 へ の 転換の 社会的要請 亀 こ う し た傾 向

に拍車を か けて い る o 背景に 娃消 費者 の 安全 熟むに 対する過飛蜜要求が農家 の姿勢を

過敏 に して い る ため と する批判もあ る o 蒐進各国 にお け る世界的傾 向で もあり ゃ 確 か

にそ の 定昇はあ る o 新た 怒栽培法 へ の 転換は農家側 にす艶ば明ら か に搾菜e) 負担を強

い られて い る こ と にな る o
コ ナ ガ防除 に限 ら ずこ の様な作業 の負担 を軽減する意味 で

＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ * ＋ ＋ 8 * 8 6 ＋ ＋ 8 ＋

も ､ 従来か ら豊漁と 怒 っ て い る ､ 害虫の生息場所 に弟盛期を ア プロ -

チ さ せ る方法 に
＋ ＋ 8 ＋

＋ ＋ ＋ f ＋ f f ＋ ＋ f ＋

替わ っ て ､ 常盤剤に害虫を ア プ ロ
ー チさせ る と い う観念の 餐柁が 深め らねる o

つ ま巧

害虫をお びき寄せ ､ ジ ュ ペ ノ イ ドによる全く新 し い 化学不妊の 概念適用を集中的 に図

る こ とが で きる か ､ 技術的可否が課題と を っ て くる o

奉研究 で は予備実験と して ､ 第 B 車にお い て 明らか に恋 っ たp y Tip r o x yfe n の コ ナ ガに

対する繁殖阻害館用の 績栄と 前 乳 第 9 車に ぉ い て 証明されたp y rip r o 癖 n 含浸 の 黄色

短冊法によるオ ン シ ツ コ ナ ジラ ミ ､ 7: 野a9 of m
'

o r u m の密度低減 ､ 経持効果とにその 基礎

をお い た o
つ まt3 ～ p y Tip r e E yfe n を含浸ある い は塗布 した不活性裏面に ヨ ナ ガを樹節接

触きせp y Tip r o 癖 n 招影響を調 べ た ｡ その 緩栄 ､ 奉柁食物による繁殖阻害効栄を達成さ

せ得る製剤を検討する ため の基礎的知見を得る こ と が できた( e o u ehi , 2 僻 5も) 昏

第 2 解 読厳封料および方法

第 ま墳 供試昆虫

第 B 車と 弼 じよう に
､ 住友すヒ学工業( 株) が維持 し

､ 審温 ､ 2 5 ℃
も 照明 ､ i 4 明 -

まO 暗

および相対淫度 絶 H .) 60
-

7 0 % の 条件下 で累代飼育する ヨ ナ ガ 号 P 野l ostelia の 凝盛

期感受性系統を使用し た o

第 2 項 試験 方法

1 ､ 使用率期

待 に断 らな い 限りpy 軸r o E yf e n の 原体と1 0 % 乳期 ( 以下E C と略き を所定 の 澄渡に 希

釈 して使用 した ｡

2 ､ 施用方法

2 - 1 ､ 歳虫に対する局所施用

ア セ ト ン港湾と し ､ O . 軸壬申に1 軸g の p y rip r o 野f e 8 の 原体を含む調整液を羽化2 4 暗

闘以内 の メ ス畠る い は オ ス の成 虫
一

方の 腹部腹板に鍔所施用 し た o 萄帝施用擾の 或
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虫に対 し
､ 処理 の将事と安宅させ た 昏 愛馬5 組ぞ艶ぞ艶に -

封ずつ 透明プ ラ ス チ ッ ク

の 容器に収容 した o 以後､ 室温27
o

e ､ 照明 ､ 呈5 明 - 9 暗招集件予で8 日間産卵蓬せ た ¢

-

方 ､ 放校対照 に ア セ ト ン の 鼻 を海 相 し た賓尾区を護持苦 闘様に産卵 きせ 卑 経過 日

数に ともなう産卵 へ の影響を調査段較 した e

2
-

2
､

産下邸 の淳漬処理

予 軌 直径9 e fn の透明 プ ラ ス チ ッ ク零署内に ヨ ナ ガ成虫の メ ス
､ オ ス 5 組を畷零し

､

同じく誓書内 に聴零 した新鮮 な キ ャ ベ ツ の 葉に24 暗闘塵夢βさせ た 8 ぞ の 複 ､ 帝 をキ

ャ ベ ツ の 棄ごとE C の 所定務釈 (有効成 分量 ､
0 .1 ､ 呈息 呈0 およぴま8O p p m を含む = ニ

各々 iO 移綴浸漬し た 白 浸漬帝を風乾して 後､ 閉じように プ ラ ス チ ッ ク容器 に敬啓 し

た o 以後6 日間に わたり ､ 幼虫の解花数と 死亡率を調査 した o ただ し
､ 調査は審温 ､

2 5 ℃g ) 条件下で お こ な っ た o

2 - 3
､

P y rip r o E yf e n 含淳黄色樹海テ - プに対す る成虫の 尉欝接触処理

2
-

3
-

l ､ 羽化2 胡孝間段内の メ ス ､ オ ス 成虫の接触処理

市販 のp y 軸r o x yf e n 含浸黄色樹彪襲ロ - )L テ ー プ ( 商品名 ; ラ j -

､ 住友柁学三業

株式会社製) の 一

部を , 予め以下に適合する大きさに坊新した o 切断緑を38 m l 容量

の ガ ラ ス 製サ ン プ) L ピ ンC) 壁 ､ 底 凱 キ ャ ッ プそれぞれの 内側 に
､

ほ とん ど隙間が

出な い ように沿わせ た ｡ 以後 こ の 調整 ピン を繰巧適 し軽弼し た ( 以後 ､ 議巌 ピ ン と

略) e 試験 ピ ン に
､

メ ス また はオス の成虫を畷零し1 0 分間登部接触させ た e 予 め蜜寝

相手を収容 した透明プ ラ ス チ ッ ク零署内で 受電産卵 させ た B 但 し ､ 蛍翻接触率 ､ 試

験 ピ ン の肩 ､ 曲線部分に生 じ た隙間に成虫が虚 ま っ た萄魯は ピ ンを移 す っ て テ
- プ

部分に移動 させ た o

耗 ､ 接触 に 熟 も た成虫は次 の よう に準備 した o
つ まり ､ 室内尭 飼育由来の 約4 8 O

頭0) 鰯を1 7
- 2 2 ℃ の室温 ､ 自然光条件下 (4 月初旬

- 中旬= ニ移 した o そ の 上 で最初

の羽化を待ち ､ 最初a3 羽化虫を確認後､
Å手48 8 惑 の うち酌も08惑につ も- て直ち に -

東

ずつ 透明g) プ ラ ス チ ッ ク か ソ プ (容量 ､ 22 0 m l) に畷零して処理前にメ ス
号

オ ズ を分

離 し ､ 試験 前a) 交尾を避 け た e 羽化直後 に上と同様の ガ ラ ス ピ ン に成虫を移 し探吟 ､

-

星夜放置 した o 漸ヒ成 虫に つ い て そ れぞれg3 怪を確認 した濁体 形感要敦を確保 し
､

試験 ピ ン へ の 接触試験 に 備え た o
こ の 手法 によ吟 ド ライ ア イ ス などに よる麻酔傍菜

を避けた実験を放校的容易に お こ なう事が で き た o 尚 ､ 羽化寧は9 O % 以土 で あ っ た o

本試験 に お い て容器内の産卵を促す意図お よぴ卵 の 観察を嘗易にする意図で2 章段

階の ダイ コ ン芽出しを押し付け ､ 薄み でる液を吸戟させ た5 e m X 7 さ
5 c f n の 黄色の ス テ

ィ ッ ク
ー

オ ン メ モ 伺鍍を ブ タ の 内周に貼り付けた o 産卵部位は容器壁 ､
メ モ 相続い

ずれ にも偏る こ と がをか っ た ｡ また淫産経持の ため 寮道本を浸した零署 の底 の渡航

に も産額する場合が あ っ た ｡ また ､ 野 軸T 喝 庖 n の汚染を避 ける 官約 で
､

吸盤管 ､
ピ

ン セ ､

ソ ト怒どに つ い て 法 ､ 範理 用と 無処理用とそれぞれ1 セ ッ トず つ 別に準備 し桂岡

した 6 また
､ 縫い 捨て手袋に て 実験者が直接化食物 に 手を触れる機会を断 つ よ う に
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配慮 し たo こ の よう に して得 た各身 処理区の聯 に つ も盲て 蹴複5
-

6 日 間の 経過日数毎

に産帝敦を調査 し ､ さらに ､ ぞれぞれ内 郷 につ も盲て 産夢汚か ち5 日目に解確率を調査し

た e B} 予招 宴巌 におも盲ても同様に調査した o

2 - 3 - 2
､ 羽1ヒ複の経過暗闘を異にする メ ス 成虫の接触処理

次 に
､ 上 と同様に糞量飼育由来e) 腐を Å草 し ､ 自然覚下 毛産月下旬 -

5 月祷旬) ､

19 - 2 4 ℃ 招宴温に移 した o 最祷 の羽化を確認後ただちに輔を1 頭ずつ 分離 した o 但 し
､

本案駿 で は ㌔ 羽化後経過時間 の 調整 の ため
､ 輔の 約2 0 O 頭 に つ い て呈頭 ずつ 畷零 した

内径5 m fn X 長さ1 2 8 f n iT i の プ ラ ス チ ッ ク チ 孟
- プ ごと2 日 - 3 日問6

o

e の 冷蔵庫に保管

した o こ の冷蔵処理 によ っ て ､ 供試前の
- 斉羽柁をで きる だけ定そ うと した 昏 損壊 ､

メ ス 成虫羽托後 の 経過時間に した が っ て 試験 ピ ンに メ ス 成虫を呈8 分間畷零し
､ 強翻

接触させ た o そ の 上 で
､ 予め 無処理 の オス を収容した土藍と同様g3 道明 プラ ス チ ､

ジ

ク容器内で 受尾させ た o 容器は ､ 毎日産舜を確認 した複 ､ 新 し い 容器 に替え採卵 し

た o た だし容器 の 底に 減耗を しき車道水を含ませ 淫度の 維持を図 っ た だ汚 で
､ 成虫

ある い は解托 して くる だろ う幼虫に対 し鰐は供給 し怒か っ た ¢ 前護己寛厳 に お い て も

同様 で ある o 以上の 試験期閑申 ､ 室温 ､ 湿度 ､ 照明も盲ずれも翻静 され る こ と ば な か

っ た o 温度 に つ い て 言 えぱ ､ 期間中23 ℃ を超 え
,

また20 ℃ を下が る こ と は め っ た に

恵 か っ た o また
､

こ の 方法 による成虫羽柁準は約8 5 % で あ っ た o

乳 業顔中の 汚染防止 ､ 採卵方法ある い はp y Fip r o 癖 n の 影響調査は 前記実験 と同

様にして おこ 怒 っ た o

2 -

4 ち P y Fip T e X yf e n の 植物洩製剤を塗布 した ア) L ミ ニ ウ ム箔 に 封ずる成虫鍔 尉節接

触処理

2
-

逮
-

i ､ 薬量愛すヒさせ た襲理面 へ の 接触

第 8 車 ､ 2
-

5
-

2 の 塗布処理 と開襟に 塗布潅を調整し たo 但 し 鴇 `菜種油 -

ア 竜

トン 調整液中のp y 軸 r o 野f e n 豊iま､ ア]レミ箔の 塗布面積あたり ､ そねぞ艶0 .4
-

e ふ

0 .0 4 m g / c m
2 に なるよ うに調整 し た o 塗香南 の ア セ 巨 ンを搾取させ て複 ､

メ ス
､ オ

ス それぞれ罰々 に各埠理薗に
一

時間強弼接触させ た ｡ 接触させ た5 組招 メ ス ､ オ ス に

つ い て ､ 予め
､ 餅と して ダイ コ ンの 芽出しと 水分を含ませ た濠紙をÅ 艶た新鮮 忽プ

ラ ス チ ッ ク
,
カ ッ プに 一

対ずつ 畷零した o i3R 後7 日間に おけ る経過 日数毎の 産卵数と そ

の 解化寧 に つ い て 調査 し た o

2
-

4
-

2 ､ 各種縫物油由来 のp y 軸r o 癖 n 製剤処理薗 へ の 接触

各種 ､
ピ ー ナ ッ ツ

､
ゴ マ

､ 菜種に由来する市販 の 家庭用植物油 を溶剤と して
､ 上

記第 8 車 2
-

5
-

2 と 同様の 都 合 で 混食 し た ア セ ト ン溶 液と し た o た だ し
､

p y ri p r 措き痕 n の 豊は ア ル ミ箔に対する塗布処理率塞が0 .e 4 m g / e m
2 に 怒るよう にl 澄

度に固定 し､た o 規後 ､

､
上記の 2

-

3
-

王 と 同様に して成虫Q3 繁殖 に対す る影響を調

査した o 但 し両案駿法
､ 上記 ､ 2

-

1 の 局所施問と 閉じ室内条件亨 で お こ 怒 っ た o
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第3 締 結梁

第 王項 成虫 に対する韓療施用効栄

コ ナ ガの メ ス 成虫に対するpy r呈p r e 野良n 招 局所施用 は産聯に対して影響を及 ぼ した 8

明ら か に轟聯敦g) 減少と産卵の 遅延縫栄が認 め ちれた o

-

芳 ､ オ ス 成虫に 労音 る同様

の 処理 で も ､ そQ3 交尾相手 菅 ある無廼埋 メ ス g∋産卵に影響を与ぇ ､ そ の 産卵 を凝開音転

させ た B しか し産輝総数 は無処理 の それと ほ と んど変ら なか っ た o 習 はぁ っ たが
､

塵

下郷に お い て 注解確率の 低下が メ ス ､ オ ス い ず艶 の処理 によ っ て も共通 に認め ら艶 た

( T abl e l l -1) o

T aもl e ll -1 湖 e a n n tl m もer s of e g g s p r 8d tl C ed b y e e u ple § of P . 野i osicil a 呈n w hi ch o n e m at e

w a § 汝e at ed t o pie an y 繭th iO ドg Of p y 軸 r o 野f e n (B v e r e plic at e s)

T r e a 陵d

Ⅰ笥 at e

D 野 S ぬIl o 管 l 喝 醜 畠恕塩e 虚

1 2 3 毒 5 6 7 8 T e 毛盛

♂

C o n t r ol

1 2 .3

(6 5 .8)

O

ト)

3 2 .0

23 -4 1 8 .1 1 i .9

(3 7 ,1) (i 7 .4) (1 5 .4)

1e .e 3 6 . 7 2 0 .O

(i O8) (9 1 .7ラ (8 0 .0)

2 .4

(O)

2 .0 9 .5

(90 .5) (4 6 .2ラ

59 .8

(3 9 .3)

凌.0 2 .O 9轟.2

(5O .0) (58 -0) (83 .5き

30 .4 2 9 .4 1 5 .8 2 0 .O 6 .O 4 .O 1 3 9 .7

(9 8 .0) (9 3 .9) (9 1 . i) ( 酪 5) (8 7 -1) (80 ,i) (2 5 ,0) (9 e 周

( ); 篤 e el o §主e rl 鮎 rB e g g s P T O d tl e e8 e a く虫 d a y 血 r & e at m e rlt

触 t e : S t a d §也c al afi aly §i§ w a § n ot 節 義岳由I e si n c e e g若 鮎 m b e r s w e r e 喝g T e g 盛 e d 畠§ 細 線

第 2 項 産下郷の 浮漬処理効栄

写a bl e i ま- 2 に示 され るよ う に キ ャ ベ ツ の 尊 に産み 落と され た 蹄 (8 -

1 日齢) 杏

p y ri p r 嘘 y庵 n 乳剤の 希釈清に浮浪した場合も卵の 解碓阻害効果が認めら艶た8 1 8 O p p 流

処理区 で は観察した1 2 8 個符節申33簡 ､ 野ちわずか27 .5 % の 発車効果を示 し たの み だ っ

たo ただ ､ 2 5 p p r n 襲理区で は1 5i 個申2( 濁 の 敦死邸 ､ 6 ,2 5p p m で は1轟6儲申i2 儲の敦発卵

T a bl e ll - 2 . E g g 盈n d l a Ⅳ al m o rt ali 哲 of P , 車iost eii a fello w i n g 醜 at m e n t of e g 富S O n C ab b ag e

le af b y dip pin g i n E C § 血 ti o fi Of p 野ip r o 癖 n le s s t h a n 2 純 o tl r§ 畠鮎 r o vip o siti o n
孟(a - 3)

T r e ;痩血 e n i C o 弧 触 . e f e g g s 恥 . o f la xv a e

由p m ) T o t a壬 D e ad i) e 盈d b 戯 v e

P y 軸 r o∋好転ri

C o n & ol

6 .2 5 1 46 1 2

2 5 1 51 2 8

10 O 1 2 0 3 3

1ま5 0

呈3 i 3

呈3 i 0

8 7 e

1王 i(沌

a O b §e r v ぬ rl S 腎 e r e f撃d e 6 d 密§ 盛 e r t r e a 触 e n t ･

5 加 a e w e r e d e a 舶 e e rl 盛 e r 軌 e
'

l r e elo sio 琉･

n ヒ 3 : 3 r e pli e a 陵s w ith 名v e c o tlPl e s of 辛 × ♂

6 9



しか 得ら れず ､ 鐙邸効栄 の 主 管書孟重量蜜托 に 障う 効栄 が明確管 絃蜜 か っ 恵 o しか し蜜

が ら ､ 解化後 の 幼虫拍 死∈寧は 高i ､ 試演 孝義全て の 範囲 でま3 1 轟(6 . 2 5 p p f nき - 畠7 頭

(i O O<p p mきe) 敦死個 捧が観察さ艶た o 幼虫丹 生存率が わずか8
-

2 % を示 した にす ぎ豊 か

っ た o この 顕著な特徴ほ解碓後産ぞに認め ち甑た o

第 3 境 野軸r o 移 転n 含浸の 黄色樹海テ - プに対する成虫の 尉節接触処理

3
-

1
､ 羽化2凄時間以内の メ ス

､
オ ス 成虫の接触廼理

試験 ピン にて
､

メ ス 成虫をp 頭p r o 野瀧 n 含浸の 樹巌 テ
- プに わずか 18 分間接触させ

た喝食も産卵押聯と 怠 っ て影響が蓑れた o T abi e まi -3 に示すよう に襲理4 日後の 影響が

尊く ､ 解 化が 阻害 さねた邸が 最も多か っ た e

-

方 ､
オ ス を弼様に 処理 し ､ 無埠理招

メ ス と 賓尾 させ た場合 は その 影響は弱く ､ 塵下郷総 数は無廼理 の メ ス
号

音 ヌ 岡安 を

交尾 させ た場合 の産卵総数と あまり変 わら 恵か っ た ( Fig . 1 i -1 鬼ラo しか も敦死率の 禽

計は2 6 .5 % で あり ､ 無建理区の1 3 .8 % と既 ぺ る と兼きな董ば なか っ た (T abl e ” - 3) e

T a 馳 11 -3 . M e a n e g g n u m b e r s 捷S E) p e r fe m al e a n d p e r c e nt m o Tt a主星t y r e c o rd ed d a呈王y 孟鮎 T

e x p o s u r e b y t a r s al e o nモa et of m ale a n d / o T f e m al e a 血it P . 癖 steiia 毛o y en e w t a p e e 成毛e d

w ith py Tip r o x yfe n (
､
b n o @) 威th in 2 逢h o tl F f o王l o 腎i n g e cl o si o n (n 芸5ラ

T r e at e d D a y s a 鼻e r t r e a 若rri e flt

rrl 盛e 1 2 3 逢 5 6 ま

♂

♀X ㌔

C 錦 紗ol

も8 ± 4 .0

t逢.8 ± 4 .8き

6 -2 ± 6 ,2

(9 .7 ± i v)

1 2 .O 圭 6 .6

(1 7 .O ±13 .8)

2 0 .0 皇u .8

鍔一0 ± 1 B)

2 8 .4 圭I l .8

(2 9 ,6 ±2 3 .9)

5 l .8 ±23 1

(6 . 5 ± 1 .畠)

2 O .6 ± 8 .9

(3 .5 堂 L 7)

2 6 .8 士まe 書2

i2 .7 土 2 .7)

4 2 .e 圭l呈.6

( ” .5 蓋 4 .9ラ

3 5 .6 ±ま6 .§

(” .9 皇 9 .6)

5 .B 皇 4 .9

弼

2 5 . 鍾±呈1 .5

く1 ,1 ± 0 .7)

1 5 .2 豊呈2 `7

終7 恵 6 .7ラ

7 .8 ± 3 .3

弼

6 .0 圭 6 .8

(20 .8 皇 弼

1 3 .2 圭 轟.9

(i .4 土 1 .4)

3 .2 皇 2 .2

(33 .3 皇呈6 .7き

7 .2 蓋 鍾.
8

(5 .9 皇 5 .9き

4 .B 土 産.a

(5 .9 皇 5 .9き

ま逢B 皇 9 .6

ま.e 萱 O . 冒

弼

O 事
6 堂 8 .6

(Oラ

2 .e 皇 2 .8

(7 0 B 皇 弼

2 .O 皇 i .3

宅7 .
2 土 6 .0ラ 弼

i 彪 独 frlale s 離 r e d e a d 槻 d 野 6 . iy; in 守ali8 d tle 毛o e g g p r o a tl C 鮎 n f T O r n Sin gle 皐

E 蛋者 m O ぬIi守; 点g tl r e S irk b T a ek e 短 捷S Eラ. E g g s at d 野 5 w e T e モ托 aモe d a §d e ad ･

恥 t al 喝宮 m l n b e r s 腎 e r e主召威g 摂盛e afl毛違犯¢ 喝 軌e も陀 盛況 e 嘘 くS e h e 畿
'

§ rrltl態麺I e r 姐 g e モe 鈍磨' 0 ･0 5 , s e e

F毒g . 1 1 -1 鬼 ぬr i ･t e st c o m p 如 s o B 毛o 協 癖 e a陵d e 槻 t Teil) -

しか しな が ら ､ メ ス ､ オ ズ 繭成虫ともに同じくp y 軸r o E yf e n に接触処理 ､ 交尾させ

た場合には , 座下輿に労す る影響がより牽く現れた o 特 に卵総数は ､ 無襲理成 虫弼

告 が安宅産卵 し た対照区の 揺舜数 より明らか に少な か っ たが
､ 統計的に は有意差は

なか っ た
-

くS c h ef縫の 多重検定 ､ き< O .8 5 およぴ対照区と の若換定 ､ 磨< 0 .8 5きo また処理

後5 日を経 ると次 第にその 筋碓阻賓挙が よ昇する傾向もみ とめ ち 艶た o F量酢 r e u 遥に

p y rip r o x yf e n が示すそ の 影響の 柁衷的例を写轟に示 し た o ニ 艶 によ っ て 野 軸 r e xき痕 n

7O
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･

e X p O S1ユr e f o r 1 0
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軽理 繭に接触した メ ス 由来の 輿におもちて鰐柁阻害を受量子た幼虫が帝老 内で死だする

様子が確認 で き た o

3
- 2 ､ 羽托複 の経過時間を異にずる メ ス 成虫拍 接触処理

さら に メ ス g3 羽化後経過時間を締 分托 し試験 ピ ン に暴露するま 習 の 時間を区切 っ

て影響を調 べ て 轟 た ( T abl e i ま禎) o をの 絃栄 ､ 羽柁 - 暗闘似内の成虫を18 分間読巌 ピ

ン に接触させ た メ スQ3 場禽に最も塵磨日数が少なく ､ そ の選 ば有意で 轟 っ た ( 対,q学区

との t 検定 - き< 8 . 0 5) o ほか
､ 3 時間ある 川 ま6 時間と次第に羽絶後の経過時間が長く患

っ た メ ス を試験 ピ ン で曝した磯食 で はそ の 影響はタ 怒く - 無廼理 招 メ ス 狩 対照区が

産卵 した そ,の 総数と ほ とん ど変わら 怒 か っ た ｡ メ ス 成 虫が羽柁直後 ､ 特に8
-

呈時間

以内にpy 軸 r o 野良n に 曝 した場合､ 顔黄の 形成恵どに影響 が出た 招 か もし甑患 い ら し

たが っ て
､

この 三様の 実額相互の 関係か らp y rip r e 琴海n 塗布面 ヘ のi8 分間の 接触輿理

の 限り にお い て 娃 メ ス の 羽化経過時間が3 暗闘以上経 つ と産邸 に対する彪響はほ ぼ無

く なる と言え た Q しか し恵が ら ､ メ ス
､

オ ス 供に処理 した場合で は結栄が襲象 っ た o

T abl e ま1 -4 . D aily e貰g P r o d u cti o n a n d p e r e e n 毛 eg g m o r t aiiモy 由Il e 威 n g 臨r §al e 冨P 8 §t m 毛e

y en o w t ap e ( b r1 0
㊨

, S e e t e 霊t) of fe m al e 昆d ult P . xpi o siciia at diffe T e nt 鎧fn e § fol王o w i 喝

e clo §io n (n ご5)

F e rrl al e ( 辛)
I D 野S a 鮎 r t F e a t m e n t く麺e 盈rl 舶 . ±S Eラ

噂 e 郎 呈 望 3 逐 5

8 i i 1 9 . 6 圭 4 .1

1 2

C o 汽モr ol 3

(9 .5 ± 5 .撞き

呈8 .4 圭1 0 ,O

(1 2 . 5 ± 8 .8)

4 3 .2 ± 2 .3

く3 . 7 ± i .1)

_
2

8 7 .3 皇1 2 . 7

(2 .5 ± 0 . 7き

6 9 .6 ± 5 .6

( 氾 2 圭 4 .7)

畠凌.2 士1 4 ,4

(8 .8 皇 2 .8)

59 .4 ± 7 .5

(6 .7 圭 3 .5)

7 8 ,0 皇 8 .3

(9 ,9 士 2 .3)

3 3 3 ±1 6 .2

(i .3 ± 0 .7)

& 凌皇 1 ▲9

( & e 土 3 .5)

25 .O j: 6 .6

(2 3 .0 皇 7 .畠)

2 6 .8 圭 9 .6

(6 I3 皇 2 .i)

2 0 .8 ± 8 .9

(eき

3 9 .3 ± 2 .O

く2 t4 ± i .4き

呈.e 皇 8 .3 e

( Oき 弼

4 .4 士 3 .7

(3 .5 皇 3 . 5)

5 .6 圭 2 . 9

(16 .6 皇I e .5)

3 .0 圭 i .5

ま,6 堂 0 .9

弼

i .種皇 呈.0

(8き

0 .2 皇 O .2

( 級 I j:2B .eき (3 3 3 豊3 3 `3)

2 .7 ± e .9 0

宅嘩 (0)

-

,
戯 f e r11 盛e § w e r e d e a d at d 野 5 . E g g f n e rt aliiy ; 名節王T e S ifl b T & e k e t s ( 士S E) .

E g g s a毛d a y 5 腎e T e 打e a 蛭d a s d e ad .

i M al e s l e s s th a rl l O h o tl r S Old 腎e r e p ai r e d w ith t T e 孟t e d f e frl a圭e s e 蓋 e e p毛ぬr 1 2 h o tl y Old f e rrl al e § 腎e F e 2 4

h o tl r S Old 盛 ぬ e t主r B e ef n 盛 n g .

2 恥 d a 臨 w e r e c olle 虎 d 縄 d 野 1
'

誠 d w e 摺 a e C u m tlla t e d fo r 2 d 野 S .

3
投 = 3 ; th r e e r epli c a t e s

鼻毛 D 豆飴 T e nt l e 触 r s o rl ぬy 1
,
2 a n d 3 w e r e sig rli 鮎 祖 t b e 奴e e n 銑e f r e 盛由e 迅t §(S e h e 鍵

事

s m tlltipl e 指 濃g e 紐鴎

き< 0 .O 5 ; n o l e 綻e r i n dic 盛e s irl Sig ¥l 近c 迎 t d 汝 r e fl e e ar n e n g th e なe a毛虫e n t Sラ･

a T o 嘘 e g g r n r n b e r s di盛 郎 t d 独 r e ilt b e 緬 e erl 払e 哲e 盛 況 e Tl 短 b y S eh e 盤
'

§
,き< O i)5 ･ S e e Fig 呈呈ー呈B ぬr i -毛e 威

c o m p aiis o 投t O tI畠h
･

e a 蛭8 e o 虚r oま.
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つ ま巧羽托ま2 時間を経て か ら廼聾 し喪 メ ス で も ､ 羽柁2逢賓時間を経で か ら 同様に試

験 ピ ン で接触範理 した オ ス と登罵さ せ た場合に は 明らか に 産聯数に減少が認め ら艶 ､

疑計時に有意 であ っ た 宅対照区と のi 換窪 ､ き< O . 8 5 ､ F量富. i u B ) o 観 えて襲理5 日接着ニ

は産下聯の帝柁革も蔑亨した ( T abl e li 鴻ラ8

第 4 項 ㌘軒ip F e 野f e n g3 植物油製剤を塗布 し喪 ア]レミ ニ ウ ム 箔 に対する成虫 和 樹密接触

* @

4
-

1 ､ 養豊変化さ せ た輿壁面 へ の接触

さらに影響の 薬量反転を観る ため に
､ 菜種油を基材と して製剤でp y rip T e Xう痕 fl の 塗

布液を調整 し8 .1 ､ 0 ふ 0 .O ぬ 営/ e m
2 の 範囲で接触率豊を饗すヒさせ た e Fig . まi 一 弘 に示

されるよう に ､ オ ス
､

メ ス 両者と 亀
- 時間の 轟劉接触範理 にも闘 ゎらず轟豊 の 変絶

と 安 臥 産卵 に対する影響の 関係は認め ら 艶なか っ た e

-

方 も 塵下郷の 聯化寧で は

成虫処理後の 鐙適時閤が経 つ に したが い解化率は 下がり ､ 無処理対照区が9e % 拐上

の 解化撃を示 した績栄 ( Fi g . i l 一途､ 参照) と捜 ぺ るとp y 軸r o萄痕 n に よる鮮化阻害の

影響 は際立 っ た (Fi g . 1 呈-3 B) o しか し 恋 がち ､ 解化阻害 と薬豊変化 と狩 関係 に おもi
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Fig . まl -3 E 鮎 ct e fi eg g P r O 血 c 鮎 n 急迫d p e T e e n 臨雷e e elo s主e n f oil o w n g e x p o s tl r e b y 紛 s al

e o n t a c t ぬr i h o tly Of a 血it f e m al e P . xpi o sieiia t o v a ri o tl S e O il C e n t T a 鮎 n § of py rip T e 萄庖 n 量n

e 急設Ola oil/ a c et o n e くま:5O v/ v) o n alt m i由tl m f oil (n = 鍬
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て ば濃度を増し た場合法阻害撃との 関係 が逆転した o
つ ま巧重量が多 い ほ ど解托阻

害 へ の影響が低 か っ た o こ の 道転現象につ も竜て萎ま第 8 車で も観た が ､ 奉才巳貴簡毒豊高

濃度より鷺漂度 で 効果が高i 出る傾向を事案験 で 亀示 した o 理由書≡ つ い て は
, 捧内

の ジ ュ ペ ノ イ ド93 キ ャ リ ア -

蛋白 ､ 或 い は縫合蛋白と の パ イ ン デ ィ ン ダの 問題と関

係する の か も知れなもち
o しか し

､ 以上の 賓験 か ら - 憐不明で ある o 腿よ 笥 潰度を変

えても産卵 敦に つ い て は変わら ず ､

-

時間の 接触時間に限 っ て 言 う な ち ､ 影響をお

よぽすには少量のp y Tip r o E yf e n
､

0 . 糾 rn g / e m
2
の 塗布 で 十分で あ っ た e

4
-

2 ､ 接触暗闘を変化 させ た処理面 へ の 接触

土記銘栄を踏 まえ薬量を8 .0 4 m g / cr ri
2 に国憲 し ､ 処理面 に対する接触暗闇の 最短 の

影響を観 た o そ の 紡栄 ､ 0 .O 4 m g / e m
2

､ わずかi 分間の 接触 にお い て は産卵敦 J% C3 影

響もほ とん ど怒 か っ た o

-

芳 , 帝 の 解化率に おも育て は ､ 対照区と放校すれぱ影響 が

や や強か っ た程度 であ っ た o しか しな がら ､ 接触時間をよt3 長 ( するとp y tip r o 癖 n

の 影響が産卵数 に もそ の 解化率に も強く発揮され た ｡ つ ま吟 ､ 6 0 分閑接触さ せ た壕
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杏 ､ 両者に 対す る影響萎ま､ 対照区 の そ れら が示す位 拍蔓蓋ぽ2 0 % に しか な らな か っ た

くFig . l i 後) o i 8 奇問の 接触 にお い て も同様 に
､ 産卵致 に亀解確率にも 癖 p T O 癖 n の

影響が重く発現 し
､ 処理締め か らそQ3連日閥に草薮ら対照区の5 O % ほどに及んだe

4
-

3
､ 各種植物油由来のpy rip r o 野 良n 撃剤処理薗 へ Q) 接触

上畜己C) 絃賢か ら ､ 産卵に 対する影響を観 るに はpヨ癖p r o E yf e n の 拳豊が8 儲 m g / e m
望

で十分と判断 し
､
次 にp y rip r o x yfe n の 豊を この 事量に固定 し ､ 涛蝶と して 植物油C3 種

類を費 えて 産卵 に 対音る影響を調 べ た o 前記と同 じく
-

時間 に 取 っ て 寿 ス
i

メ ス 察

に 接触 ､ 交尾さ せ た メ ス ヘ の 影響は兼きく ､ それぞれ ､ 供試 した ピ ー ナ ッ ツ
､ 胡麻 i

菜種由来の 油い ずれ で も共通 に 産卵押翻の 影響が現れた o 特 にももずれg3 油で も塵解

散が極端に減り6 日間の 轟飾期開申 ､ 総数に して 1 東あたりわずか 1 7
-

3 5磯招 舜 を産

ん だに過 ぎ怒か っ た ｡ しか もこ の 産卵数 法案種油だけを虎軽対照と し て処理 した メ

ス が産ん だ10 0儲 / 義以上の 数字と比べ ると半分以下 であ っ た (Fig . 1 i - 5 ゑ) o

油 の 種類 が違 っ て 亀産舜数 で み る限りそ の 減 少程度 に 尭き 怒遠 い は 恵か っ た が
､

詳細 に見ると 胡麻油にお い て は ､ 処理1 日後の 産卵象 が飽の 植物油襲鞘よりも多か っ

た o また
､

ピ ー ナ ッ ツ 油 に お い て は産卵敦と は無関係に 重荷 な解 柁率を示 し
､ 解柁
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率に閲す る限巧累常ほ認め ら 艶なか っ た 蔓Fi蛋. 呈呈- 5 Bきe と 三 遷が菜種油 と胡麻油製

剤 で は ､ 明 らか に 癖 p r o 移転昆の 解花押制効果が発現 した ｡ 解花形 緩押劉準娃8e % に

亀達 した B 本案簸 で妄孟処理 - 日棲e) 績栄を除墨子ぱ
､ 菜種油 i 胡麻油襲潮間習 ､ 塵舜

故に潜す る影響に差は 恵 か っ た o し か し ､ 餌代率の 牽柁を追う限巧胡麻洩Q5 寿が 菜

種油製剤よ巧も解花押劉効果が苧 苧高く ､ 処理2 日緩か ち幼虫の 解碓が堂く認め ら艶

恵くな っ た o 聯 p r e 琴海n の 不妊効果 がより発揮さ艶 た現象磨 っ た 8

第 4 節 考察

予備実演 的に調整 した]レ ア
- 饗 鄭 忘ずれの 処方に お い て も 野 軸 T O 恵良n に援蝕した コ

ナ ガに対する産舜抑制の 影響が認 め られた o この 抑制 の 穫慶 ば オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ周

に生産販売される既成 晶の) レ ア
- チ - プに接触させ た壕食と 同様で 句 塵下舜染の 忠誠

効果を示 した ( Fig . l l -1 Å
､

B) 導 こ の現象 はp y T呈p T O 癖 fi の顛捧をア セ 巨ン嬢理 した壕

に認 め られる基本的 蔑産卵抑制効果 と
-

致 した
o 特 に塵蹄敦の 底下が著しく ､ 無処理

の 対照区が示 した産帝数の 革労以下 で あ っ た (T 盛I e 呈ま-呈ラo ま たFig .
1 i - 3 慮､ B で轟き

れる接触率量 と塵界抑制反応 宗麟の 結果か らp y T量p T O 癖 n Q3 処理率塞をい たずら に堵賛

して も繁殖阻害効果がぞれ に応 じて高まる あけでもなも盲事が 明白と 怒 っ た o また も 供

試 した植物洩の種類によ っ て タ夜くと 義輝の解 化阻害勃発に兼愛 恵逮も盲が現 艶 ､ 特に

ど - ナ ッ ツ油 で 絃産 下卵が萎まぽ孟常に解化 し た
o

-

芳 ､ 菜種洩 ､ 胡麻油襲用 で は期待

通り願碓阻害がみ と められ た o こ の 差が何 に由来す る か ば不明で は あるが
､ 馨 ち i ピ

- ナ ッ ツ油 が飽と比較しで洩動怪に 欠ける こ と を考 え轟あせ ると ､ 含ま艶る腰窟酸組

成 の 違い が反映 し たと も思われる o

-

般的 に ピ - ナ ッ ツ油 で は飽聯厳爵酸が擾発 し 一

塊動怪の 重要国と なる不飽聯腰肪醸が少恵も蔦
o こ の ような物怪がp y 晦 r o 癖 ii の キ ャ リ

ア - と して奉碓食物傍周意 ヘ の 到達に深i 閣僚する だろう 三 と妄孟蒐に述べ たま轟e 放射性

の pyirp r o x yf e n を使 っ た追跡案巌蒸発 から も審易に想像で 馨る o ツ 孟 ツ 孟 パ 孟
や あるも蔦

揺オ 凍サ シ ガ メ に お狩るp y Tip r o 移転n の 追跡実験で は喝 ちか に 苛 ア ゼ ト ンと鉱物油費艶

ぞれに溶解 した場合p y rip r o 額鹿n の 挙動に 未き 恵遥も盲があ っ た o また野外に お狩る整斉g

の 安定性の 上 で 毛こう した性質は重要恵鍵と 怒る (f J a 昆gl 野 e毛ai .

,
呈9 93) 母

B} よ これ らの 事案 ､ あるも盲は
一

般 的短見から ､ 今後 の研究と して 1 Py 軸ri) 癖 fl 招

不妊柁効梁を最大限 に発揮させ る た時 に 娃 ､ 視覚的轟る い萎ま碓学的お と巧を組み込ん

磨) レ ア
-

の 製剤に お い て萎ま､ 少なく とも コ ナ ガ防除対象に食 っ 藍不活性彦拷軽を示す

基材と適切 な溶期Q) 選択 ､ 及びそれら と の組 品番せ が重要で ある 己 とを示唆する o 前

車ま で の 研究成果 か ら亀害虫の種類によ串 ､ 種ぞ艶ぞ艶 に 適合 した ､ 種特発 の標的轟

るを 噌 ) レア
- の 検討が感須である こと は明らか である 宅i .a & g星野 e毛盛. , i9 93) B

-

方 ､ 前車まで に検討 した娃 か の 害虫ち ツ ェ ツ ェ パ エ
､ 身津 サ シ ガ メ ､ オ ン シ ツ コ

ナジ ラ ミ に対する奉化合物の 繁殖 阻害効果とく ら ぺ る と ､
コ ナ ガ成虫接触による本葉

験 の 範囲や法皇言己e) 害虫と は異怒り生涯 に あた る繁殖阻害激発が認 め ら 艶恵か っ た
o

確か に -

鬼する と その 効果 が コ ナ ガ で 揺中庸 ､
また は車も竜と 見ぇる e し か し なが ち ､

F

F abl e l i -2 にお毒する績栄 に注 目する と ､ 搾 軸 r o 癖 n の 塵舜抑制効果 だ汚で 娃患 い 特徴
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的事実が 見て噸 れる 昏 つ ま吟
､ 既 に轟姦 落と さ艶貰 い る聯に轟接 癖 p r o 癖 迅を梓用 さ

せ た こ の 踏襲 で は
､ 処理惑度 が高く 覆 るに つ れ幼虫 符節花押劉革 も高く は 怒る が も ぞ

の 事実に 観 え幼虫 招解 柁直後 にお 狩 る死亡率 の 高 さが際豊 つ
8 こ の よう 恕現象は賀詞

上 重 要 な 意 味 を 患 っ て く る o 特 に 実 際 の 野 外 に お け る )レ ア
-

饗鞘 の 施 用 習 は ､

p y rip r o 癖 n を戦わ込ん だメ ス が得物j = に産ん だ帝か ら コ テガ幼虫が解柁に成功し た場

合を想定 して も幼虫が作物よ で 奉化合物に直接触れる こ とは実際土あり えなも盲
o ま た

ある と して も ､ 成虫由来 の 汚染にもと づく ごく少量 で あ る か ら実質は無影響で ある 8

したが っ て
､

メ ス が取り込ん だp y 晦 r e x yf e n 形 影響 で 三次的 に解托幼虫が死に至る 三 と

が兼愛重要 怒意味を持 つ こ とに なる B 確か に
i 産卵後 にpy 軸 r o 喝 痕n に曝さね た事を考

え れば ､ この 現 象は キ ャ ベ ツ の 葦に残るp y rip r o x yf e n が解化幼虫 に対 して 二 次的に影響

を及ぼ し た縫梁に もと づく に過 ぎな い の か どう か確認 が要る o 奉賀験 で 亀読紫 ピ ン接

触にお い て も解化直接 に死亡幼虫が観察されたが
､

こ れが上の 事実を反戦 した もの か
､

ある い は 単に既成 ある い は試験容器内の 波紋 が乾燥 した緩栄 で ある かば 不明の まま で

ある ¢

敵 奉研究も
-

欝 で は実験室 の 温淫 度 ､ 照明を駒瀞せ ずに 自然 の 成り行き に盗も盲環

境 で実験を行 っ た o 実験 の 精度 の 上 か ら懸念も残る の で資 し触わ る o 埴揺ら 宅1 99 郎

および植松 ･ 好川 ( 2 e O 2) が コ ナ ガの 産卿行動習性およぴ産卵能 力決定要因 恵どに つ

い て 論議 して い る が
､ 寒害 虫の 産聯習性は 日暮れと とも に夜 明けま で産卵行動が み ら

れ ､ 塵帝 の 数は発条件によ っ て も左右され るとも盲う o
つ まり ､ 実験室 に お け る自動制

御照明によ る突然Q) 明暗 条件より ､ 日 暮艶と と もに 訪鈍る 蒐の 弱 さが産卵をよ吟擬す

と の 見方を して い る o 確か に 試験 ピ ン に よ る接触試験に患 い て は自然条件に淀も盲環境

下 で あ っ たた め
, 特にT abl e l i -i の 実験では

r

F ab e il -3 の 窯駿時よりも苧 号室温 亀高i 推

移 した か ら こ う した覚の 影響も手伝っ て全体に学もミ時期招
､ しか 亀敦多i の 産額を促

した の か もしれ な い (F呈g . 呈i -1 鬼､ B 参jq削 o T aもl e lま-3 およぴ
′

鞄bl e 王呈魂の 綴栄は ､ 産卵

抑劉括栄も概ね妥当な緩栄 で あり ､
さ らに 冷蔵保管した煽で も8 5 % の 羽確率毛髪録 し

た こと か ら ､ 実験 その もの に は問題抜 な か っ たと判断 される Q また ､ T abl e l i -凄 管明 ら

か の よう に ､ メ ス 解化後p y Tip r o 野f e n 処理面に 接触するま で の経過時間が短 け艶ぱ短 い

ほ ど本代食物 の 産卵押掛効栄が 発揮され易 い こ とが うか が え る 尊 宅際喝薗に お い て は

産帝押駒の 効率と い う観点 か ら 法効栄の 確度 を左右する重要意図子 に もなる o また
､

処理面 に訪れる頻度は どれ ほどか ､ あ るも弓はそ の 時閤はど の 程度か 怒ど亀防除の 効率

上 ､ 検討すべ き 課題と して残る ｡

い ずれに しろ ､ 実際場面 にお け る こ の 不妊化技術を適用する 怒 ら ニ う した産卵要因

あ る い は解 化幼虫 の 生存制限要因など全て 重な っ て ､ 最終的に
､ 総体的な密度抑制範

架を知 る こ と が で き る o 今後 こ の 技術 の有効性 の証 明に も早 い 時期 に野外読巌 が実施

され ､ 総合防除技術上の 新 しく ､ 重要な技術 と して の 検討が待 たれ る ¢ 特に
､ 温室野

菜栽培 にお け る捕食怪昆虫をどの 天敵導Å あ る い は訪花昆虫導鬼 にお い て は
､ 舜盛期

の 散布が ､ 禁止か 散布国数など招 制限を受ける車に 怒るか ら ､ こ う し た汚蘇は感裁と

な る o
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第ま2 車 軽食考察

奉絶食物p y ri p T O 葺き海 昆は キチ ン合成阻嘗 翻意どと姦わせ 昆虫成長弼聯鞘と 亀捧さ艶 ジ

1
ペ } イ ドに鵜する o 昆虫の 変態 ､ あるもー は聯 の 発育 毛狂発生) を劉額ずる 合成音巨食

物 で あり ､
こ の 類縁絶食物 につ い て は腎il呈呈a m s ( 19 6 7き が 第三 鱒飛燕盛期と提唱 して

拐来､ 注目を集め早くか ら多く の 研究 者が研究 開発に戦ゎ組ん でき た ( 鮎 醜 盛 a T 昆n e竃

al . , 1 9 8 5) o し か し ､
ジ ュ ペ ノ イ ド絶食物 の 農薬用途 に つ い て は ､

ごく
-

部将 絶食物を

除もi て 当初 の 期緯ほ どに は案岡花 されて u 患 い の が葉状 警 あ る 母 機予 こ耗 ま管 Q3 研究

盛栄を踏まえ新 し い 防除技術及び総合防除の 観点か らp y 軸T e E yfe n 開発の 応用的意味轟

い を縫合考察する o

当時､
い あ移 る環境論が か まぴす しく幾重開発に と っ て ､ 決 して 恵 ま艶た環境にあ

っ た とは思 え患 い そ の 時代に ､ 奉研 究によ っ て
､ 農業害 虫に お汚る防除車翻と して 実

相托に結びつ ける こ と に成功 した o そg3 応摺約意啄ば未きく次g) 二虚にある o

i) 昆虫生理学ある い は内分泌学の 学問的成 栄を基礎に ､ これまで開発が 困難とさ

れて き た農業分野 の 害虫防除剤 と して ジ ュ
ペ ノ イ ドを開発 し

､ 髄 に 問う 事が で

きた o

2) さら に
､ 本代食物の 化学的不妊効果を持額づ け

､
こ れに 着目する こ と で ､ 散布

しなくて 済む硯鷺誘引型 の)L ア - ( ラ ノ - ㊨ テ - プ) の 開発 に績ぴつ も盲た ｡

か つ て
, 額縁托食物の 開発が雑 しか っ た そe) 理由 注 ､ 昆虫自身が 分泌 し ､ 変態をつ

か さどるJ u v e nil e H o r m o n e 自捧は 亀ち ろん の こと だが
､ 合成さゎ た絶食物g3 構造に由

来する物理柁学的な脆 野性にあ っ た 8 野葬 ､ 特に尭陽覚線亨で ば安定性が鑑か っ た 芸

と が重 囲と言 っ て も言 い 過 ぎで は な い o テ ル ペ ノ イ ド系 ジ ュ ペ ノ イ ドの 輿望 で 為る

m eth o p r e n e 苧kifl O P r e n e に つ い て野外に おける用途開発が 忽さわても盲恋 い 事案が をれを

裏付ける o もちろ ん
,

ジ 註 ペ ノ イ ドの 昆虫 へ の 生物反応 と して 示され る種特発性 ､ 発

育ス テ
ー ジ特異性と い う問題 義夫き い o 今日に い た っ て も ､ そg3 複こ の 分野 の 発展を

見 な い の はその せもi も多分に尭 きも盲 の か 毛細 れな い o 特に
､ 序説で 亀触艶 たよう に ､

幼虫の 過剰脱皮に よ る東きを個体 ､ S t 呼e r n u m e T 野 幼虫が出現す る現象は ､ 鰭物生産機

面 にお い て主 たる標的 で ある縫物食性の 害虫を防除対象とするとき ､

-

般 的に許容で

き る現象で はな い o む しろ拒否感が と亀なう の が 由然 で ある o

本絶食啄 ば ､ そ の 合成幽発物質 ､ あるもぅは リ - t ド絶食物 が ､ ス タ リ - ニ ン ダ に 供 し

た ハ ス モ ン ヨ トウに対 し捧色を赤く変托させ る そ の偶然をH a 地 e §hi ( 渡 多腰) が 見逃

さなか っ た こと が率 い して も3 る ( H iT a B O et aまり 皇99 8) B それを実機 に ､ そ の翌年とも篭 う

早 い 時期 に発明された ( 托sh id a et aL
,
1 9 84) 寧遵に も意まれた ｡ そ田 海軽 招 来き 金持

教に
､ 安全性が高い 上に紫外線下 で は 分解が速く不安定に もか か わちず i 太陽党亨 で

は安定性が高い こ と が轟毒ずられる く渡多渡 ら
,
19 9 7 ; Hi T a n e et a量. , 皇9 9 郎 o 著者は ニ 招

性質に着目 した o 平たく粥を あ毒ずれぱ ､ 除虫萄由来招 薫然ピ レ F リ ン と ､ 草薮まで嘗

7 S



者が 普及開発に たずさぁ っ ても盲恕魯成 ビレ ヌ 冒 イ ド田 園鱗茎≡あ ると直感した o 絶食物

g3 発見と同時に第 2 車 に遠ぺ たよ うに ラ ン ダ ム ス タ i) - = ン ダ 招 延長線土に為 っ た評

価緩梁法 ､ 本代食物の 農業書虫に 対する開発は
､ 難 しも盲 とずる -

殿絢見方を追認ず る

績栄に 怒 っ て い た o

で はあ っ たが ､ 覚に対する安定性に注目する と同時に ､ 蔚聯弼Q3 ニ カ メ イ ガを対象

に し た開発 が断念さ艶 た -

時代前の 事業 に思 い 当 た っ た o あら た め て 海外か ち集ま っ

てく るデ ー タ を見直し た 白 つ まり ､ 開発の 方向性が 見つ か ち な u でもヽた そ の 折 ､
監e を

n a k a r a n (1 9 8 5) 奉Åか ら ゲ ラ腐朽を見 事する機会があ っ た o 昆虫の成育ス テ
- ジ労弓に

解か り賛 すくまと め た ジ ュ ペ } イ ド招 適用の 可能性に つ もも て 読み ､ 寒柁食物 を醤卵潮

と して 開発 し得る こ と に窺付い た o ジ ュ ペ } イ ドの 昆虫生理活性と して舜 の 落発生 に

阻害作用があ ると する基礎知 見に着目 し た o 後 に
､ 板谷 (1 9 8 7) が貰 う ､ 昆虫生理学

的知 見を朝摺 する害 虫防除の 試み の 遣り ､ と い う こ と に 怒 る o 著者泣 こ 艶をB i o r a -

ぬ n ai A p p r o a ch と榛 して開発戦略 の柱と し たo 第 3 聾で述 べ たi 9 84 年 ､
イ ス ラ エ ノいニ

お ける室内試験結果が こ の ア プ ロ
ー

チ を支持し た o P y rip r o E yfe n 乳剤を散布 した締招 宴

に産 み つ けられ た タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ ､ a . i a b a ci の 卵が解托 しな い 事実か ら ､ 予防的 に

散布すれば
､ 党費定性もあるの で綿懸 におぼる賓開化が可能 である と鍔 確信を得 た o

それま で
､

ジ ュ ペ ノ イ ドの 防除有効手段 と して は
､ 傍用結栄と して知 られる成虫偲

の 不完全さ
､ 痛か ら の 羽代襲常 ､ 成虫死∈ の 作用か ら次 世代の 繁韓阻害を標的とする

考え方 ( 板谷, 19 8 7) 那
-

般的で あ っ たと思われる o 確か に こ C3 ア プ ロ - チ で も発生練

塀 に施用で きれぱ幼虫奴嘗 によ る被害も少なく ､ 許零し得 る o し か し
､ 速効性に膏ぞ

れ た常虫剥が軽用 される現場状況 で は ､ 防除手段 と して受 けÅ艶 にくも盲g 3 も事案 で あ

る o こ の 点 で は
､ 作物表面に産み つ けられる聯 の 殺聯効果を期待し ､ 予めpy r量p T 8 呼鎚fl

で 作物を導 い
､ 待ち伏せ する こ とと 困 じに 怒る こ の 事段も ､ 同 じよう 恵理由で現濁 の

理解 が得ら れるもの で は なか っ た o 現実 の 栽培管理者}む理 か ちず艶ぽ ､ 被害義彦も竜 田

に津虫期を予め散布 するの は経済的 にも受 け太 れられ患 い o また ､ 聯 の 発育阻審績栄

に着目 した試験結果は
､

こ の と きま で盈 t ab a ci だけ で あ っ た か ら ､ こ の 梁卵現蚤を前

面に押 し立て て 開発を推進する こ と ば ､ 奉書虫に限ち艶た俄然に過 ぎ恋 い と して
､

現

場の 理解が得られ恵 か っ た o ある い は ､ 化学不妊期が噂乳動物に対して も毒性が 高も嘗

こ と か ら過 去に開発が断念された背景が あ っ たた め ､ それと の ア ナ ロ ジ -

で 各国の 現

場 に は
､

ジ ュ ペ ノ イ ドを化学不妊剤ある い は厳発生阻害に よる発舜剤と して 受けÅ れ

る こ と に心理的 恵拒否感が あ っ たg3 か も知れ な い o こ 艶が理論と現実 の ギ ャ
キ

ジ プで あ

っ た o こう した}む理的畿扶を寛尽する感繋が あ っ た
o

-

方 ､ 著者は寒絶食物 の 常澄目害虫に対する特異斡な活性 に着目し 号 オ i) - プ観音

に代表される各種 & u董短 軸 (B a c 如 cc 和 d 8 悩 i畠など) や ､ また直選 目の ゴ キ プ 7] に対す

る活性の 驚堆か ら
､

サ パ タ トピ パ ワ タ
､ S c轟is ねc e 柁 β g 聯 ri a など へ の適用 の 可能性を

探る た め に

<

, 開 発協力をもと め て 国連農薬食糧機関 緑 姐 = ニも接触してもーた 8 同時

に
､ 健罪深饗機関 宅腎怒O = ニ亀接触が あ っ た o 当時 マ ラ 事) ア 対驚 に使 あれて も盲た塩素

系農薬､ D D T の療蟻 ヘ の 影響懸念に対す る世の 注目 ､ 敦判などか ら､ 耶 O は代替 の軽
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補化合物を さが して い た ｡ また
､ 抵抗性 マ ラ

盲] ア 蚊鍔 紐税問題 も轟 っ た鍔 で 三 拍 代替

に 号
マ ラ リ ア 対 寮詞 と し て わ が 日本 国 沿 海 外 接助 に よ っ ぞ ､ 住 友亨転学 ま 菜 鍔

S ti 感ぬ量城
@ 酸 n豆恕 ぬ量o n) が数凄国で賛同さ艶る と い う背景 も養 っ た o 這 の よう 怒韓際

状魂下に 癖 p T O 癖 n がぬ現 した の妄孟轟然だ っ た の か も細艶恵も盲
e 著者は ､ 農薬閉の み

をらず同時に 芝う した防疫分野の害虫潜寮に も開発拍 手を広げた o 奉柁食物の 双題 目

音盤の活性碁≡着目する* で ､ 萎まか に ､ 原 ( 嫁) 虫汐n c 8 C C 和 広 紺i野ui 鮎 に よるRi v e T 臥 昆d _

n e s s ( 川音目病) 寮骨盤で轟るb壬蔑ek 軌 Si m 密ii u 桝 SP や密 封e 盛 弼 a 邦書a sis による レ - シ

ュ マ ニ ア病寮舟虫§a 毘d 点y ( ㌘野 e O d量ぬ e :P畠I eb ぬ m 呈n a e = ニも開発 の 潜象を広喜ヂる相談

に ､ ジ 且 ネ
- プの 闇 H O 本部を訪恕た o ぞれが寒研究 の核を改 して い る 第4 ､ 第 5 およ

ぴ第6 車の 成果を生 むき っ か暮すと怒 っ た o

こ れら - 連g) 研究でpy rip r o 癖 毘 の
-

次作用横棒 と言 っ て 亀よ い 次 の盛挙な嫁菜が明

らか と怒 っ た o ぞ の 帝王､ 人獣 (番〉 共通 の害虫 である毛§e毛S e 野 ､ G io s s si n a m o r sit a 籍S

m g 和書tQ n S に労し ､ 野 軸r o E yf e n が完全 に繁殖阻害搾用を示すe 第 2 ､ ぞの 阻音律用が奉

す転食物に汚染した オス成虫か ら一 審子転食物と の 接触が栄藤巌 の メ ス ま で に も愛尾 に よ

っ て影響が生 じる o そ してB} 後の 繁殖を完全に阻害する o 第 3 ､ 放射瞥 4 ∈ -

p y tip r e 3e -

癖 n 濠用 い た追跡薬験に よ野 ､ メ ス 汚 オ ス い ずれ に処理 した壕食も ､ 奉絶食物 が メ ス

の子宮内に移行t; ､ 次健代の成虫羽亨E を妨 げる o か つ
､ その 取り込まれ る豊 と の 関係

が 明らか に怒 っ た ｡ 第 4 ､ 分類上全く異怒るオ オサ シ ガメ ､ tTiat o m i n e b 喝 ､ j挽汐d #i 鮮

きr oiix 好S に お い て も生殖過程 で卵にp y rip T O 野fe n が取り込まれ ､ 以後の 繁殖阻害を長期

蔓= わた っ て 引書起こ すo 琴 5 ､ 邸内に お量子る轟音E 食物が乗分解の まま孝養替る 芸 と ､

および舜の 解碓隠者とをの 取り込ま艶た豊と の 開孫が明ちか妄= 覆 っ た昏 拐皇 汚 岩 泉ち

の 成栄が第 7 車妄ニおも蔑てをS e奮§e 点ぎの 楽劇激 ､ 碓撃鱒購敦碁= 対する薄雪蔓性を馨麗 した研

究を着手させた o 成盛蓉薬牽鰐蔓ニ誘弓重する こ藍妄≡蓋 っ で ､ 尉欝容疑恵 癖 野T O療亀昆との

接触汚染を期待 し ､ 戦野遠 愛東る碓魯物 の満濃を観た研究警 轟るe ち毒ラ密教ぽ孝 ヤ ツ

チ 盈リ リ
- ズ 手法で あ る o 芸 の芳法萎ニよ っ て亀奉偲食物にょる繁薦限尊意軍偉か 蜜亀の

で あると確認 し､ 柁学不妊剤と しTE の 適摺の 造を拓妄蔦た 宅後述する) o

芸 れらの 事実は ､ m eth o p r e 毘e の研究か ら 援予想外の 乙とで あ っ た 蔓L & n g豊野 感 a量‥

王9轟8) o 天壌の才琴や抱 eth e p T e n e の着た学構造土 か ら句 昆 鄭 = 怠る生花学的攻撃号 筏褒約

妄≡接才岩 濃 ス テ ラ
- ゼ管J H エ ポ尊号イ ド奴凍分解帝摺 宅∈昆S嘉逮蓬 私 感 Q 覗量s 随感, 望e 如き 恋ど

か らそ の 特徴申 達盲1 の 発凍 結容易に理解さわ る ¢ ま 怒 蓬毎萎≡費 の尭の 俸摺磯昏蔓= つ

妄毒では豊実不明だ 銑 す転学構造よ ぅ 廼索量p T e 癖 丑廼竃芸離 ち要 港 瑠 ブギ ドず転食物と萎霊草薗

構造e) 丑で 姥堂i 繋骸繋が 蔑も竜≡ と か らも癖尋で 要る≡ と警 番 っ た o

- 方 ､ 封 e t o 監量

娩 盛 T a k 野 狐 盈 毛玉9轟邦 が明 らか毒ニした奉稚優簡の 蓋蔑蒐墳墓娃 汚 毒柔か 将 代襲韓意 ジ 還

ペ ノイ ド子転食物と鹿家したと 削 = 宅抗g . 1 2i王き 冬絶食額串豊津構造の類似性と生理機能

の 深懲軽の開連軽を老優萎せ るの蔓ニ十分 だ っ た e 這う ♭た 癖/p
T 昏 癖 毘蔓ニ特有蜜環濠の

発見 が奉碓食物 の予防的散布方法 の 理論的擬挺と して現場にお蔓チる説得力を増 した o

現場 にお ける意味萎ま
､ 訳の わか ら患 い もの と して 狭もー地域に普濃 が限定 きれが ちな特

殊薬品 に理論的療挺を与え ､ よ巧普遍性を持たせ る こと と怒た 対応踏襲に も怒 っ た e

8 8
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確か に
､ 過去 の 多く の 研究域架 か らすれぽ驚異的 恵畷象緩栄 で あ っ 喪 o 時 に m 哲也 8 -

p r e n e を最ももあも竜だ対象と した
､ 轟るも盲ほ文献学約研究者 に と っ て は ､ 毒ニあか毒≡ほ留 じ

が たも竜踏栄と受量子畷ちれた の も事案 で 凝る o 英韓､ 弼為ぎぎ S呈a w 臨も ( 関呈mi 皆/y ef 嶺Ti -

c tllぬr e
夢
F量§h e Ti e § a n d F o o d o 現 ､ i) e p a T ぬ e 虚 転T 監n 東T O n m e‡鴫 ぎe e 畠 弧 d 鮎 ㌻盛 戯 鮎ぎS

､

C e 療 al S e量e n e e t 孟b o r at o r y ( C S L)) のJ . P , E a w 盈rd §博堂 島ぞう した見解を寄せ た - A

で 為 っ た ほd 腎 aT d s , 呈9 8 7 私営) o と 巧わ量子､ ジ ュ ペ j イ ドの研究がどち らか とも篭うと

そ の 内分泌学的視点 ､ あるもミ は館摺 メ 涛 ニ ズ ム に つ u て が中心 であ っ た背景亀あ っ た

ろう o 多く は ジ 還 ペ } イ ドに よる生理朝鮮研究 ､ しか も個体 ､ 組凝 レ ペ ]レの 研究 ( 禅

株 2 0 糾 = ニ偏 っ て い たせも嵩もあ っ て ､ 種特異 ､ ス テ - ジ特異性の 疑い 亀残っ た 8 乙う

した疑問に答える ため に も実施 した第 8 車 の ヨ ナ ガ ､ Rli d eiia 野i osieii a に対する寛厳 で

明ら か に を っ た全党膏段階にお汁るpy rip r o 野良n の 讃盛期と し苦の 特性研究がぞの 疑をも

をぬ ぐ っ た o
つ まり ､ 殺虫特性 と い う見方 に 限定 し た範囲で 法あ っ た が

､
コ テ ガが示

す多彩 な生理現象の うちジ ュ ペ } イ ドに -

般鞄な ､ 変態過程 招 阻害 ､ 繁殖阻害効栄が

p y rip r o 野良n にお u て も例外で は を い こと を確認 した o 昆虫生理学的閑,むに傾き ㌔ 昆虫

毒物学､ あるも盲 は農薬開発視点 ( 斎藤 ､ 私信き が 怠けれぱ こう した把握 も ､ ぞの 凌の

現場説得もむずか しか っ た o

以上 の 第4 ㌔ 5 ち 6 牽で得たp y rip r o 癖 n の -

凍的傍用 メ カ ニ ズ ム研究Q3 成果 が ､ 第

9 車 にお蔓ナる実践斡防除O p e 感 o n の 研究を可能に してくれた o 桝 p r o 琴鹿n の 変態過程

の 阻害 ､ あ るも叫ま舜の 発育阻害と い う学問的短見を椿俸の 重要害虫､ タ バ コ コ ナ ジ ラ

ミ対策の 土 で ど野 ように適摺するか の 賓践を も 尭棉傍地帯で轟る ス - ダ ンと ト 舟 ヨ 習

実施 でき る運びと象 っ た o 結果は第 9 車智東た とおりで 轟り 駕 をぬ複 ､ 抵酪陛発現を

予め想定 し､ ぞの 国運をもく ろんだ線番防除プ田 グ ラ ム蔓≡野野量p T O 野鋲毘を縫糸込む盛栄

と もな っ た 宅岩8 T 威 虎 盈 ,

→
皇9 鮎㌔

-

芳 ､ 第轟 - 7 車の成果妄≡亀とづ宅療療 持療簸n 招長期蔓≡転売る 芸 将繁殖監審効果と ､

その 応用研究成果に は亀格 重たつ 亀の 漆写轟 っ た e 持碁≡ 写 卓彦も毒し揺轟音嘩 麹-% あるも嘗

は それら同士 の親藩ぁせ によ っ て ､ 毛蕃e 短e 街養おぴ奮響尊 号 P y * 若¢療艶毘発理面 に接触

させ る方法で も成虫に奉絶食物を確り込ませ 専 さ ち蔓ニぞ の 子孫萎ニ送達させ得ると 鍔 研

究内容は ､ をれまで断念萎れても毒た柁学不妊飛の 開}ををあ らた 鋳て 呼び遊 芸 した o し

か も､
メ ス 顎 オ スも蔦ず艶を汚染きせ て 亀不妊 く稔き亨転を引襲遊 芸す芸 とがぬ凍る 三 の

現象ば ､ 単に メ ス を不妊化すこ と よ野 毛尭き怒メ l) ッ ト惑篭ある と国儀賓鍔 注目を集め

た o ジ ュ ペ } イ ドに よる こ の 新 し H 概念の 薬局才虹鱒究を感奮 し 母 国際摩子舟横開 の 済

･むも呼ん だ (t A n gl 野 et 盈L , ま9 8亀 皇9 92) o 昆虫の 不妊偲法辻村 鳥目あたら し い 方法で は

なく ､
こ の分野 で はよく細 られて H ると おり で ､ 抱pl豆n g ( 1 9 5 5き が不妊虫の 尭義教飼

方法を提唱 してi;R 来 ､ 多く の害虫を対象に寒施 されて も篭る ( 蘭誠I a n d i . a n g 観 呈99まきe

例えばわが国で も沖縄見栄島や奄美群 島に おける コ バ 舟 巨照射不妊盛 による ウ 盲) ミ バ

エ の 撲滅
`

(重野 盛 a s h量, ま9 7 7 ; 石斧 ら
声
19 8 5 ; 由車,

i 99 1 = ま記憶に新 しも盲
o

しか し ､ こ の 手法は施設的に も資金 的にも葵表意 も招 で ､ 発展連立国や通常の 農薬

経営 に お け る醸除手段 と して萎ま適用 が 困難で あ る o こ の 問題 を解決 する た め に 亀 ､
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地 に産み 落ときれた璃を採集し ､ ぞ n 羽億率を詞蓋 した o 聯 野ぎe 癖 n の 影響を半年閑 i

毎月追 っ た o 老 熟 明ち か に 漸巳挙が下が っ て い っ た o しか し恵 が ら 可 野生動物と 真

に
､

-

日約2 e k m 段土を移動する こ 艶ちJ ､ 孟 の 習性か ら ､ 単寧の 閑 で は こ の 読顔面機内

の密度降下 に は垂 ら恵 か っ た o もち ろん ､ 試験地外昭 博囲か ら窪飼的 な成虫密度g3 昏

Å が 療困で あ っ た か ら で ある o 当然 ､ どe) よう 恵方法をと っ て 亀 ､ 国境を越 え ､ ある

い は海洋を超え て連続､ 不達鏡鞠に昏Å
､

あるもも は飛来する移身性害虫巣通C3 問題 で

あり得る o 防除戦略の 上で 国際的協 力が と られを い限り成栄ば皇が らをい びo 迅e S a n 盛

i B n gl e y ,
i 9 9 B) o い ずれに しろ こ の 実験 はp y rip r e x yf e n Q) 不妊効栄を野外で 適用する よ

の 藍当性と
､

滋後の 開発の 上 で重要を裏好けと 怒 っ た o

以上のt s ets e 野 に対するpi rip r o 霊yfe n の不妊稚傍摺の 適声酌ま, 極め て 特発斡恵 三 の } ､

エ の 繁殖生理 が
､ 不妊柁 に よる繁藤阻害 の 手法をより適摺 し易く してもゝる o 産む 子供

の 数が他の 昆虫と は巽 怠 っ て 最夫約1 0 頭 に しか 忽 ちな い (t m gl e y et al . , 1 9 8 8きo こ の

うち僅か で も以後の 生育が妨 ぼられれぱ次健代の 繁殖 に多夫な影響が 出る事は容易に

理解で き る e 現在 の 環境論 が 農薬の 多 乳 残留な どに厳 しも盲注 文をつ ける 状況 か ら

p y 軸r o 富yf e n による不妊化技術は理想的恵方法で 亀ある ｡ び る が え っ て
､ トラ ッ プ呼 ち

タ - ゲ ッ トに よ っ て
､ 害虫を おびき寄せ る概念 娃特に新 しくも恵i ､ 古く か ら ある

( V al e et al
‥
1 9 8 5) o わが 国で も稲 の 害 虫対賓に誘球筋 が 設置さゎ た時代が あ っ た o

Pi rip r o E yf e n の強力な化学不妊件摺を念頭 に ､ 改め て こ の よう恵昆虫に対する化学的あ

る い は
､ 物理的誘引刺故 に焦点をあて る な ら ､ 既 に

､ 黄色の ト ラ ッ プ (LI o y d ,
1 9 2 i)

や ､ 虫見板 ､ 粘着 トラ ッ プ ( 彪 軌 粍 et 丸 ま9 8 3 ; 西野
･

ホ野事
i 98 凄; §皇v a p r 聯 §a m 弧 d

S aito
,
1 9 8 駁 ある い は ､ 性 フ ェ ロ モ ン による マ ス l､ ラ ッ ピン ダ方法 (B r e ti m a §

,
19 8 3 ;

岩田 ･ 悶 絶 i98 6) などに観 る ニと が で きる 8 しか し
､

こ れらの 方法で ば ､ 多くの 磯魯､

密度抑制あ る い 法防除 目的が逢せ られて い 患 い の が 葉状だろ う (L a n gl e y , 19 9 銑 ニ 招

改善 の 道を拓く ため に
､ 第1 0 車の オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ

､ T ri ai e m d e s 野噂 o 和 癌 r 髭 m に 対

する)レ ア 一 方法を検討 し た ( O o tl ehi 弧 d L aflg 観 2 0 e 5) e 見て きた とお 巧儲 色を誘引濠

と して p y rip r o Ey fe n を塗布 した布を短冊と して 試験偉物と作物招 閏に設置する だけ で オ

ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ の 密度 が激減する こ とが 判 っ た o 高温 ､
あ る い は密閉 に近 い 温宴 に

お け る散布傍菜を思 えば ､ 散布せずに短常を設置する だ量子で 防除 が 可能恵 こ の 方法ば

斬新 で革新的 でも ある o 本論 で は示さ恵か っ た が ､ こ の 結果を受け ､ さ らに ､ 黄色の

波長 の 遠い と オ ン シ ツ コ テ ジ ラ ミ の 誘引性 との 関係 ､ 設置労力曜誠に ､ 短冊で は怒 く

ロ ー )レ テ- - プと して 引き伸ば して 集 る方法 ､ あ る い ば集 る位置の 素平と垂直および防

除効栄との 関係なども検討した ( O o tl Ch量et al . , 未発嚢) o そ の 後､ 撃鞠検討など襲用柁

を目指して 鋭意研究 が進め ら ゎたそ の 結果 ､ 大変ユ ニ - ク で世界 で も驚 を鬼恵も一 口
-

ル テ
ー プ

､
ラ ノ ー ㊨が 開発された o 温室 の コ ナ ジ ラ ミ摺途 に

, 製品 ､ 商品托 され現姦に

至 っ て い る ( 井上 中村 , i 9 99) o こ の発想は飽Q3 害虫に対 し て も適用可能 である との 考

え か らそ の予 備検討と して 第1 1 章節 実験に 着手 し た ( O e tl e hi , 2 8 0 5 b) o 踏襲は 明ら か

で
､ 対象に し た コ ナ ガ

, P 野io stcii a に お い て も ぅ p y 軸 r o 時短n を不溶性基材 に塗布 し ､

コ ナ ガ成虫を接触させ 交尾させ る こ と で
､

これま で と同様に 繁殖阻害効栄が起 きる こ
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とを確認 した o またオ ス に射 し
､

い か に 多量e3 p y Tip r o 癖 昆を担持きせ る か など難 し い

課題 が残る e 馨 らi 鱗粉を除くか
､

シ リ カ ゲ ル 恵ど で虫終 に 嶺をつ ける 蜜どす艶ぱ体

内 へ の 戦ゎ込為 義が増すと考えち艶 る Q 三夫 田 舎娘が残 っ た e 孝義警 抜温董などの 閉

鎖環境 で の 黄色を誘引濠 とす る適用方法に 取 っ て 論 じた が ､ 怪ヲ 孟 口 篭 ン 苧産卵刺激

物質と組み 合わせ る
,

メ ス
､

オ ス 成虫 い ずれ で も誘引可能 恵デ バ イ ス が 賓視で きる 怠

ら
､ 露地栽培に お い て も トラ ッ プによる逮岡が 可能と考 えら れる o 移動性招t §ets e 点y

に対する不妊化成虫の キ ャ ッ チ 盈 リ リ
- ズ 法による ジ ン パ ブ エ 糞聯国 にお け る尭規模

試験 の有効性 が こ の 考えを轟く支持する o

さ ら に ､ 束検討の ままと を っ た が
,

コ ナ ガ にお い て
､ も し解柁直後 の幼虫の 死亡現

象が処理成虫を鐙由して も普遍的に起 こ る なら
､ py Tip r e E yfe n 処理成虫の 産聯押翻効栄

が中庸 である と しても感ずしも完全恵産卵抑制効栄を期待 し怒くて もよもち ニ と に怒 る 昏

H a r g r o y e (19 8 8) によれぽ
､

も§et §e 虫y にお い て は産子染が極端に 少なもーともー う特異恵

繁殖生理を示すか ら ､ 防除手段を考え る場合その 自然死亡率に対し
､

わずか2 % の密度

抑圧効果を上乗せ ､ 経持で きる な ら全休 にt§et§e 軸の 密度を降亨きせ
､ 撲滅が 可能 に

な ると い う o
コ ナ ガの 場合に つ い て も ､ 幼虫の 死亡も奴ぁ っ て p y 軸 r o xき痕 n によ る繁車

阻害効果 と して 密度抑制庄 が コ ナ ガ の 自然死己率に さら に 土嚢せ され る こ と に な る o

し たが っ て
, 本化合物 の 不妊化作用により ､

ヨ ナ ガ の密度 を総体的に予毒ずる こ とが 可

能に なる o 標的害虫 に対する費虫効果だけが防除成功の 制限要素 で は 怒く
､ 解化幼虫

の 環境 へ の 不適合成 ､ 天候 ､ 天敵の 干渉などによ る密度押碑効果を考慮する なら当然

の 事と して理解 でき る ｡

今日 ､ 怒気庄 の 発生と 関連 する コ ナ ガの 飛来もほ ぼ定説化 して 塗て い る (例え ば ､

H e n d a e毛 al . , 1 99 2 参照) o ある い は積算温度と発生の 開係恵ど発生予察技術は確愛 しで

い る o 今やI T妻妾術をも っ て 発生 予察が 可能な時代で轟 る o こ う し た既存g) 細見と技術

と の -

捧化 で
､

コ ナ ガ不妊化デ バ イ ス ある い 法 ル ア ー の 設置 タ イ ミ ン ダを決め ､ 不妊

化法 による効率的を防除方法を確立する こ とも ､ 酋輿的で か つ 新し い 問題で はある が ､

むずか し い 事で は な い と 思える ｡

一

方 ､ 温室 の 閉鎖環境における天敵導Å 怒ど総合防除ある い は王P ” (王nf e g T at ed P e st

M a n ag e m e rit) にお い て は ､ 本化合穆の 捕食性昆虫ある い寄生蜂 怒ど鍔 天敵昆虫に対す

る影響にも懸念が残る o ジ 且 ペ } イ ドの 作用特性か ら観ても宿命的盈 問題で あゎ ､ 検

討すべ き 当然 の 課題 で はある o 本論の 研究課題 と して検討 し密か っ た が
,

こ の 実同化

研究 と平行 して ､ 総合防除の 観点 か ら天敵昆虫に対する影響忽ど につ い て も種身 検討

が行われた o 奉研究の 主密か らは蘇れるe3 でp yi rp r e 野f e n の 天敵に対する影響 法深く論

じ て い な い が
､ 例 え ば

､
N a g ai ( 19 9 0) の 研究 が あ る o ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ

､

T h ri? s 如i m i t そ の 天敵で ある捕食性の カ メ ム シ
､

O ri u s sp . の 関係に お い て p y r圭p r o x -

yf e n が無影響で あ巧 ､ む しろ飽の 讃虫剤とは輿怒りp y rip r o 額魚n と の 同時使用が 天敵の

働きを妨 げる こ と 恵く ミナ ミ キイ ロ ア ザミ ウ マ 防除にお い て
､ む しろ好成績を示 した

と帝告して い る o さら に N ag ai の 実験で はpァ軸 r o 野f e n に汚染され た ミ ナ ミ キイ ロ ア ザ

ミ ウ マ を餌と して 与え た と き
､ 捕食者で ある カ メ ム シ に侍ら影響 し 患 い 事を証明 し

､
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p3ポp r e 癖 n が実用府 立で薫故に対して 影響が少恵も盲事案を藻緒量子て i 艶た 8

海外で は
､

イ ヌ ラ 孟 ]レにお宅チる天敵 ヨ パ チ
ー

｡轡軸ぬ 彪8i 錯 諾汚 鮎 s 宅㌘el e g , i 9き8) 単 一

イ タリ ア や ア メ ‡) 磨
,

カ ナ ダ ( 姐 e M ull e n
亨
呈99 8き にお量子る捕食性労 メ ム シ

､
ji n 娩o e 8 碧海

§p その 飽で もpヨ癖p T O 野良n と招 集存が可能で ある こ と が確認き艶ても篭る 8 三 う した事実

は
､ 処理 量と天敵に 戦わ込ま艶 る豊と 招 関係g3 閑適､ つ まり ､ 散布量と

､ 被捕食者か

ら磯吟込ん だ食う甥g3 捕食者に お ける 野 軸r o E yf e n の 磯野込裁 量 ､ および分解排滑鍔 時

間との その 豊と e) 開係g) 問題 と援 え る こ とが 背き る o 奉論 ､ 第 6 車及び第 7 車で 明ら

か に 怒 っ たts ets e fly や &i aもo m i n e b u 嘗の 各組織 ､ 器官 にお け る放射性 ､

l 速c -

p y 軸 r e 憲
一

yfe fi の取り込み と その 分布結果か らもp y ri p r o 野良n が 薫敵に取り込ま鈍る登時彦問題習

あると理解で きる e そ う理解ずる な らN ag ai (i 99 8) g 3 0 デi u ぎ S p に おける縫栄も納得で

きよ う 昏 また
､ 多く の機 番､ 素敵の 捕食 ､ ある い は寄生蜜度e3 確 立まで に は ､ その 前

に十分な被捕食者の 密度の 確塞 が感須条件と 怒 る o 既 に第呈0 車 で論 じ たが
､

こ 鍔 こ と

をと っ て み て も､ 祷期防除 ､ あ る い は 予防的防除 目的 に 奉化合物 を散布する か
､ ある

い は トラ ッ プまたは デバ イ ス g3 適用に よる天敵昆虫 をどに対する 本化合物 の 実質的な

影響 法 な い と判断 で き る o 今日 ､ ラ ノ ー が現場 で受け太 れられて い る拳が 何よりQ3 護

憲 で あ る o

また奉成栄は見方を変えれば ､ 不妊化柁食物 の み な らず ､ 蒐視覚網漁あ る い はS e m i -

e c h e m 量c al s ( 受信柁学物質) とを組合 わせ る こと に より昆虫生理痛健棒を担持し た薗

に 害虫を呼 び寄せ て接触さ せ
, 生理 活性捧を対象害虫に直接 ､ 間接 に 送達する手法と

と ら える事が で きる o そ う で あ れば ､ 既存の 短見と組み 番わせ た新 しも篭展開が可能と

な る o 例 えば
､ 増田 ち (1 9 9 0 = まSP o 軸 te ri 3 iit謡r a を伺 い て

､
賓穫前e3 寿 ズ を接多鞠棒

病 ウ イ ル ス で 汚染 し
､ 経輝 伝染さ せ て 願柁幼虫を死亡 させ る こ と に成誘 しぞも篭る Q し

か もウイ) L ス 汚染源 フ ェ ロ モ ン に誘引 して オ ス を自藍汚染させ た場合 義経聯伝染が 有

効で ある と証明 した o こ う し た考え方は既 に 鮎ip壬i n g によ っ て ( ぬip王重昭 , 呈96 e) 示唆

されて はい た が
､ 農業害虫で は増田ら (1 99 8) が は じめ て 賓証 した B ウイ)レ ズ が 安登

性の 問題か ら実用がむ ずか し い と して も i ほ か の
=

R 敵散髪物の 適伺も可能と 患あれる o

既 に天敵 カ ピ
､ M et a rhi zi u m a 汚i 5 0?ii a e の 鞄子に つ い て亀常議が破 ちれ ､ 油賀詞g3 開発

に成功 して い る ( ㌘fi o r a n d G r e ぬ e ad
,
i9 8 9 ; L e m e T et al . , 2 0 01きo その 実践をめ ぎし ､

幾 つ か の 国際機関 の 支援を得 たL U B王L O S 盈 ( L t1 触 B呈ol 8 官主q u e C o n t T e l e s L o e tl St e § et

S a tlt e ぬ u x) プ ロ グ ラ ム が立ち上が っ て い る o すで に 開発研究が ほ ぼ薬用碓段階に移行

し
､ 航空散布法などによるサ パ タ ト ピ バ ッ タ

,
S - g 聯 ria 脅 ほ か の バ ッ タ繋 の対驚を実

施 でき る域 に達 して い る (B a 陵 m a n 盈n d 彪v e s , 2 OO 8きo

以上 ､
これか ら亀農薬による環境負荷を で きる だけ避 け る技術の 確立要請がますま

す強 まると 予想される o 時代的要請で もあ る o 農薬開発に たずさある著者 ら関係者に

と っ て
､

そう した要議に応 える 事妄ま責務 であり ､ 急務 で 亀轟 る o 奉研究域 梁が契機の

一

つ と な っ て さら に前段 で 論 じ提示 したよ う な韓術 が さら に発展 ､ 造花する こ とを確

信する o 過去の 細見や技術を見直し ､ 新 し い 見方 で組み た て麗ず こ と も女もー に 有効 で

ある ｡
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鶴撃

昆虫の成 長嗣瀞殉と 亀椿さ鈍る ジ 豊 ペ j イ ド
､ p 野量p T O 癖 鼠を農業書盛暑ニお毒ずる防除

薬剤 と して主 に海 外に お ける開発研究を行もも襲用托 した o を 内応用的意味 ば尭きi 次

の 二 点にあるo ま) 昆虫整理学 為る い萎ま内分泌学g) 学問的成梁を基礎に ､ ニ艶まで開発

が困難と され て きた農業分野 招 害虫防除剤と して ジ ュ ペ ノイ ドを開発 し
､ 傍 に 問う審

がで き た o 2き きち に
､ 峯化合物Q3 化学的不妊効梁を特敢づ量子､

三 れに着目する 三 と 警
､

散布 し 恵くて 済む視覚誘引璽 の )レ ア
-

∈ラ } - ㊨
テ

- プ) の 開発に結びつ い た e 規下

に養成 栄鍔 概要をか い 摘んで述べ る ｡

i . 数種o) 農業書虫に 対するp y rip r o 癖 n n 慣行散布方法 による効果

Py rip r o 野良n の 発見直後か ら害虫防除手段 と して 開発検討されたが ､ 各種害虫に対す

る初期 の 評価結果 で は防除効果が芳 しく をく ､ 開発中断の 危機 に あ っ た 6 見頃巧試験

的で はあ っ た がぞの 代蓑的怒
､ 内界に おけ る数種の 害虫 に対する評価嫁菜を例示 し た o

評価結果を解析し ､ 試験方法が従来g3 ラ ン ダム ス ク リ ー ニ ン グ の 延長に姦り ､ さ ち に

変態過程 の 阻害に著百 したBi o r a 鮎 n a = 生物合目的き ア プ田 - チ が感賓で ある との 親

方を提示 した o 以後の 海外における 開発戦略g3 基本と した o

2
. 柿害虫､

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ
,

B e 横 森ia ta b a ci に対するp yii p r o 野fe n の 費卵効栄

海外におけ る各種害虫 に対する評康成鏡g3 うち ､ 奉嘗虫に 対す る凝卵効栄 に着目し

た o 聯 p r e 野fe n の 基本特性であ る昆虫の 繁殖生理に おける鰹発生阻賓効栄に基づく効

栄 で あると 看取 し ､ 奉化合物の 適用 に は害虫発生以前n 予防的散布が鍵 で 凝 ると 招 視

点に立ち開発目標を定め た o

3 . Å猷共通害虫､
ツ ェ ツ ェ パ エ

､ G i os si # G 桝 0 癌t a ガS m O rSita 発S に対するpぎ軸T e 貰き痕fi

の 不妊効栄

農業生産 にお ける適用範囲を広毒ずる目的で 人猷 ( 畜ラ 発達害虫で ある寒嘗 虫にも着

目 した e 特 に
､

ほ ぼ1 0 日 ごと に
- 頭ず つ 延 べ 1 8 東を産み ､ しか も幼虫胎生とも盲 う変わ

っ た本書虫の 繁殖生理 に 着目 した o ㌘軒圭p r o x yfe fl が示す変態過程 に対する阻害特性と寒

害虫の 繁殖生理 と の 関係を調達した結栄 ､ 本代食物によ る影響 ば著しく尭きも1 と潤 っ

た ｡ 繁韓阻害効果が絶太 で あゎ ､ そ の 効栄に お い て寒化合額 が従来か らある ジ ュ ペ ノ

イ F
i

と は兼 きく異 な る こ と が宰8 明 した o つ ま巧 ､ 灘雄 ､
もーずれ に 寒絶食物 を処理 して

ち , 新鮮 な相手と 愛馬させ て生 じ る慶子 の 発育が完全 に阻害され た o またそ の 不妊

(稔 = ニよる繁殖阻害効栄と処理澄蜜と の 関係を明ち か に した o また こ の 結果により ､

過去開発が断念された化学不妊剤の 代替と をわ得 ると の示唆を得た o

4
.

太教典遺書虫､
ツ ェ ツ £ パ エ

､ a .
” . 拷 0 発iia 拷S が取り込むlヰC -

p y Tip r e 癖 n の 量

と不妊藩栄
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放射性呈速c -

p y 軸 r o x ぎ海 技 を用もi
､

ま毒c を追跡替る = と によ っ て
一 驚車阻害 効栄と

py ri p r e 癖 n の 登時関係を明ら かに した o 渓 の よう 恕特徴が判明 した e つ まり ､ 注射法

あ るも盲 は局所的に 虫捧裏面 に 施用 し た場合 で は幾栄 の 幽芳に 質的に 緩差 が をか っ た o

裏面 局所施 用 で 辻 高率塞 が 感 聾 で あ っ た 8

- 方 ､ 注射法で 娃 ち わず か8 . 0 2 捗g の

py Ti p r e 癖 n 塞 が産子虫すぺ て の 発育を阻害するの に十分で 患 っ た o また範理清輝拍 適

い によ っ て ､ 捧裏面 に残存するp y 軸 r o 琴海n Q) 量が 発意 っ 藍 色 体内にお ける放射性
王鍾c

の 挙動 をし ら ぺ た結栄 ､ 捧内 に取り込まれた兼華が海防捧内管 あり ､ 溶蝶書≡孟53 そ 招

速度と取り込み塞 が巽を っ た o しか し
､ 子宮内 代 は

､ 溶蝶鍔 遠 い が反観 きれず軽理放

射能 金棒の 2
-

3 % と ほぼ J

B の 戦ゎ込み 豊で あ っ た o 以よに簸 え ､ 呼気申 へ の
lヰC は詰

め ら艶ず ､ 時間の 経過に ともな っ て 捷継物申の 放射能が高くな っ て い っ た o

5
.

吸虫害虫i オオサ シ ガメ
､ 戯 o d 籍i # s きr o 汝 u s にお ける14C -

py d p r o 癖 n の 挙藤と繁

殖阻害

従来 か ら疑問の ままだ っ た塵下帝に対する ジ 孟 ペ ノ イ ド化合物gj 解 化阻害効梁と卵

内 に お け る碓 食物 の 存在 の 関係 に つ い て 明 ら か に し た o つ まり , 奉化合物 の i逢c -

py rip r o 野良 n をメ ス 成虫 に処理 した場合 ､ 塵予 さねる邸 にp y 軸㌻o X 舜 n が養分鮮の まま

凝絶食物と して取り込まれ ると示唆 された o また取り込まねた豊と野花率の 関係 が明

らか に 怒 っ た o 凝内の 14c の 放射活性が高 けれぱ解すヒ挙が下が る o 遂 に放射能墓が 下が

るに したが っ て舜 の餌 代革も回復し た o また不妊柁装置 へ の 接触を想定 し た脚 潜招 接

触試験 か ら
､ 堺田解化阻嘗が発現する には

､ 少なくと も産聯2 遜閑ほど前に成虫が処理

薗と接触し ､ 奉托食物を取り込む感要がある と判っ た ｡

6
.

吸虫害虫 ､
オ オサ シ ガメ

､
盈 9 FBiig 存霊と ツ よ ツ ェ パ £

､ a . 柄 . 拭 0 柁 ぬ n s g3 捧飼およ

ぴ害虫誘引の 標的装置上に おi-するp y yip r o 癖 n の 残留性

前記まで の 研究績栄にお い て不明だ っ た繭害虫の 虫終に取り込まれたl種e -

好 軸T 静

yfe n 由来g3 放射能を ､ 高速液体 タ ロ マ i､ グ ラ フ法 ( H P五£) 分析に て詞 ぺ た o 考の 緩賢 ､

放射性
14 c がp y r重p r o 癖 n の 養 分解物 に 由来する 三 と を証明 した

o
つ ま吟 ､ 虫終に取り

込 まれ た養分解化合物そg3 もC) が繁殖阻害をもた らすと する推察に梶棒を得 た o 奉車

で 法省略した が
,

ニ の
- 達の 研究におも- て

､ 実際場面 の 自然条件下で不妊化モ デル 装

置に施用 し たp y rip T O 癖 n を曝 し
､ 放射性i4 C -

p y T量p r o 癖 n の H ㌘L C 分析によるl凄c 放射

性 炭素 の 追 跡賓駿 を行 い そ の 耐免牲に つ い て 明 ら か に して ももち る ( L a 喝蔓e y e t 盈l . 亨

i 9 93) o

7 . 鱗廼白書虫､
コ ナ ガ

､ P Y穿tCii a 癖 steii a 招 発育段階に 対する 好軸 r e 癖 n g) 影響

本代食物 の 研究が 昆虫内分滋学的開jむにより
, 検討対象が特定 の 発育段階に 醗窪き

れる傾向 にあ っ た o をの ため - 種類 の害虫にお ける全党膏過程で どの よ うにp y T重野r o x
-

yf e 昆 が影響する の か その 全貌が 見えなか っ た o また 前記ま で の 或畢 が ､ 特殊慈嘗虫を

用 い た為 で ある とする疑もーも残 っ た o そ の 確認に 娃 ､ 鱗壕目害虫で あ巧防除よも抵抗
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怪が問題 とな っ てももる コ テ ガを対象嘗虫と して選ん だ8 改め 嘗py Tip ㌻e 癖 n が解か ち成

虫童 で ､ そ の 生育にど の よ う に影響する か鐙盛時軽の 観 点か ら網荏的 に調 べ 苛 み た o

結果 ､ p y tip r o 野良n を用ももて も ､ 従来か ち細ら艶て も篭る種々 の ジ 豊 ペ j イ ドに観ち艶る

駈発生阻害患 よび変態過程 の阻害 などが ヨ ナ 労 で も例外 で 緩 恵もヽと確認 した o 不妊柁

傍摺が妾用防除 の よで適用 将司寵性 が高 い と判 っ た o p r e 癖 n g ) 繁殖阻嘗締用g∋堂

棒偉 か ら ､ 開発の よ で 発生初期g3 散布と不妊柁]レ ア - 防除法が宴摺的書ニ適伺g3 可能性

があると考察 した o

8
. 棉倖に おけ る タ バ コ コ ナジ ラ ミ

､
a . t a 轟a ci の 予防的防除法e∋検討

以上の成栄 に基づ い て
､ py 軸r o 嘘 yf e n の 不妊柁傍用を農業書虫防除剤と して 適用す

る に は
､ 予防的に散布すれぱよ い と い う開発戦略をと っ た Q そ@ ) 理 論的基礎を換証 し

た o そ n 為に 健界時夫棉韓地帯 ､
ス ー ダン と ト] L ヨ の 経営栽培 の 稀鰯 に お い て 太規模

面積の 1 へ ク タ - ル に 散布 した o こ の 広 さ により隣接地域 か ら成虫03 飛び込む影響を

国選する こ と が出来 た o 散布処理後の タ バ コ コ ナ ジ ラ ミの 各 式 テ - ジ に つ い て 密度消

長 を調 べ た結果 ､ 解化幼虫が激減 し予防的散布 の 正 し さが証明 さ艶た o 績栄 ,
タ バ コ

コ ナ ジラ ミ防除O p e r ati o n に おけるp y 軸 r o x yf e n の 伺法 ､ 用量の 基礎を確立する こ と が

出来た e

9
.

P y ri p r o 時短n による オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ
､

T 彰a9 o r a ri o r u m の 繁殖阻害効果を日額し

た点処 理法 () レ ア
-

) 5 ) 検討

前言己の 理論的背景もと に ､
三 の ル ア

- 法U) 有効性を明ら か に した ｡ 黄色g3 布製短幣

にp y Tip r e 野良n を含浸 させ
､

イ ン ゲ ン の 疎開に設置ずる だけ で
､ 寒絶食物を散布 し怨く

て も劇的に オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミの 密度を下蔓ずる ≡ と が出来 た o 黄色も篭色 に引か れ たオ

ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ Q3 成虫が含浮面か ちp y rip r o x yf e n を戦ゎ込 ん だため 繁穂阻賓効栄が発

揮 されたと簡易に推察 で き た o 環境論によ る散布型 の開発 i) ス タ に i 虎姫理 方法を検

討 し保険をか けよう と し た事が効を皐した 8 養成栄が
､ 棲53 井上 ･ 中村 (呈99 9き の ラ

メ - ㊨ テ
- プの 開発 ､ 商品化 に結びつ い た e

1 0
.

P y rip r o x yf e n による コ ナ 乳 P x3i osieii a 招 繁殖阻害勃発を目串した意雑理法 ( ]レ ア

- ) の 予備検討

前記7 g∋発想法他の 害虫に対 して も適用可能で ある と の考えか らその 予備換討と して

塗布裏面およぴp y 軸r o 野f e n を調整する清輝の種類を変えて製剤検討の 予備的実験を行

っ た o
コ ナ ガ成虫の 羽化条件をさまぎまに変えて

､ 羽化時間経過に と 亀患うp y 軸 r e x
-

yf e n の 処理 と 産卵に対する 影響を も観 た o 括栄 は 明ら か で
､ 対象に し た ヨ ナ ガ

､
i!

x3i o steii a に おも､ ても ー p y r董p T O 癖 n を不満性基 郷ニ塗布 し ､
コ ナ ガ成虫を接触 させ 賓尾

さ せ る こ と
`
で ､ これ まで と 同様に繁車阻害 が生 じる こ とを確認 し た e 襲剤を摸し た落

球系に お い て ほ ､ 植物油 ､
ピ ー ナ ッ ツ

､ 胡麻 , 業種由来の 油 ､ 各々 の 閤 で 癖 野T O 時短n

の 影響の 出方 が少し適 っ た o
い ずれに しろ ､ オ ス に対 して は

ー
い か に多量 招p y F量p r 昏冨

-
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yf e n を担持 させ る か 怒 ど難 しも盲課者が残 っ 藍 o 恐らく鱗粉を除く か ､ シ ¥j カ ダ)レ恵 ど

で虫終 に嶺を つ ける恵 どすれぱ捧内 へ の 戦時込み塞 が増すと考 えら釣 る o 主菜 の 余地

が残 っ た o 本論で は温室 急ぎの 閉鏡環境でQ) 薬包 を誘引濠とする適摺方法に限 っ 晋 論

じた が
､ 性 フ ェ ロ モ ン や産卵 刺激物質と あるい は 色と を観み食 ゎせ た ､ メ ス

毎 密 議成

虫い ずれで も誘引可能を デ バ イ ス の 考案が示唆される o そう した コ テ ガに封ずる) レ ア

- ( ト ラ ッ プ) 法の 毒地 裁培 にお け る逮摺 の 可能 性が 高 い と判断 される e 移 聴怪の

t s ets e 虫y に対する不妊化成虫の キ ャ ッ チ 盈 l) リ ー ズ 法による ジ ン パ プ孟 糞聯韓に お け

る大規模試験 の 有効性か らも ､ 僚 っ て )レ ア - 法を検討する価値 が ある B
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# #

奉開発研究を軽逢する にあた巧 ､ 終 始変ゎら ぬ開}む､ 脅 して助冨 と支援をも篭 ただ u

た名古屋東学名誉教授 斎藤哲発博士に深甚の 感謝を申しよ毒ヂる 8 また ､ 同博士毒= 法

東名酋長東学兼学副学長 出下興亜博士 と 共に奉成栄 の 取りまとめ を早 い 時期 に ､ 再

三 の お誘い をい た だい た o しか しながら ､ 諸般 の 事皆 に よ巧意 に沿 漫な か っ た o こ 三

に謹 ん で 奉成 果の 帝 告を申し土着ずる e こ の た び改め て ､ 名古屋兼学名営敦授 宮田

産博士 および千葉東学園芸学番生態翻静穏学研究書敦授 寒山露樹博圭 に萎ま孝義鷺を

まと め る機会を与え て い た だい た o 終始熱jむに ご批判と ご串導 ､ 敦盛 を い た だき完遂

する こ と が出来た o 更 に
､ 同生食農学研究科生物機能分代筆講座環境昆虫学分野毅授

田中胡治博士 ､ 弼講座資濠昆虫学分野教授 柳沼胡信博士 には孝義真の 査読をも蔦 た だ

くと 共に有益恵助言を頂 い た ｡ 併せ て衷心よりお礼申し七毒ずる o また ､ イギリ ス U n 転

of B ri§t ol ､ T s e st e R e §e a r e h L ab o r a t o r y ( T R L) I
P e毛e f 鬼 主点n gl ey 博士 ( 複 ,

U ni v . ef

職 e s) には本開発研究 の 着想を理解され
､ 惜しまぬ研究協力を い ただ い た o 同博士 招

協力が 怠ければ奉開発研究 は陽 の 目を見 る こ と は なか っ た o 記 して
i 満腔よりの 敬意

と感謝の 恵 を表 して も余りある o 併せ て
､

以下に記す海外に おける発達に 亀心よりお

礼申し上げる ｡ 同様に奉開発研究の 趣 旨を理解され論議 ､ また着想 の 実証に格段の研

究協力を い た だい た o カ ナ ダQ u e e n
'

s U 由v .
､

G e r ald W y a 按博士 ､ 嗣A g Ti αlt u r e C a fi a 由 ､

R e s e a r c h St ati o n
､

a D . M c M u n e n 博士 ､ ア メ リ カ , U S王) Å - Å髭S ､ Y a k呈m 盈､ J a m e s i ,

K T y §a n 博士 ､ 弼 W a s hi n g t o n S t at e U i 3i v . T r e e F r uit R e §e a r c h 塵 E 荒t e n §量紺 e e fit e r i

E v e r ett B tl r t畠博士
､

フ ラ ン ス王N 投鬼､ B e r n a rd M a u eh a m p 博士 ､ イ ギリ ス M 腰 F も §l a w

t A b ､ J oh n P . E 8 蘭盈T 由 博士 (溌e e n ぬI S ci e n c e L &b o r at o r yき およぴオ ラ ン ダ 榔 etl壬ぬ 拝

al U rii v . W ag e ni n g e n
､
d e K o r毛博士 o また カ ナ ダF e r e §& y C 誠 ad a , F o r e st P e §t 対 数 曙 e

-

m e n t l n s包t ut e , A tl rth e r I .
R e 払 a k a r a n 博士 には本論 で引用i / た自著論文招 ダラ腐り写 し

を直接に頂 戴し た 合 そ の 解りやす い 記載か ら奉開発研究の 着想を得 た o

, 賓違研究 に亀

協力を い た だ い た o 記して博士 の 好意 に深謝する e

住友化学株式会社農薬化学品研究所 渡多腰 信博士に は 開発当祷の 寛授に 引き縫

き主義文の まとめ には厳し い批判と論議をい ただ い た o 奉化食物発見に対する敬意を

表する とと もに 感謝申 し土毒ずる ｡ 飽 に は ､ 同僚と して 本間発推進 の 無理 に 対 し ､ 常 に

快く対応 し
､ 積極的 に業務を支え てくれ た石塚 E ､ 鬼由 茂 ､ 究野穫彦博士の 重 苦

に も感謝 の 意を表 し た い o 同 じく本成果の 実現 には健界各地に お け る実行欝隊と して

配下に串示 ､ 協力 い ただ い た元住友化学株議会社海 外ア グ ロ 事業部普及渉部長 川崎

秀二 氏 の理 解も本開発研究推進 の 力に を っ た o 記 し て お礼申し土毒ヂる o 文献の 探索 ､

複写に は英国U niv . of B ri st ol
,
S ch o ol of Bi ol o g主e al S cie n c e , 招c h a fd 闇盛l 博普 ､ 住友化学

株式会社農糞化学 品研究所会商儲報室 堀壕盛雄博士 ､ 開 高山千代歳博士 ( 乱 闘

博士に はp y rip r o 野fe n に つ い て 三次元構造のe G 写 寅を頂轟 し引用 の許可を戴 い たラ､ 弼

愛媛工場 基礎化学品研 究所技術書 桶野孝子女 史 ､ 佳青巳テ ク ノ サ - ビス 株式会社憐報

部 賓麻美智子女史にもお世話に怒 っ た o 合わせ て お礼申し土毒ヂる台 住友絶筆株式会
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社農業絶筆品研究所薪 鼠 理事 梅村義明博士 に は養成栄 の まと め と党嚢 に つ い て 快

諾 を い ただき
､ 観 えて主義文の 忠義に 猛特段の 支援 と配慮をももた だも盲 た 台

}むより感謝

申 し土i-ヂる o さら に
､

-

身 内 名前猛藷g き 恵も竜 乳 母 白ま 警 ア カ デ ミ ズ ム 招 叢陶を頂戴

し
､ 今轟 い た だい て い る諸発生 ､ 諸先輩 ､ 諸学兇 にも奉成栄を報告 と し ､ 改め て 郎L

を申し上毒ヂる o

最後に ､ 寛容と余裕の もと奉研究 の 推進を ､ また こ こ に奉成梁 の 忠義を許さ艶た珪

友化学株式会社に謝意を蓑 した い o と共に ､ こ の 道に違む こ とを許し怒が ら養成梁を

知る こ と なく飽界 し た両親 に深く感謝する o 1 9 83 年､ 駐在国ギu シ ャ より将任 したぞ

の 故 ､ 発明な っ たば か 巧の 峯化食物 に遥巧あ う俄然 招機会を得 た o 磁束 ､ Å登を画 し

た23 年 目の 今日 まで を振り返れば万感 の 思 い に ある o 定年を間近に 控 え こ の 期に及ん

で の 本成栄の まと め は , Å登招 集東成 ､ 奉絶食物開発の 歴 史招 記録で もあり ､ 決意 し

た o 特 に記録にと どめ ､ く じけがち恵 日常を支え除 夜が ら応援をして くれた家族 に改

めて 感謝する ｡
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m o ぬ (邦# teii a m a c 彰ii9 e 桝is (C u rt .) ≡ . S e n s o r y r e g t l 姐 o n of o 軸 o s はo n ef ぬe a 血lも

E n t o m el . E x p . 良 Åp pl . 3 : 3 0 5 -3 1 4 .

H a rg r o v e , I . W . (i9 8 8) T s ets e : th e l呈fniモs もo p o p tll a ぬ n g r o 融h ･ M e d ･ a n d 馳t ･ E n 毛8 m O壬i

2: 2 8 3 -2 1 7 -

H a rg r o v e , I . W . a n d P . 鬼 L & n gl 野 (ま9 9 Oき St e ril呈zi n g t s et §e
, (D ipt e r 逢: GI o §§i nid a eラ呈n

th e fi eld : a S tl C e e §Sftll 打i al . B ull . of E n t o m ol . R e s . 射: 3 9 7 -4 8 3 .

波多摩 窟 事 中山 勇 (1 9 8 7) 幼者 凍]レモ ン様物質 -

最近の 研究
- 植物防疫 舶 :33 9 -

3 4 7 .

H at ak o s hi ,

L
M . ,壬. 鮎 k ay a m a a rid i . ” . 抱d dif o r d (呈9 8 7) P e n ef r 盈鮎 n a n d s 臨態ii量ty ef

j u v e ail e h o r m o n e a n al o g u e §豆n 独 得d it C a S e Xt a i . (王Je pi ぬ pt e T 盈: 軸hi怒麿量ぬ e) ･ 鹿野pL

E nt o m ol . Z o ol . 2 2 : 64 1 一 朗 4 .
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渡多摩 信 (1 9 9 8き 新規合成幼君ホ ル モ ン窺緑棒乃 活性と作伺特性蔓ニ関する研究 . 学位

表文く筑波東学き. 9 5 p p ,

H a 臨k e §h主, ” . ( i9 9 2ラ A n 量n 畠量b 如 T y fn e e h a n量§m o v圭p o s呈態e ii ifi 毛あe t8 態盈e e e C tl 緬 e r m ,

軸o 軸 ie r a iii お 和 b y 如v e n量I e h o r m o n e a n al o g u e 野 晦T 8 荒yi e n . 3 . 王rl §e et P h y § 挽 3轟:

7 93 -S o l .

波多膿 宕 ･ 岸田 博 ･ 川臼 均 ･ 太内 暗 ･ 磯部露彦 ･ 萩野 哲 ∈呈9 9 7き昆虫成長制

御剤 ピリ プ ロ キ シ フ ェ ン@3 開発. 住友化学 王: 4 -2 8 .

H ig b e e
事
B . a

,
D . R . H o rt o n a n d I . i . K ry s a 流 (19 95) R e 血 c 鮎 n of e g 蛋払at eh 量n ㌘e n,T P §ylまa

(H o m o pt e r a : P syll量d a e) 言虚eT C o nt a c t b y a 血壬もs 威払量n §e e号g r e 常 軌 r e g ul at o T S . I . E c e 流 .

E n t e m o! . 8 8 :呈4 2 0 -1 4 24

Hi n to n , H 混 (1 9 46) C o n c e al ed p h a s e s i n th e m ぬ17 i O r Ph e si s ef圭n s e et s . N 歳出r e ま5 7: 5 5 2 -

5 53 .

H呈r af1 0
,
” .

,
” . H at a k o s hi

,
H . 民芸w ad a a n d Y . T ak主m o to (1 9 98ラ P y rip r e x 頭e ri a n d Oth e r

j u v e n 呈I e h o r m o n e a n al o g tl e § . 王n R e vi e w s i n
f

T o xi c ol o g y 2 (E - H e d g s e n a n d

昆. 氏. M i c h a el ed s .ラ. IS O - p r e s s
,

蝕 ste Td a m , p p .3 5 7 -3 9 4 .

広瀬忠爾 (1 9 7 7) 府虫斉細 現状と問題点 日奉農薬学会誌 2: i 8 7 -2 0 0 .

H o n d a , a , Y . M 重y ah a r a a nd a K e g a s a w a (1 9 9 2ラ S e a §o n al ab u n d 弧 C e a n d th e p 鵬 §量bili轡

of S p ri n g i m m ig r ati o n of th e d主a m o iid b a ck r n o t h テ
Pillt eii B E3io si eli a (Li n n a e u s)

払epid o pt e r a :¥ p o n o m e t1塩d a e) , i n M 威 ek a city , n o rth e r n J a p a n . 轟p pl . E nt o m oi . Z o oま.

2 7: 5i 7 -5 2 5 .

H e r o w 呈t z , A . 琵. , ら . F o r e T a n d 王.

手

玉s h a 盈y a (ま9 鮎き M a 己昆gi n g T e §i st a n e e 量n B e m isi a iab a ci

i n Ⅰ§r a el w ith e 訊 P h a §呈s o n e otモe n . P e §鮎 . S c重. 42 : 呈13 -1 2 2 `

井上雅夫 ･ 中村知受(1 9 9 9) 新規農薬裂期 ラ } - ㊨
テ

- プ招 牌発. 住友絶学 量: 絡 24 .

王§h a ay a , 王. a n d 鬼 R H o r e 闇iiz (1 99 2ラ N o v el p h e n e x y 如v e nil e h o r 汀呈e n e 盈n 急呈o g 由y 軸r e 晃
一

y fe n) §u p p r e s s e S e f n b r y o g e n e si § a n d a 血it e m e Tg e n e e Of s w e et p o t品毛8 腎hit e 鞄

(H o rri O Pt e r a : 彪 e y r o di ぬ e) . I . E c o rl . E n t o m oi . 8 5 : 2 ま1 3 - 2 呈i 7 .

石井象ニ邸
･

桐谷豊治
･ 古茶武夷 (i9 8 5) ミバ エ の 境線

-

理論 と実際 -

. 農林凍産航空

協会 , 東泉 39 1 p p .

板谷 信重(19 8 7) 昆虫幼者譲)L モ ン化活性托食物 の常盤期と して の 発展 , 有機合成柁

学 4 5:3 6 - 遵7 ,

王w ah a shi , 0 . (1 9 7 7) E r a dic a 鮎 n of 蝕e m e壬o n 鞄 D a c 諾S C 髭C 髭癌ii a e J T O m 翫 m e 王s .

,
8 施主-

n a w a w ith th e St e ril e ifi §e Ct r el e a s e m eth od . R e s . ㌘o p tll . 監e el . 呈9 : 8 7 -9 臥

営 門直記 ･ 田村利行 (i 98 6) コ ナ ガの 誘引に 及ぼす粘着式怪 フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プの 色

彩および構造の 影響 . 開発病虫研報 3 3: i 98 .

J e n ki n , P ･ a rid H量n t8 n
,
”. E . (i9 6 6) 軸 ely s量§ 董rl a r 蝕r o p o d m o tl 触 g cy eまe §. N 盈鮎T e 2ま王事

8 71 .

J o ri e S
, 0 a n d P . A . L a 喝I ey (1 9 9 8ラ T a T g e t t e Ch rl ぬ g y

-

b 血 g 蝕e 呈n s e et t o 銑e 圭n s e c -

6 cid e n o毛銑 e 呈n s e c 態eid e t o 蝕e 呈n §e ct . 王毘: P e sモ& D i s e a s e
- 取 e ま99 8 B T董g h毛o n C ¢投

-

9i



fe r e n ∈e . 秤 . 凄3 3 -尋 弧

J o r d a B 亨 M ･ 鬼 宅1 9 8 5ラ 写§e毛s e B 嘗 e r ad圭e a 鮎 泣 Pl a B § f o r §e u 挽 e ㌻王盲 彪T呈e 孟. ㌘盈T 盈S重患8l e 宮y

T e ぬy 1: 1 - 2 .

K ab 野 e
, 5 ･ f!･ a B d 配 鬼 L a n g壬ey (1 9 8呈き§e p a ㌻a 鮎 n of f a毛b e d y a nd 態t e 痕 e g蔓盗n d 鮎 s u e s

of a . 那 rSii G n S . C o m p . B呈o ∈h e m . a n d ㌘転y §量e壬i 6 9 鬼: 3 2 5 -3 2 8 .

神村 学 (28 0 4) 幼者 添]レ モ ン の 分子的俸用機構 - 特に 巌痩 ､ 変態招 制御書≡ つ も盲 て
-

.

応務昆 48 : 1 - ま2 .

亀斉産油 (ま98 3ラ 新 し い タ イ プの 常盤剤メ 卜プ レ ン
-

メ トプレ ンの 除虫襲期ア)レ蓄､ シ ッ

ド1O F の 数種衛生害虫に対する防除効果 , 月溺環境衛生3 8: 22 - 3 呈.

川田 均 (19 9 O) 昆虫成長郵餅詞ビリ プロ キ シ フ ェ ン による衛生害虫防除 に関する研

究 . 学位論文 (京都兼学ラ. 1 8 1 p p .

氾s h id a
,
” .

,
” . H at a k e sh i

,
” . 1t 野 a a n d 王. N a k a y a m a (呈9 8朝 N e w 呈n §e et j u v e n主I e h o r -

m o n e m i m i c s : T hi e ∈a r b a m at e s . Åg rie . Bi ol . C h e 乱 4 8: 2 88 9 - 2 89 1 .

K o s hih 盈r a , T . , H . ¥ a m a ぬ , ¥ . T a m 盛i a n d
r

r: ぬ d o (1 9 78き ぎi e呈d a 飴 a c 畠v e n e §§ ef th e §y n
-

蝕 eti c S e x p h e T O m O n e Of 也e di a m e n d b a ck m o 艶 Pi 髭ieii a 野i 汐St eiia (i .ラ. 軸p壬. E n t o -

m ol . Z o o呈.13 : 1 3 8 -i 4 1 .

L a B gl ey P . 良 (1 9 7 7) P h y si ol o g y of ts e t s e 丑y ( G I o §si n a s p p .ラ 野主pte T a: Gl 鵬 S呈nid a e) . 鬼

r e vi e w : B ull . E nt o r n o呈, R e s . 6 7 : 52 3 - 57 4 .

L a rigl ey ,
P . Å一 a rld A . W . Pi m l e y (1 9 78ラ R e a ri n g t畠at o m i n e b tig S i B th e al∋§e n c e ef a li v e

h 鶴t 盈n d S o m e eff e ct s of d量et e n r e p r e d tl e 鮎 n 呈n H h o d n i u s 磨柑iiE u S S毛盈l (H e m 癖 e F 盈:

R e d tl Viid a e) . B uまl . E n 紬 m o壬. R e § . 6 8 : 2 4 3 -2 5 8 .

L a n gl e y , E A . a n d A . W . P量m l ey (呈9 79) St e T a g e a n d 況 O b圭l量z a お n of n ut T主監n 藍ぬT tlt e r 一

重n e m ilk s y nth e s圭s 態y G io s si # a m o r sitd n S . I . 王詑§e Ct P h y §i o蔓. 2 5 : 1 9 3 - 量9 7 .

L a n gl e y , P ･ A ･ a n d D . W ei 曲 a a § 托98 6)
r

F r 昆P P主n g a § a n l e a n S ef e o 昆t ㌻Oll量毘g 宅s et §e
,

G i o s si 泥a 藤戸. 野主pte r 盈: G l o s s呈nid a eラ; ぬe r ela 数 e m e r圭ts of k量lま圭己g a rid ef §縫r呈壬iz a 鮎 n .

B t lll . E n t () m ol . R e s . 7 6 : 8 9 - 9 5 .

L a n gl ey , P . 良 a n 盛R . W . Pi m l e y (1 9 86) 鬼 T Ol e f o T3t i V e nil e h o T m O rl e a n d th e e 胞 e毛s o君

s e
-

c all e d a n ti -3 ㍑v e nil e h o r m o n e s i n G io s si 汚a m O rSii a n m o r sit a 軌 J . 王B §e e毛㌘h y s 奴

3 2: 7 2 7 - 7 3 4 .

i . a n gl e y , P . 良 , T . F elt o B a n d ”. O o u c h主くま9 8 8 ‖tl V 蝕重量e h o r r n e n e m i m 呈c § 盈S eff e c 畠v e ste T
-

il aⅠ1tS f e r 也 e ts et s e 野 G i os si 籍a m O rSiia n s m 8 rSita 発S . 朗 e d . a n d 敬老. E n毛o m ol . 2 : 2 9 -

3 5 .

L a n gl e y , P . A . (i 9 9 Oき U §e ofj u v e nil e h e T 況 8 rl e m 董m 呈c s i迅 th e ste T量Iig a 鮎 n of ts e t§e

丑重e §. I n :
`

S e m i n a r of st e rii e 量n s e eモte c h n主q tl e fo r t§etS e C 8 fi& el 姐 d e r adi e a 鮎 n
'

, P r e
-

c e e di n g B f ぬe 急迫al r e s e a r ch e o - o T di n a 鮎 n m e e 血 g o r g a niz ed b y 塊ej oin t F 盈0 /iA E A

曲isi o占 of n tl el e a r 蛭ch n 軸 e i n f e od 盈fld 曙 血tl壬ぬr e a n d h e壬d 主n FS 廓 ぬ tA E 鬼Ptz態I t ,

iA E ゑ/ R C / S i §. 3 /1 4 主n 19 9 8
,
Ⅴ主e n n a

, p p . 2 O 7 - 2 u .

L a n gl e y ,
P . A

”

r

F . 衰e 鮎 n , a S t aff o rd a n d H , O o u e hi (ま9 9 0 aき F e F 況 u呈孟鮎 n o 紬y 軸 r o x
-
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ぎ海 n
, a 如v e n量I e h o r m o n e m 量m 量e き 由T 毛S et S e e e 琉経o書手 ㍍e 盛. a n d V e毛. 琵昆t e m eま一 連:呈2冒-

皇3 3 .

圭題 n gまey 亨 P . 良 , V . H o 腎量昆昆d 三. O o ti eh圭宅i 9 9 蝕) 鮎富u量感 e n o若T e P ㌻Od tl e 鮎 n 呈n き挽8 d 発i # s

きr olig 潔S もぎ 蝕e 如v e nil e h 8 T m 紬 迅量m 呈e p y 軸 r 8 荒yf e n . E n t o m o L E 琴 . 鬼p p呈呑 5 7 : 2 7 呈-

2 7 9

L a n gl ey ,
P . 良 ,

ら. M a tl e h a m p ,
C . R 野 e r a n d ”. e o u e h呈(i 9§2き T h e ぬ r 盈b i重量轡 of p y * T O 荒 -

y 海 n , 紬v e 流量呈e h o r m o fi e 血i m 呈e , f e y i fl S e Ct e O n毛r oi . P r e e e e d主n g § ef 王B
`

S e m 量n a r f o r

t §et s e e o n 毛r el , di a g n e s呈§ a n d e 畠e m e 払e r a p y tl §主監蛋 怒tl el e 盈r 竃e e h n圭q ti e §
チ

. 5 o呈n 軸

o r g a n呈芸e d b y 塊e i A E Å a n d F A O . 王鬼E 鬼P tl 晩 学量産E A / F E C H D O C -6 3 凄圭n 呈9 9 2 ,
V呈e n -

n a
亨 P P . 1i

_
3 -i5 O .

L a n gl e y ,
P . 良 ,I . W . H a r g r o v e

,
B . M a u eh a m p , C . 民野 e T a n d ”. 8 o u e hi (呈9 9 3きP r e sp e e毛§

f o r u §irlg P y 軸r e 霊yf e n
- なe at ed t a T g e t§f o r t§ets e e o n t r el . E nt o m el . E x p . A p pl . 6 6:

1 53 -1 5 9 .

t A rigl ey , i?. 息 宅1 9 98き T a 曙 et t e ぬ ol 8 官主e § 由r i n s e ct p e st c o n & el - P e §畠e豊丘e 8 t1 血 塊 9 :

6 -1 2 .

Ll o y d , i . (19 2 1) N ot e o n c ol o tl r t r e Pi§m of ji sie r 8 Chiio 汚 (ju e u T O d e s) 夢aきw G ri @ r 封m

W e §t w o o d . B tlll . E n t o m ol . R e 凱 1 2: 3 5 5 -3 59 .

h o m e r , C . I . , R R . B at e m a n , D .i . J e h n §o n , I . L a n g 闇 ald 夢 a n d ” . T b e m a § (2 O O lきB呈ol o 書
-

i c 孟I C o nt r ol of L o e tl St§ a n d G T a S S h o p p e r s . Ån a . 毘e v . E n毛¢f n Ol . i 6 : 6 6 7 -7 0 2 .

M a s n e r , P . , a S量a m a 盈n d V . L a n d a く19 6 8ラ S e 笈ti ai呈y §p r e a d 呈n §e e毛§毛e T量l 物量n d u e e d もy

ぬe 昆虫al o g tl e S Ofj u v e fi圭I e h o r m o n e . N at u r e 2 1 9 : 3 9 5 - 3 9 6 .

増田健康 ､ 野花秀輿 ､ 阿見津馨偉 くま9 9 O) j ､ ス モ ン ヨ トウに おぼ る核多角棒病ライ)レ ス

cj 軽率伝達に 関する研究 : i . オ ス 成虫ウイ ル ス 汚染範理に去る渡世代幼虫招 ウイ

)レ ス 感染. 応救民 3産: 1 -6 .

M c M tln e n
事
D . (19 9 8) Å由 a n c e §呈n 壬n v e ft e b r aもe 取p r o d u e毛細n 5 , El§y呈T e §e主監n e e p tl態-

li s h e r §, ら. V . , p p .3 99 -4 8 2 .

M el a m ed - M ad顔T ,
V .

,
” . C h e n

,
a n d a . 毘o §il呈o くi9 8 朝 S e T e e n呈n g i n s e e毛i e重d e § 盈g ai n §毛蝕 e

t o b a c c o w h量t e 丑y ( B e 桝 l
'

si a t ab a ciラ o n c ott o n , u si n g 註I e af c 註g e l a b e T 盈t e ㌻y m eth o d .

P h yt o p a r a si & a i2 : l i 撃-i 2 5

M ot o ki
,
T . 弧 d C . T a k 野 afn a (19 8 7) C o m p a ris o n of th T e-e

･ d呈m e n §量o n 盛 s 汝tl e ぬr e § of e o 措か

p o u n d § w ith j tl V e riil e h e r m o n e 盈C 畠東砂 鬼 n e 腎 p y Tid yl e ぬe r 盈n 盛毛e rp e 昆Oid ∈o m -

p o u n d §, i n th r e e
-d量m e n s呈o n al st r tl Ct u r e § 盈n 盛d T tlg a e 鮎 n . P r e e e e d呈丑g $ Of 野 m P O

-

s呈t m e n 血r e e 適量m e 戚 o n al s 触 c ぬT e a 皿d d rtlg a C 鮎 n 亨 T o k y o ,才ap 逢昆, S e p 陵 m b e T i9 酪

U ni y e r si哲 of T e k y o P r e s s , T o k y e . : p p . 2 5 8 ⊥2 59 .

M W e r
,
P (1 9逢8) N o b el L e ct u r e , P h y si ol o g y e r 姐 e d呈e呈n e 呈9 4 2 -

呈9 6 2 .

EI s e vi転r p tlbl呈s h重昭 ,
触 急転 T ぬ m . p p 書2 2 7 -2 3 7 .

M 白Il e r
,
P (19 4 8) P rix 鮎 b e u §S N : 0 5 賂 畠i 7 5 : P u bli s h e r

,
彪 m 碍官主§毛 & W 抱s e音量王n 若e ㌢

n a 鮎 n al S 紬 c k h oi m . p p . 1 2 2 - 13 2 .
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観tlly e , H . a n d 監 G o r d o n 維9 畠9き E 独 ぬ 窃f s e壬e e 睦d j tl 腎e 扱重量e h e r m 城 e a 盈a王e g s e n 蝕 e

§i E ぬ-i n st a r l a T 腎a e ¢f 挽e e 違§te r n S r tl e e 態tld 腎 e r m , C k 8 才惑お詑g u 糟 廃 m 酵 和 乃a Cまe m e n §

(L e p呈血 pt e T a : T o 緒 cid a eき. C a n . E B 毛o m o L 呈2 且: ま1 1 呈-ままま6 .

N a g a量, a (i 9 繁) Eff e e毛§ ef a 由v e 法皇I e h o r r n e n e 盛 m 圭e m at e ぬl
,
みP h e n o 野 P h e n yl 曙 卦

2 -2(2 -

p y Tid y呈e 野きp r o p yl e ぬe T , O n Th riP s き題i 雛i ぬ T 野 (
'

r h y §盈n O P毛管r 盈: 徽 軸量a a eき

a n d it s p r e d at o r O ri u ぎ S P . ( H e r n重野e r a : 鮎 th o c o r圭d a eき. ゑp p L E n to r n e量. Z o ol 手 2 5 :ま9 9 -

2 0 4 .

西野敏贋 ･ ホ野公夷 (1 98 4) ミナ ミ キイ ロ ア ザミ ウ マ に対する青色粘着u 欝 ン (晋萄ラ

の 防除効梁. 丸農研 4 6: 12 4

野村昌弘
･ 宮田 重(2 0 0 0) 昆虫成長制御詞p y r呈p r o 濫yf e n の ハ ス モ ン ヨ トウ の 繁殖 に及

ぼす影響 . 轟救民 舶: 8 1 -8 8

0 1i v eir a Filh e , 鬼 M . , 畏. Pi n c hi n 事 M . I . ぎ呈g tl e量r e d o , C . 鬼 M tlまI e r , 5 . 民. 蛋. G o c al v e § 盈n d

B . G ilb e rt (19 8 1) Str u ct tl r e
-

a ctivity r el a 鮎 n §h ip § of i l o c a n di ぬt e j tl V e rii壬e h o r
-

m o n e a n al 8 宮tl e §f o r P G n St r O 轡 i存S m egisi u s ( B tl r m ei st e T , 18 3 5) , 盈 V e e毛e r of e h a g §
'

di s e a §e (H e m i pt e r a , R ed tl Vi呈d a e , T ぬt o m i n a eき. R e v . B r a s量l . B量o呈. 刺: ま9 7 - 2 8 4 ヰ

O l呈v ei r a Filh o
,
A , ” . (1 9 88) D e v el o p m e rit Of i n s e e 也eid e f o r m til 盈鮎 n § 昆虫d d ete r m i fl a 縫o n

o f d o s a g e a n d a p pli c ati o n §e h e d til e § t o 重量t §p e c呈fi e sittl ati e rl S . 王n :
`

M e e ti n g o 毘

r e s e a r c h n e e d s i n t h e fi eld of C h a g a s
'

d i s e a s e v e ct 8 r C O n t r Ol
'

§p o n s e r e d b y

U N D P / 闇 o rld B a n k / W H O s p e ci al p r o g r a m m e f o r r e s e a r ch a n d tr ai n量n g in 捜 o p圭
一

e al d皇s e a s e s
,
P a n a f ¥1 a C i 観 S e 終 / 8 e 毛. ま9 8 7 . R e v . おg . M 呈e r o b呈81; 2 e (S tlP Pl .ラ: 3 9 -凍B i

O o tl e hi ,
H . (1 9 8 7き Å g t1呈d e f o r 畠eld e v 盈Iti 孟 鮎fl

,

- C r o p P r et e e 鮎 n u s e
-

J tl V e fiil e h o r m o n e m i m i c , S - 7 呈63 9 手 P l a nt P rt e te et呈e n D 圭v量§圭e n
-Ⅰnt e r n 急 鮎 n 盈l , §ti m

-

呈t o m e C h e m i c al C o . L td . , T e e b n呈e al r e p e r毛. 6 8 p p .

O e u c hi
,
H . (1 9 8 8) S 7 1 63 9 ( P y 軸 r o x yi e n) ,

D E ∈E M B E 毘i 9 8 8 ず ㌘l盈n宅㌘T毛e 陵 e毛量e n B量蕗

si o n
-I flt e r n ati e fi al , S ti r nit o m o C h e m i c al C o . , L td . , 瀧 e h n重e al T e p O r毛.

∧3 2 押 .

O o u c hi ,
H I (2 0 O 5 a) 王fIS e C 缶ci ぬI p r o p e r 鎧e s of aj u v e n o豊島 p y r呈p r o x yf e ri e fi all lif e §t& g e §

of th e d主a m o n d b a 洩 m e th , Pilit eiia Eyi o si eii a (王磨Pia e p e r a : Y p n o m e tlt呈ぬ eラ. ゑp pl .

E n t o m ol . ∑o ol . 50 ; 1 4 5 -王4 9 .

O o ti e 晩 H . a n d P . 鬼 L a.n gl e y (2 OO 5き C o ntr ol of g r e e n h o u s e 轡瓦皇陵 鍬 T rl
&

igi e 髭r B d e s ii aP o -

r a ri 8 r 詳m t1§呈n g vi s u ally a 徒r a ei 嘗e t a r g et s i m p r e g n at ed with p y ri p r o x 醸 n . 3 .
P e s -

鎧c . S ei . 3(ラ: 5 払5 2 .

O o tl Chi , H . (2 0 e 5 態) E ff e cts of p y rip r o 野f e n -t r e at e d t a r g et s o n 也e di 孟m O n 曲 a e k m o 艶

P g# tcii a 野i osieii a 払i n n a e u §き(L e pid o p e r 盈: ¥ p n o m e tlt量d a e) . J p n . I . E n ぬ o n . E n t 8 -

m ol . Z o ol . 1 6 : 7 7 -8 4 .

P el e 宮, ら. 良 (1 9 藤き E ff e et of a n e 腎 p h e r1 0 Ⅹy 如v e n量I e h o r m o n e a n al o g e n e al量ぬr n呈盈 r e d

s e ai e
I
( H o m o p fe r a : D ia s pidid a e) , 鮎 ri ぬ w 温 S e al e , ( H e m e pf e r a :C 8 C Ci ぬ e) a n d 也 e

e et e p a r a sit e J 轡妙tis 姦oi ぽ a 寒地 # s D e B a e h e ∈H y m e n 呼毛e r a : ゑp払el e n呈ぬ eき一 3 ･ E e ¢n ･

E n t o m ol . 8 呈: 8 8 -9 2 .

9 7



P ri e T
,
C . 盈扱d D よ G T e 盈洩 e a 遠 維9轟9きBi ¢量e g主監盈量e e n 毛㌻e蔓ef l ¢e u S 短: 蝕e p e 陵n ぬ董由r th e

e x pl e ぬ ぬ n ef p a 也 e g e n s . F A B Pl盈昆t ㌘T Ot e e 嶺o n B u量王. 3 7 : 3 7 碩8 .

R et n 盛 a r a n
,
良

, I . G r a n n et a n d T . E n 汲量s (ま98 5き王n s e c毛蛋r e 碗鼓r e 宮恐王威e r §. 王rl: C e m p r e -

h e n §i v e 王n s e ct P h ァs呈el o g y , B量o c h e m 呈§& y a n d 董戦a T m 盈e e壬e 野 馳L 呈2 宅鮎 r tlk tAt G 兵事

G ilb e rt 王｡王e d s .) P e r g a 招 O n P r e s s
,
討e 腎 ¥ e ㌻k . p p .5望哲-6 O l .

R o王壬e r
,
H

,
a H . D a h i n , C . C . S w e ely a n d B . ” . T r 鵬 も(i9 67き T h e §捷ti e 触r e ofj ti 腎e 急呈呈e

h 8 r m O ri e . 勉 g e w . C h e m . 王n と E d E n g L 6 : 呈79 .

S呈v a p r a g a s a m
,
鬼 a n d T . S ait e (ま9 86き A y ell e 腎 §鮎k y tr ap f o r 也e d呈盈m O n 曲 a e返 招 ¢ぬ

Pl u teii a x3 ,i o st eii a 牡.) ( L e pid e pt e T a : Y p n o i n e tl滋d 盈eき. 鬼p pl . E flt 8 m el . Z o oL 2 1: 3 2 8 -

3 3 3 .

T r a b o tll si
,
良. (1 9 9 4)

”

B e 斑isi a ta 泰盛Ci
汚

: a r e p o rt s o n i毛S p e st s 臨t u § 繭th p 蓬r 畠e til 盈r r ef -

e r e n e e t o th e N e a r E a st
形

,
F A O Pl a 忠t P r o t . B u n . 42 : 3 3 - 5き.

埴壕秀雄 ･ 野 見山浮 暮 橋爪政彦(19 9 8) コ ナ ガ にお ける産卵能 力g) 決定要因. 応動昆

4 2 : 2 0 1 -2 0 8 .

植松秀雄
･

好川勝也 (2 0 0 2ラ コ ナ ガの 受尾 ･ 産卵時瀦の 季節的変化. 応救民 舶 : 8 i -

8 7 .

梅津憲治 (ZO O S) 農薬と 食 : 安全と安心 - 農薬の 安全性を科学と して 考え る = ソ ヲ ト

サイ エ ン ス 社, 棄鼠 18 6 p p .

Ⅵ滋e , ら . 良, B u r s ell , E a n d I .
W

. H a rg r o v e (1 9 8 5) C a 蛭hi n ㌢o ut ぬe ts e 臨e & y . P a r a s おI eg y

T o d ay i: 1 O 6 -l lO .

V al e
事
G . A . H 盈r g T O V e

, I . W .

,
C o e k bill タブ. a a n d 監5 . P h elp §(呈98 6き F呈e は毛ぬl s ef 態急呈t §

t 8 C e n なol p o p ul a 鮎 n § of Gi os si 発a m O 柁iia 雅S m O 柁ita 那 W e § 緬 e o d a fld G . 磨aiiid 療cs

Åu ste rl (D i pt e r a : G l o s §i nid a e) . B ull . E n t e m e呈. 畏e s . 76 : i 7 9 -1 9 3 .

V al e , ら . A . L o v e m o r e ,
D . F .

,
F重量n t

,
S . a n d J . a C o e返態呈Il (ま9きさ) 0 ぬt m 態a量te d 臨T g e t§t e

c o nt r ol t s et s e 盟主e s , G io s si n a s p p . ( D量pt e r 昆: G l o s si n i ぬ eき,
呈fi Z主f n b 盛 闇 e . B tll呈. E n to -

m o王. R e s . 7 8 : 3 1 -4 9 .

山中 正 (1 9 9 1) 奄美群島
- ウリ ミ バ エ 擬総記念 鼠 尭島支庁ウ リ ミパ 孟 防除対筆書編

鹿党鳥取 農政 乳 鹿党島県. 1 23 p p .

Y a m a m ot o , H . a n d a K 盈§a m at S u (1 9 98) E ff e ct ef aj u v e nil e h o r m o n e m i m 呈e , S - 7 1 63 9

o n th e g r e e n h o tl S e W hite空転 T ri ai e 従r ed e s 野唾o 和 痴 r u 親
,

乱 d 蝕e g r e e n p e 盈e ぬ 盈P hid ,

物 詳S きe rsi c a e
,
i n 盈 g r e e n h o t1 §e , Åd v a n e e s i n 王n v e r t eb r at e R e p r o ぬ e 鮎 n 5

,
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e r P tlbl量s h e r § B .
V

. , p p . 3 9 3 -3 9 8 .
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r

r: M ill e r (1 9 9 1き P ot e nti al of p y 軸r o x yf e n a s a q 脱 r a n ti n e t㌻e at -

m e nt f o r c o dli n g m o ぬ a n d o ri e n 払 ほ uit m o 也 払e p豆血 pt e r a : T o rt r呈eid a e) 暮J ･ E e o n ･

E n t o m ol . 8 4 : 9 42 -9 4 7 .

W a n , a a n d P . t B n gl e y (19 9 1) F r o m b e h a vi 餓 r t O e O n & ol: T h e d e v e豆e p m e n t ef 恕笥p 盈n d

t a rg et t e c h ni q u e s f o r t s et s e 丑y p o p tll a 鮎 n m 孤 昭 e m e n t . 王n : 底意鵡e u 鮎 T 昆量Z e e里e g y

R e vi e w s 4
,
i n t e r c e pt L td . , H a m p s hir e , p p . i 3 7 -呈59 .
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